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Abstract

The　design　of　graphic　symbols　is　aspired　to　be　easy　to　understand　with　the

development　of　international　exchanges　and　the　transition　to　a．lk　aged　society．

This　study　is　aimed　to　clarify　the　requirements　of　easy－to－understand

graphユc　symbols，　an、d　discuss　the　relations　between　referents　and　image

contents，　those　relations　are　the　key　to　understand　the　symbols，

Specifically，1009　kinds　of　graphic　symbols　were　selected　from　l7　fields，　every

symbol’s　referent　and　image　content　was　analyzed，　and　the　referents　of　graphユc

symbols　were　classified　into　12　categories．　Then，　from　a　se瓶o雛c　and　figu．rative

standpo圭nt，　relations　between　referenLts　and　image　contents　were　organized，

and　the　selection　method　of　irnage　con．tents　were　classified　into　g　categories：

［（1）iconjic　graphic　symbols／depiction，（2＞tndexical　graphic　syエnbols／

rep1acement　of　s剛ar　co且cept，　replacemeD．t　of　conceplts　order，　replac並9

genera王action　referent　of　pafticular　action　tmage　content，　rePlacing　part童culaエ

action　referent　of　concrete　ob｝ect　image　content，　rep王ac圭ng　Place　referent　of

actlon　image　content，　replacing　Place　referent　of　actor　image　content，　replac董ng

Place　referent　of　concrete　object血age　co且tent，（3）symbolic　graphic　symbois／

symbolization］．　Meanwhile，　a　questionDaire　survey　on　l　l　5　public　i　lformation

s玉rmbols　was　conducted，　and　those　symbols　were　cIasslfled　into　9（塩tegories　as

previously　mentioned．　As　the　results，　the　understandable　differences　of　each

image　contents’selection　method，　and　the　characteristics　of　symbols　those　are

easi亙y　oτdifficu1七1y　to　tmderstan（i　were　extracted，　Ba＄ed　on　these　results，　the

apPrepriate　selection　method　of　hnage　contents　on　different　referent　and　the

checklist　of　different加age　contents　were　proposed　and　verified．





要旨

　　国際交流の活発化や高齢社会への移行に伴い、分かりやすい図記号をデザインす

るための方法論が希求されているe本研究は、分かりやすさの要件やその根底にある

様々な要因を明らかにする目的で、図記号理解の鍵を握る表示概念と画材との関係に

着目して検討を行ったもので、論文は6章から構成されている。

　研究の内容は、17分野1009種類の図記号が有している意味内容を詳細に分析し、

表示概念の分類を試みたeそして、記号論と比喩の観点からこの表示概念と画材との

関係を整理し、表示概念を表す画材選択法の分類法［（1）類像的図記号（アイコン）

／模写、（2）指標的図記号（インデックス）／類似する事物への置換、カテゴリー順

序の置換、行為の一般概念を特定の行為画材に置換、特定の行為概念を具体物画材に

置換、場所概念を行為画材に置換、場所概念を主体画材に置換、場所概念を具体物に

置換、（3）象徴的図記号（シンボル）／象徴化］を提示した。

　一方、115種類の公共案内用図記号の理解度調査結果を本分類法との関係において

整理して、分かりやすい図記号と分かりにくい図記号の特徴を抽出し、（1）表示概念

に適した画材選択法の提案、（2）画材制作のためのチェックリストの提案行なった。

　そして、提案した画材選択法・チェックリストの有効性を確認する目的で、理解度

が低い6種類の図記号を上記分類法に従って選択し、改善策の検討ならびに検証実験

を行なった。その結果、いずれの図記号もISOの採択基準を満たす理解度を有して

いることが判明し、本提案の有効性を検証した。

　以上のように、本論文は図記号をデザインする際の新しい視点を数多く提示してお

り、示唆の多い内容を包含している。
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第1章

論序



1．1　研究の背景

　図記号は、情報内容を形に表すことによって必要な情報を相手に伝達する手段として発

展してきた。近年、国際交流の活発化，高齢社会への移行などに伴い，異なる言語や年齢

などが障壁にならないコミュニケーション手段が求められている。また、増大する情報量・

複雑な機器を日常的に操作する必要性などから、機器における、より端的な、分かりやす

い情報伝達手段に対する要求も高まっている。図記号は「特定の言語に依存しない」、「視

認性に優れている」、「省スペース］等の特徴があり、一つの有効な情報伝達手段として使

われているe今後、これらの背景に、図記号による分かりやすい表現に対する希求も高ま

っていると考えられる。

　図記号の情報内容を理解するために、情報内容を表す形から意味を推測する必要があ

る。因みに、図記号の分かりやすさの根底となるのは、情報内容と形の関係である。図記

号分野では、情報内容は“表示概念”［注1］、形は“画材”［注1］と言われている。通

常、図記号のデザインにおいて、どのような画材を選択するかはデザイナーや制作依頼者

の経験に負うところが多いが、分かりやすい図記号の条件を導出するためには、図記号の

表示概念とそれを表す画材との関係を科学的に把握する必要がある。

　現在、分かりやすい図記号の表現について、ISO、　JIS等国際・国家規格や図記号に関

する様々なガイドラインによって図形のデザインや、色彩、文字、空間位置等が標準化・

配慮されているが、図記号の表示概念と画材との関係によって画材の選択方法を体系的に

配慮されていない。

　図記号の表示概念と画材との関係に関連する研究として、認知科学分野おいて、比喩に

よって、図記号の表示概念と画材との関係を分析することができると推測した［注2］。情

報通信分野において、使い方に応じて予め用意された画材を組合せることによって、当該

分野の図記号の編集システムを作成した事例がある［注3］。心理と情報通信分野におい

て、コミュニケーションと情報用図記号の表示概念と画材との関係を把握することによっ

て、図記号の学習効果が向上したという実験結果がある［注4］。これらの研究では、比喩

や記号論の視点から図記号の表示概念と画材との関係を明らかにすることができると暗示
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されている。また、図記号の表示概念と画材と関係を明らかにすることによって、より効

果的な図記号の作り方を見出すことができると考えられる。しかし、異なる分野における

図記号の表示概念や画材はさまざまであり、図記号が表している表示概念の種類や、表示

概念ごとに用いられている画材に関する体系があまり整理されていない。図記号の表示概

念と画材は具体的にどう記号化されているのか、理解されやすい図記号はどんな関係に基

づいているのか、どんな画材が選択されているのか等、デザインとの対応についてあまり

検討されていない。

　理解されやすい図記号の指針を見出すために、図記号全体の表示概念と画材の体系を構

築し、図記号の表示概念と画材はどう記号化されているのか、表示概念と画材との関係を

明らかにした上で、より効果的な図記号をデザインするには、どのような図記号の画材選

択法が有効であるかを検証する必要がある。

1．2　研究の目的：

　以上の背景から本研究は、図記号全体の表示概念と画材の関係を調査し、記号論と比1喩

の理論に基づいて表示概念と画材との関係を分析して、表示概念と画材との関係に基づく

案内用図記号における画材選択法の分類を見出すこと、及び画材選択法の分類による理解

度に与える影響の違いを踏まえて、優れた案内用図記号のデザイン指針を得ることを目的

とした。

1．3　既往研究における本研究の位置付け

　本研究では、一般に用いられている図記号を対象に、図記号の表示概念と画材との関係

に着目し、図記号の表示概念と画材の関係を調査し、記号論と比喩に基づく表示概念と画

材との関係による画材選択法の分類、異なる画材選択法で作られた図記号における理解度

の違いに関する調査を行い、図記号への理解に望ましい画材選択法の選択と図記号の画材

選択法に関する指針を提示している。

　本研究に関連する既往研究には、図記号の標準化状況と分かりやすさの評価に関する研
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究、図記号の表示概念と画材との関係に基づく画材選択法に関する研究、表示概念と画材

の意味属性に関する研究があげられる。

1．3．1図記号の標準化状況と分かりやすさの評価

　ISO（国際標準化機構）［注5］やIEC（国際標準電気規格）［注6］等の国際標準化組．

織では、各分野の専門委員会（TC　145、　TC3等）を設置し、図記号の標準化が進められ

ている。各国の標準化組織では、国際規格と国家規格との整合化を確立し、各種の図記号

の国際性を保持しようとして図記号の標準化が進められている。例えば、JIS（日本工業

規格）［注7］、KS（韓国産業規格）［注8］、　GB（中国国家規格）［注9］、　EN（欧州統一

規格）［注10］、ANSI（アメリカ規格協会）［注11］等が挙げられる。上述した規格は、

図記号の機能、デザイン作業の手順、図の組合せ、図の向き・位置、基本パターン、原形

の描き方、色彩の使用等、表現方法についての事項を規定している。また、環境における

図記号の表示距離や、文字のサイズ、色と対比等の条件について、各種のガイドラインに

よって目安が示されている。

　しかし、これらの規格では、画材の選択における制作基準についてはあまり検討されて

いない。優れた図記号のデザイン指針を得るために、図記号における画材選択の基準が必

要であるe

　また、図記号の分かりやすさに関する評価では、ISOやJISなどの規格は図記号の制作

手順によって図記号の分かりやすさを評価している。例えば、図記号による表現の必要性

の確認や、図記号の意味内容の確認、図記号の向き又は位置についての要因の確認、図記

号の使用上又は環境上の要因の分析、同一分野及び関連分野におけるほかの図記号との調

整、図形のデザイン、判読のしやすさと理解しやすさなどのための試験、必要に応じる修

正等の手順によって、図記号の制作を行っている。［注12］

　しかし、これらの評価は図記号の理解と認知実験を中心とする評価である。ここで示さ

れる結果は制作された図記号の理解・認知結果であり、理解度が高かったり、低かったり

する理由を示していない。それらを乗り越えるためには図記号の表示概念は、どのような

画材を選択したことによって、どのような意味作用が働いているかという構造分析的な研
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究を行う必要がある。

1．3。2図記号の表示概念と画材との関係に基づく画材選択法に関する研究

　図記号の表示概念と画材との関係に基づく画材選択法に関する研究では、太田［注13］

では、具象的な画材を使っている図記号は、「内包の意味］或は「外延の意味」rを利用し、

図記号の表示概念を表していると述べた。「内包の意味」とは、表示される形そのものを

意味することである。例えば．やかんが描かれればやかんを意味する。f外延の意味」と

は、表示される形から本当の意味を連想することである。例えば、製品のパッケージに、

割れたガラスの絵がついて、取扱注意という意味を表す。「内包の意味」と「外延の意味」

の分類は、表示概念と画材との関係を着目した分類方法であると考えられる。「内包の意

味」を利用する場合、表示概念と画材は同じものを示している。「外延の意味」を利用す

る場合、画材と表示概念は異なるものであり、何らかの関係で繋いでいる。また、田ら［注

3］の報告にも「原意」と「転用」という2つの表示概念と画材との関係を提出した。「原

意」とは、図記号の意味と画材の意味は一致することである。「転用」とは、図記号の意

味と画材の意味は異なる場合である。表示概念と画材との関係から見ると、「原意」は「内

包の意味」として、「転用」は「外延の意味」として解釈できる。

　太田は図記号の画材選択法について、具象的な画材が「内包の意味」として利用される

か、「外延の意味」として利用されると述べた。それ以外にも、抽象的な画材が具体概念

を表す画材選択法や、抽象的な画材が抽象概念を表す画材選択法、動きや変化や作用など

のプロセスと、状況など含む複合概念の画材選択法があげられたe例えば〔蓼は抽象的

な画材で「病院」という具体概念を表している。．、i　：の坂道型に共通する「次第に」とい

うイメージが生かされて、抽象的な画材で抽象概念を表している。事務機械に関する図記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■tコロ■　　　　　ザ号赫では、点線と鶏の違いによって第二駆とペーパーカットを表し・1ヨ〔Pスラ

イプ・シャドーの撫により、［］園コピ畷度を示＃。これらは齢鵬の画腿択

法としてとらえられるという。

　これらの研究では、図記号の表示概念と画材との関係に基づく画材選択法は表示概念と

画材が具象／具象、具象／抽象、抽象／具象、抽象／抽象の4種類の組合せに限られてい
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る。しかし、分かりやすい図記号の画材選択法を見出しために、より詳細な表示概念と画

材との関係を明らかにすることが必要である。また、具象的な画材は「内包の意味」とf外

延の意味」として使われることから、特に、具象的な画材はF外延の意味」として使われ

ているとき、本当の意味を連想することのできる共通の画材をモチーフとして選択しなけ

ればならないことから、図記号の表示概念と画材はどのような関係に基づけば、連想しや

すいかについて考察されなければならない。

1．3．3図記号の表示概念と画材の意味属性に関する研究

　清水［注2］は、図記号の文法構造に焦点を当て、案内用図記号の表示概念の意味属性、

画材の意味属性、画材の出現段階、画材の数、薗材の格等について文法記述の角度から検

討を行っている。特に、図記号の表示概念と画材について、計算機用日本語基本名詞辞書

IPAL〔注14］に従い、それらの意味属性を記述した。工PALでは、動物の領域、具体物

の領域、場所の領域、出来事及び動作／作用の領域，抽象性の領域という5つの意味属性

とその下位属性を設けている。こうした記述法により、表示概念と画材との関係の細かな

相違が記述できることが分かった。

　同様に、山本ら［注15］は海浜空間用図記号の画材の意味属性を分析した．彼らは一

般名詞意味属性体系を参考にして、画材の意味属性を主体、場所、具体物、抽象物、事、

抽象的関係という6つの意味属性とその下位属性に分類した。結果として、認識しやすい

海浜空間用図記号では、主体となる人と、その他図記号で表現・強調したい海に関する内

容を組合せているものが多いことが分かった。

　従って、表示概念と画材との関係の詳細が分かれば、様々なレベルでの図記号の分類や、

分類に応じた図記号の分かりやすさの条件を見出すことができると考えられる。また、こ

うした分類に応じた新たな図記号の作成も可能になると考えられる。しかし、表示概念と

画材はどのような関係に基づいているのかについて詳しく述べられていない。

　楠見［注16］は、図記号の生成を支えるのは比喩であり、受話器の図で電話を示すよ

うな機能的に重要な部分で全体を示し，目立つ部分をもって全体を表す表現を換喩に分類

すると述べた。従って、図記号の表示概念と画材との関係は比喩に基づいていると示唆さ
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れている。しかし、具体的にどのような比喩的関係に基づいて作られているのかについて

の詳細な記述がない。

　一方、比喩に関する研究領域では、例えば、山梨［注17〕は比喩の意味作用は大きく

分けて、隠喩くメタファー）、提喩（シネクドキ）、換喩（メトニミー）の三つの意味作用

があるとした。また、換喩的な意味作用は最も多く、典型例として、「容器一中身玉「原

因一結果」、「材料一製品」、「主体一手段」、「主題一場所」、「行動一行動全体」等が挙げら

れる。例えば、「ペンはつるぎよりも強し」の「ペン」は「文筆活動」を意味し、「つるぎ」

は「武器を使って戦うこと」を意味し、手段と主体の関係であり、換喩的な意味作用をし

ている。

　これらの研究によって、図記号の表示概念と画材との関係は比喩によって解釈する可能

性を示唆している。例えば、太田は、製品のパッケージに、割れたガラスの絵がついて、

「取扱い注意」という意味を示す場合、表示される形から本当の意味を連想し、ガラスと

いう画材が「外延の意味」として使われていると述べた。楠見はこのような画材の使い方

が比喩であると述べた。図記号はどんな比喩的な関係に基づくかについて検討されていな

いが、清水は図記号の表示概念と画材の意味属性を分析することによって、表示概念と画

材との比喩的な関係を明らかにすることができると示唆している。

　従って、図記号の表示概念と画材との関係を比喩的な意味作用によってどう解釈するの

かについて、検討する必要があると考えられる。

1．4　論文の構成

　図1－1に本論の研究方法を示した。また本論は、以下のような構成からなる。

第1章　序論

　第1章では、研究の背景と動機について述べ、研究の目的及び位置づけと本研究にお

ける図記号に関する用語の定義を行った。

第2章　図記号における表示概念と画材に関する調査

　第2章では、多分野における一般に用いられている図記号を収集し、各図記号におけ
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　　　　　第τ章　序論

　　　　　研究の背景
　　　　　研究の目的
既往研究における本研究の位置づけ
　　　　　用語の定義

＼／

第2章図記号の表示概念と画材に関する調査
　図記号使用目的の区分とサンプルの収集
　図記号が表している表示概念と画材の関係

▽

第3章　図記号における画材選択法の分類

記号論と比喩から見た図記号の画材選択法
　　案内用図記号の画材選択法の分類

＼！

　第4章案内用図記号の画材選択法が理解度に与える影響
　　　　　　　　　　図記号の理解度調査
　　　　図記号の画材選択法による分かりやすさの違い
画材選択法における分かりやすいものと分かりにくいものの特徴

▽

第5章案内用図記号の表示概念に適した画材の選択
　　　　表示概念に適した画材選択法の提案
　　　　　画材制作のチェックリストの提案
　画材選択方法とチェックリストにおける検証実験
画材選択方法と画材制作のチェックリストの修正と確立

▽

第6章　結論
研究のまとめ
研究の成果
今後の展望

醒1－1　研究の構成
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る図記号の使用目的区分、図記号が表している表示概念、図記号の表示概念ごとに用いら

れている画材の傾向を分析し、表示概念と画材の関係を整理すれば、効果的な図記号デザ

インの条件が導き出せると想定される。

第3章　図記号における画材選択法の分類

　第3章では、第2章から見出した図記号の表示概念ごとに用いられている画材の傾向

を記号論と比喩の観点によってそれらの記号化過程を分析し、表示概念と画材との関係を

明らかにし、表示概念と画材との関係に基づき、案内用図記号における画材選択法の分類

を試みた。

第4章　案内用図記号の画材選択法が理解度に与える影響

　第4章では、第3章に提案した画材選択法の分類を用いて、案内用図記号における理

解度調査を通して、異なる画材選択法に基づく図記号の理解度を調べ，誤答した内容を分

析した。その結果、図記号の画材選択法による分かりやすさの違いと、画材選択法ごとに

分かりやすいものと分かりにくいものの特徴を見出した。

第5章　案内用図記号の表示概念に適した画材の選択方法

　上述した調査結果を基に、案内用図記号の表示概念に適した画材選択方法と画材制作の

チェックリストを提案した。上述したデザイン指針によって、理解度調査から見られた正

答率が低い図記号を新たにデザインした。これらの図記号の理解度実験を行い、実験結果

によって、図記号デザイン指針を修正し、有効な画材選択法と画材制作のチェック

リストを確定し、図記号の表現に関する共通の考え方を整理した。

第6章　結論

　本研究のまとめ、研究の成果及び今後の展望を述べた。

1．5用語の定義

　本研究で用いる用語は既往の標準規格、ガイドライン及び関連文献に準じ、以下のよう

に定義する。
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記号（Symbol）

　記号とは、なにかを意味しているものであり、記号表現（Signifiant）と記号内容

（Signifie）の連合から生じる全体である［注18］。記号表現とは、記号がとる形である。

記号内容とは、その形が表現する概念である。例えば、「Open」という言葉は（店の戸

口で、それを見た人によって意味が与えられたとき）、次のような構成の記号である：

　記号表現：Openという言葉。

　記号内容：店は営業中である。

図記号（Graphic　Symbol）

　図記号は記号の一種である。図記号とは、対象物、概念又は状態に関する情報を、文字・

言語によらず見て分かる方法で伝えるための図形である［注12］。

案内用図記号（Information　Symbols）

　不特定多数の人々に対して情報を伝えるためにデザインされた、専門的又は職業的訓練

なしでも理解される図記号である。［注1］

表示概念（Referent）

　表示概念は図記号によって伝えようとする意味又は内容である。記号論から見ると、表

示概念は記号内容である。［注1］

画材（Image　Content）

　画材は図記号に表現する形を構成する要素である。記号論から見ると、画材は記号表現

である。［注1］

意味属性（Semantic　Attribute）

　意味属性は、名詞句の性格を示すものである。本稿は意味属性の体系を日本語語彙に従

う［注19］e日本語語彙の体系では、具体と抽象という2つの意味属性から、「主体」や

「場所」、「具体物」、「抽象物」、「事」、「抽象的関係」という6つの下位属性を設けて、ま

た、6つの意味属性に対する各下位属性を設けている［図1－2］。さらに、この体系は約
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名詞

具体 紬

主体

人

人聞

準人問

場所

具体物

陰凹1」；…圓H］ー…闘H］…團闘H］…劉ー

無生物

抽憩物

人工物自然物

事

抽象的関係

抽象物（行為〕刷翻劉ー

人間活動

行為精神

1階lL…H圓H囲］；

H團HHT園T
隣1」ー閣HHT

閣H］！，倒ヨー

場
時間

T－

　　　　　　　　　　　　　　　　　図1－2　意味体系

40万語の名詞、最大12段の構造を構成している。

表示概念の意味属性（Semantic　Attribute　of　Referent）

表示概念の意嘱性は譲示聡の綱句の騰を示すものである・例えば［蜘の表

示概念は「食事を提供する施設」であり、具体的な建物等を示すことではなく、施設が持

っている機能を表している。従って、表示概念の意味属性は具体概念の「場所」である［注

2］。

画材の意味属性（Semantic　Attribute　of　lmage　Contents）

　画材の意味属性は、画材の意味素（画材が表している名詞句）の属性を示す［注2］。
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　　　　l　　i－1例えば麗の画材はナイフとフォークであり画材の意味殿は具体物礪し・その下

位意味属性は人工物である。

記号化（Encoder）

　情報内容は送り手から受け手に伝えるため、何らかの記号表現に変換され、記号内容と

なり、媒体を経て受け手に送り出される。この場合の記号とは文字や文章，絵画や写真、

彫刻などの形をとることが多い。図記号における記号化の一要素として「画材の選択」で

ある［注18］。

表示概念と画材との関係（Relation　between　Referent　and　lmage　Content）

　表示概念と画材の関係は図記号の記号化手段である。図記号のi表示概念は送り手から受

け手に伝えるため、何らかの画材が選択され、受け手に送り出される。本研究において、

選択した画材によって表示概念を表すことは記号化過程である。

比喩（Figurative）

　比喩は、日常言語のメカニズムの中心的な機能を特徴づける伝達の手段である。［注17］

字・語句・文・文章・出来事・作品全体などの物事を、それと共通項のある別の物事に置

き換えて表現する手法である。読み手に対し、例えられる物事を生き生きと実感させる効

果を持っ。

隠喩（Metaphor）

　隠喩は、類似性に基づくもので、ある抽象的で分かりにくい対象を、別の具体的で分

かりやすい身近なものを通して表す比喩方法である［注17］。例えば、1男は狼だ」は、「6良」

と「男」の「荒々しい」性質が類似している。

提喩（Synecdoche）

　提喩は、部分と全体、種と類などの関係に基づく比喩である。それらの関係は、含む、

含まれるというカテゴリーの上下関係である［注17］。例えば、「アルコール」で「お酒」

を意味するのは類から種へのカテゴリー順序の置き換えである。
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換喩（Metonymy）

　換喩は、ふたつの物事の近接性に基づく比喩である。空間的な近接性、共存性や時間的

な前後関係などいろいろなパターンがある［注17］。例えば、「ハリウッド」は「映画」

を意味し、「ハリウッド」という場所で「映画」という主題を表している。
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　　　　　　　　第2章

図記号における表示概念と画材に関する調査



2．1本論の背景・目的

　図記号は、情報内容（表示概念）を画材によって伝達する手段である。分かりやすい図

記号の画材選択法を見出すために、図記号の表示概念に応じて、図記号に用いられている

画材の使用傾向を明らかにする必要がある。しかし、異なる分野における図記号の表示概

念や画材はさまざまであり、図記号が表している表示概念の種類や、表示概念ごとに用い

られている画材に関する体系があまり整理されていない。そのため、本章では、異なる分

野から収集された図記号に対し、図記号が表している表示概念と表示概念に応じた画材に

ついての分析から、図記号が表している表示概念の種類を整理し、図記号が表している表

示概念と画材の関係を調査することを目的とした。

2．2調査の流れ

　本調査は一般に用いられている図記号を対象に、異なる分野から図記号を収集し、各図

記号が表している表示概念を分析した。その後、表示概念の種類、表示概念と画材の関係

を整理した。具体的に以下の手順で行った。

（1）図記号の使用目的区分とサンプルの収集

　図記号の使用目的を〈指示・操作〉、〈安全・衛生〉、〈教育・会話〉、〈案内・規制〉の4

つの項目に区分した。それらの使用目的区分を基にサンプルを収集した。

（2）図記号が表している表示概念の種類、表示概念と画材の関係

　四つの使用目的区分において、サンプルとして取り上げた図記号の表示概念の種類を整

理し、表示概念と画材の関係を概観した。

（3）本章のまとめ

　以上の分析結果を基に、共通の図記号の表示概念と画材の関係を見出したe

2．3図記号の使用目的区分とサンプルの収集

本論では、太田［注1］による図記号の分類方法を参考にし、図記号の使用分野は使用
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表2－1図記号使用目的区分とサンプルの収集

使用目的区分 番号 使用分野 数 実例

1 通信機器の表示用図記号 102 《rド［ヨ◇
2 デジタルカメラ操作用図記号 17

3 複写機図記号 55 口→←今←＠
4 自動車操作・表示・警報図記号 68

5 印刷機械図記号 54
輩　8》〉　○　零一

指示・操作 6 医用電気機器図記号 57 ②　⑨　＠（②
7 歯科用機械図記号 43 馬囹（∋㊦
8 医療機器のラベル 14 望誉［飼苧
9 繊維製品の取扱いに関する図記号 11 轡［ヨ吻あ
10 消費者用図記号 21 ■■会崇（照
11 消費者用警告図記号 10

12 薬の図記号 41

安全・衛生 13 土工機械安全標識／危険表示図記号 20 塾磁1匡園
14 JISHA安全標識 45 ［幾嫌薗巻

教育・会話 15 コミュニケーション支援用図記号 313

亜国匿i亙
案内・規制

16 案内用図記号 117

17 交通標識 21

目的別に、以下の4つに分類した。それらは、家電製品や自動車、医療器械など現代生活

の中でも使用頻度が高い専用機器の操作を指示する〈指示・操作のための図記号〉、安全

や健康を保つための行動を促す〈安全・衛生のための図記号〉、言語の使用が困難な人々

のコミュニケーションを支援する〈教育・会話のための図記号〉、施設の案内や行動規制

に用いる〈案内・規制のための図記号〉である。

　以上の使用目的区分をもとに、サンプルを収集した（表2－1）。収集したサンプルの数

では、〈指示・操作のための図記号〉が452個、〈安全・衛生のための図記号〉が106個、
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〈教育・会話のための図記号〉が313個、〈案内・規制のための図記号〉が138個、合計

1009個である［注2～18］。

2．4図記号が表している表示概念と画材の関係

2．4．1図記号が表している表示概念とは

　図記号が表している表示概念は図記号が伝えたい意味内容のことである。例えば、〈案

内・規制〉のYlの表示概念は「レストラン」と解釈できるが、厳密にはより広範な「食

事を提供する施設」を表している。すなわち、具体的な建物を示すのではなく、特定の機

能を持つ施設一般を表している。

　故に、同じ画材が使われても、異なる使用目的で、表している表示概念は異なる可能性

がある．例えば〈教育・会話〉の囹は「ガソリンスタンド」そのものを表し・具体

的な物を示している。一方、〈案内・規制〉において、上述した画材を使っている図記号

は「自動車用燃料が入手できる施設」つまり「場所」を表している。

　また、図記号の表示概念では、一つの図記号がたくさんの表示概念を表している場合が

あるが、今回、一つの図記号に対し、最も重要な、伝えたい表示概念を当該図記号の表示

概念として塑した．例えば囲「朝、一回漱むように」という指示内容を示す図記

号であって、表示概念として、「朝」という「時間」、「一回」という「数」、「飲む」とい

う「行為」の3つを含んでいるが、もっとも重要な表示概念として、「朝」という「時間」

を表す図記号として整理した。

2．4．2図記号が表している表示概念のグループ化

　各使用目的区分の図記号において、サンプルが表している表示概念を書き出し、それら

をグループ化した。グループ化した表示概念の種類は表2－2の通りである。

　なお、本章で使われている表示概念の使用用語は類似する表示概念の大まかな意味を捉

えて定義したものである．例えば図「警察瀦・会話〉」や個「私〈教育・会

話〉」・？「操作管瀦呼出し〈指示・操作〉」などの表示概念は人称織業など主体と

する燗の意味を表している．それらの図記号の表示概念は「主体」として捉えた・回動
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表2。2図記号が表している表示概念の種類

使用目的区分
表示概念

指示・操作 安全・衛生 教育・会話 案内・規制

主体 7 1 19 0

場所 0 0 45 77

身体の一部 0 0 25 0

道具・物 117 0 95 17

抽象概念 17 0 7 0

行為・感情 48 81 82 20

出来事・変動 194 5 1 1

自然現象 0 0 5 0

性質・状態 0 4 18 1

数量・程度 52 0 0 1

場の様子 12 2 5 2

時間・季節 5 13 11 0

物園〈教育・会話〉」羽「女性用施設〈案内・規制〉」・囹「体育館く教育・会識園「水

泳施設〈案内・規制〉」などの表示概念は各種の施設を表している。それらの図記号の表

示概念は「場所」として捉えた。

（1）指示・操作のための図記号

　指示・操作のための図記号が表している表示概念の種類は「主体」、「道具・物」、「抽象

概念」、「行為・感情」、「出来事・変動」、「数量・程度」、「場の様子」、「時間・季節」の8

つのグループに分類された。

（2）安全・衛生のための図記号

　安全・衛生のための図記号が表している表示概念の種類は「主体」、「行為・感情」、「出

来事・変動」、「性質・状態」、「場の様子」、「時間・季節」の6つのグループに分類された。

（3）教育・会話のための図記号

　教育・会話のための図記号が表している表示概念の種類は「主体」、「場所」、「身体の一

部」、「抽象概念」、「行為・感情」、「出来事・変動」、「自然現象」、「性質・状態」、「場の様

子」、「時間・季節」の10のグループに分類された。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　表2－3

1．指示・操作のための図記号

表示概念別の図記号事例

主体

ナースコール

C）
患者

@　　　●

患者名称

@　　●
@　　　？　　　　　●

メンテナンス呼1！二し 操作管理者呼出し 親展

場所

身体の一部

道具・物

イヤホン 0一ル状用紙送り装

u回
ファクシミリ バッテリー

ｼコ

シートベルト 燃斜

抽象概念

ブラス マイナス 心電図 不整脈 H…縮寧

･　　■■■　　■■■

吝楽

行為・感情

鴻れ乎禁止

@　　　　ミ
@　　　06　b

コンセントから抜け

@　　：

接触盤止 しり洗浄

ﾖ　　　゜°：°°

@　　　●

30℃弱い季洗い 弱く乎絞り

出来事・変動

繰返し 出力 減速回転

@　　』一

転送

`　　●　　●

拡大 紺紙トレイ上昇下降

@　　一@　　一@　　一
@　　　金‘

自然現象

性質・状態

数量・程度

片面原稿

@　　　1

標準画買 超高輪密画買 温度 エンジンオイルの液

l『Eブi・一

受話仔鹸

@　　蝋

場の様子

遠隔操作 改接操作 襲面原稿

@　　」1

外線

@　　H

‘書1心設定

@　　　璽　　一i＞1〈－

@　　　i

力向指示

時間・季節

充電中 同報 制作年月日 運転中 使用期隈
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表2－3　表示概念別の図記号事例

2．安全・衛生のための図記号

主体

子供の手に届けない

謔､に

@　　　曙

@　愈，

場所

身体の一部

道具・物

抽象概念

行為・感情

高所からの転落 車に引かれる 足が巻き込まれる

@　　　　　一

運転鑑止 聞閉注意

@rFi『1
@i・　　1　：　　　　　！1　L＿」

合図確認

P覇　　　　∵謡

出来事・変動

電気ショック 完全停止するまで待

ﾂごみ
ｸr為　　　、9」メ　　SτOP

爆発 故障

G㌔〃lll

感電注意

P・． ﾟ1．．」

自然現象

性質・状態

飲用に適する

@　酢　　，　隔　卜

@　｝　・　　　　　　レ
@　、　　　　　．

@　　　　　暮
@　　　　亀卜層

飲料不適

@　．，　　　　　　　’

@1　　　　　：
@｝　　　　　　7
@1、　　，’
@1　’　　、f　輝＿曽．“．

高湿注意

妤ﾔ．鶉

宥害煙

@　　ご

数量・程度

場の様子

上から押しつぶさせ 横から押しつぶされ

驕@　　　’

時間・季節

朝一回、飲む

@　魯；’；・　　　　　雫一」

@　’

食事30分前に飲む

ｧ鴛
朝昼夜3回飲む

@　　　9●@　匙゜．．つ

@　’

就寝前に飲めない

@　’

食間に飲む

ｱ　　　，●

食後30分に飲む

x瞬　　　　●



　　　　　　　　　　　　　　　表2－3

3．教育・会話のための図記号

表示概念別の図記号事例

あなた おじいさん 医者 友連 歎師 警、了

畠

主体
漕 ］

11 i9

@，

ｩ
動物園 遊園地 学校 コンビニ 病院 託児所

場所 闇 　o
潤怐@　　●●
怩W　　　■■

　　　24

|16
噸

おなか 背中 顔 手 髪の毛 折

■

身体の一部
z’‘ 翁　　∂

；　：　こ

ご

竃

洗濯機 電話 靴 コート 玩具 茶碗

●●

道具・物 回 0塁
●　■

@　　9
@　・膨

i子楽 ニュース そして 同じ 新聞 いつ

抽象概念 　一怐＝
●c

覇 ◎

捨てる 撮す 楽る 好き 捜れている 悲しい

麗硯

行為・感情

馴
i ♂　㌔

@　6

i
可敬

出来事・変動
6

爾 雪 台風 購れ 火

自然現象
曲

熱い 馴るい 硬い 高儀 汚い 幼い

性質・状態
3

亀響

◎

数量・程度

どこ 上 下 後ろ 前

場の様子
●

晃 昨日 1：】配日 f舜 夏 秋

時間・季節
．半

り電「腸

女ｫ島
S罰 ，　　　　．

25



　　　　　　　　　　　　　　表2－3

∠L　案内・規制のための図記号

表示概念別の図記号事例

主体

場所

タクシー

@　　　－@TAX　I
ｩ　　　一

スポーツ場 案内所

@　〔i／づ、　＼皇ノ
公聞 救護所 美術館／博物館

身体の一部

道具・物

パス 消火器 エスカレーター 階段

I錘
ケーブルカー

ﾀ　　　　i

電話

@　《　　　91　　　1｝　　　　〕

抽象概念

行為・感情

触るな 撮影禁止 捨てるな

@　の

水泳鍛止

@　●

走るな 鹸かにして

出来事・変動

感電注意

自然現象

性質・状態

水買が飲朋に適する

@　肖

数量・程度

二列に整列する

場の様子

右側に立ちください 左側に立ちください

時間・季節
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（4）案内・規制のための図記号

　案内・規制のための図記号が表している表示概念の種類は「場所」、瞠具・物」、行為・

感情」、「出来事・変動」、「性質・状態」、「数量・程度」、「場の様子」の7つのグループに

分類された。

　以上の表示概念の数量的な分布は下表の通りである（表2－3）。従って、図記号が表し

ている表示概念の種類は「主体」、「場所」、「身体の一部」、「道具・物」、「抽象概念」、「行

為・感情」、「出来事・変動」、「自然現象」、唯質・状態」、「数量・程度」、「場の様子」、「時

間・季節」など12種類の表示概念である。

2．4．3図記号が表している表示概念と画材の関係

（1）「主体」を表す図記号

　「主体」を表す図記号は〈指示・操作〉、〈安全・衛生〉、〈教育・会話〉など3つの機能

分野に見られる。「主体」の表示概念を表す場合、「主体」で「主体」そのものを表す手法、

「道具」で「主体」を表す手法、「身体動作」で「主体」を表す手法など3つの表現手法

が見られる（表2－4）。

表2－4　「主体」を表す図記号

表示概念と画材の関係 例

「主体」で「主体」を表す 図警察 ●w儲

「道具」で「主体」を表す
？操作管理者呼出し 曾メンテナンス呼出し

「身体動作」で「主体」を表す 国私 団あなた

　・「主体」で「主体」を表す手法

和儲〈指示・操作〉」は「人（主体）」で「人（主体）」を表し、⑳「子供の手の

届くところに保管しではいけない〈安全・衛生〉」は「赤ちゃん（道具）」で「赤ちゃん（主

体）」を表し、図「警察〈教育・会話＞j　1？1「警察官（主体）」で「警察（主体）」を表し

ている。これらの例は「主体」の画材で「主体」の表示概念を表していると考えられる。
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　・「道具」で「主体」を表す手法

？「操作管瀦呼出し〈指示・操作〉」は「管瀦（主体）」がよく使う「カギ（道具）」

で「管理者（主体）」を表し、「道具」の画材で「主体」の表示概念を表す図記号であると

考えられる。

　・「身体動作」で「主体」を表す手法

国「私〈教育・会話〉」は「自分を指す（身体動作）」で「私（主体）」を表し・「身体

動作」の画材で「主体」の表示概念を表す図記号であると考えられる。

（2）「場所」を表す図記号

　「場所（施設）」を表す図記号は〈安全・規制〉、〈案内・規制〉などの機能分野に見ら

れる。「場所」を表す場合、「主体」で「場所」を表す手法、「建物」で「場所」を表す手

法、「道具」で「場所」表す手法、「抽象物」で「場所」を表す手法、「行為」で「場所」

を表す手法など5つの表現手法があげられる（表2－5）。

表2－5　「場所」を表す図記号

表現手法 例

「主体」で「場所」を表す
一陣汝性用施設 國動物園

「建物」で「場所」を表す 目体育館
1面縛物館　　’

「道具」で「場所」表す 刷バス乗り場 一F一�oス乗り場

「抽象物」で「場所」を表す 囹郵便局 坐会計施設

「行為」で「場所」を表す
’一一『

u嫁1プール＿－1

團託児所

　・「主体」で「場所」を表す手法

国「動物園〈教育・会話〉」は「獅子（主体）」で「動物園（場所）」を表し遵〕「女

性用施設〈案内・規制〉」は「女性（主体）」で「女性用施設（場所）」を表している。こ

れらの図記号は「主体」の画材で「場所」の表示概念を表していると考えられる。

　・「建物」で「場所」を表す手法
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囹「備館〈教育・会話〉」は「儲館（建物）」で「体育館（場所）」を表し血博

物館〈案内・規制〉」は「（博物館）建物」で「博物館（場所）」を表している。これらの

図記号は「建物」の画材で「場所」の表示概念を表していると考えられる。

　・「道具」で「場所」を表す手法

回「床屋鮪・会話〉」はrはさみとシャンプーの容器（道具）」で「床屋（場所）」

表し・画「バス乗り場〈案内・規制〉」1ま「バス（道具）」で「バス乗り場（場所）俵

している。これらの図記号は「道具」の画材で「場所」の表示概念を表していると考えら

れる。

　・「抽象物」で「場所」を表す手法

囹「郵便局〈教育・会話〉」は鞭マーク（抽象図形）」で「郵便局（場所）」を

示しN（￥￥「会計施設〈案内・規制〉」は「通貨マーク（抽象物）」で「会計（場所）」を表

している。これらの図記号は「抽象物」の画材で「場所」の表示概念を表していると考え

られる。

　・「行為」で「場所」を表す手法

囹「託児所〈教育・会話〉」は「子供をあやす（行為）」で「託児所（場所）」を表

し、i峻「水泳施設〈案内・規制〉」は「水泳をしている人の姿（行為）」で「水泳施設（場

所）」を表している。これらの図記号は「行為」の画材で「場所」の表示概念を表してい

ると考えられる。

（3）「身体の一部」を表す図記号

　　「身体の一部」を表す図記号では、「身体の一部」の表示概念を表す場合、「身体の一部」

で「身体の一部」そのものを表す手法、「身体の全体」で「身体の一部」を表す手法が見

られる（表2－6）。

　　　　　　　　　　　　　表2－6　「身体の一部』を表す図記号

表現手法 例

「身体の一部」で「身体の一部」を表す 足 腕

「身体の全体」で「身体の一部」を表す h　　目 首
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　・「身体の一部」で「身体の一部」を表す手法

團「足〈教育・会話〉」は「足（身体の一部）」で「足（身体の一部）」を表し・「身

体の一部」の画材で「身体の一部」の表示概念を表す図記号であると考えられる。

　・「身体の全体」で「身体の一部」を表す手法

■「目瀦・会話〉」は「顔（身体の全部）」で「目（身体の一部）」を表し・「身

体の全体」の画材で「身体の一部」の表示概念を表す図記号であると考えられる。

（4）「道具・物」を表す図記号

　「道具・物」を表す図記号は〈指示・操作〉、〈教育・会話〉に見られる。「道具・物」

を表す画材は「身体の一部」と「道具・物」などが挙げられる。「道具・物」の表示概念

を表す場合、「道具」で「道具」そのものを表す手法、「道具」の例で「道具」の集合概念

を表す手法が見られる（表2－7）。

　　　　　　　　　　　　　表2－7　「道具・物』を表す図記号

表現手法 例

「道具」で「道具」を表す ⊂コバッテリー 園はさみ

「道具」の例で「道具」の集合概念を表す 園玩具 國昆虫

　・「道具」で「道具」を表す手法

　　［コ「バッテリー〈指示・操作〉」は「バッテリー（道具）」で「バッテリー（道具）」

を表し、園「はさみ〈教育・会話〉」はrlまさみ（道具）」でrはさみ（道具）」を表し

ている。これらの図記号は「道具」の画材で「道具」の表示概念を表していると考えられ

る。

　・「道具」の例で「道具」の集合概念を表す手法

國「玩具〈教育・会話〉」は「玩具の例（道具）」で「玩具（道具）」を表し、「道具」

の例で「道具」の集合概念を表す図記号であると考えられる。

（5）「抽象概念」を表す図記号
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表2－8　「抽象概念」を表す図記号

表現手法 例

「具体物」で「抽象概念」を表す 国ニュース 圏音楽

「抽象物」で「抽象概念」を表す 目同じ
▼　　　圧縮率：：：

　「抽象概念」を表す場合、「具体物」で「抽象概念」を表す手法、「抽象物」で「抽象概

念」を表す手法が見られる（表2－8）。

・「具体物」で「抽象概念」を表す手法

国「ニュース〈教育・会話〉」は「テレビ画面（具体物）」で「ニュース（抽籔念）」

を表し、「具体物」の画材で「抽象概念」の表示概念を表す図記号であると考えられる。

・「抽象物」で「抽象概念」を表す手法

　コ愚．「圧縮率〈指示・操作〉」は「矢印や四角形（抽象物）」で「圧縮率（抽象概念）」

　コ　ロ
を表し、目「同じ〈教育・会話〉」は「文字記号（抽象物）」で「同じ（抽象概念）」を

表している。これらの図記号は「抽象物」の画材で「抽象概念」の表示概念を表している

と考えられる。

（6）「行為・感情」を表す図記号

　「行為・感情」の表示概念を表す場合、「具体物」で「行為・感情」を表す手法、「動作」

で「行為」を表す手法などが挙げられる（表2－9）。

表2－9　「行為・感情」を表す図記号

表現手法 例

「具体物」で「行為・感情」を表す ◎¶　プロテクト 団好き

「動作」で「行為」を表す 圃起きる 硬ト手動

・「具体物」で「行為・感情」を表す手法

回「好き〈教育・会話〉」は「ハート（具体物）」で「好き（感情）」を表し。一・’1「プ

ロテクト〈指示・操作〉」は「鍵（具体物）」で「プロテクト（行為）」を表し合6「留守
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〈指示・操作〉」は「人と家（具体物）」で「留守（行為）」を表している。これらの図記

号は「具体物」の画材で「行為・感情」の表示概念を表していると考えられる。

・「動作」で「行為」を表す手法

蟹「手動〈指示．操作〉」は「手の動き（動作）」で「手動（行為）」を表し、翌「挟

まれ注意〈安全・衛生〉」は「手の動き（動作）」で「挟まれる（行為）」を表し・因「起

きる〈鞘．会話〉」は「起きる（動作）」で「起きる（行為）」を表し、③「走るな／

かけ込み禁止〈案内・規制〉」は「走っている人の姿（動作）」で「走るな／かけ込み（行

為）」を示している。これらの図記号は「動作」の画材で「行為」の表示概念を表してい

ると考えられる。

（7）「出来事・変動」を表す図記号

　「出来事・変動」の表示概念を表す図記号は〈指示・操作〉に最もよく見られる。「出

来事・変動」の表示概念を表す場合、「具体物」で「変動」を表す手法、「具体物と抽象物

の組合せ」で「変動」を表す手法、「状態」で「出来事」を表す手法などが挙げられる（表

2－10）。

　　　　　　　　　　　表2－10　「出来事・変動」を表す図記号

表現手法 例

「具体物」で「変動」を表す ノ皿消去

「具体物と抽象物の組合せ」で「変

@　　　　動」を表す
日拡大 ○〉出力

「状態」で「出来事」を表す 囲故障 曲爆発

　・「具体物」で「変動・出来事」を表す手法

　　　　　　ノ　　例えば、［m　「消去〈指示・操作〉」は「ゴミ箱（具体物）」で「消去（変動）」を表

し、巌」「故障〈指示・操作〉」は「壊れた工具（道具）」で「故障（出来事）」の意味を表

している。これらの図記号は「具体物」の画材で「変動」の表示概念を表していると考え

られる。

　・「具体物と抽象物の組合せ」で「変動」を表す手法
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　　例えば、（）ラ「出力〈指示・操作〉」は「丸と矢印（抽象物）」で「出力（変動）」を

表し、田「拡大〈指示・操作〉」は「紙の形と矢印（具体物と抽象物）」で「拡大（変動）」

を表している。これらの図記号は「具体物と抽象物」の画材で「変動」の表示概念を表し

ていると考えられる。

　・「状態」で「出来事」を表す手法

囲「故障〈安全・衛生〉」は「車が衝突した姿（状態）」で「事故（出来事）」を表

し・曲「醗〈安全・衛生〉」は「醗した姿（状態）」で「醗（出綿）」を表して

いる。これらの図記号は「状態」の画材で「出来事」の表示概念を表していると考えられ

る。

（8）　「自然現象」を表す図記号

　　「自然現象」の表示概念を表す場合、「具体物」で「自然現象」を表す手法、「自然現

象」で「自然現象」を表す手法などが挙げられる（表2－11）。

表2－11　「自然現象」を表す図記号

表現手法 例

「具体物」で「自然現象」を表す 圏晴れ 騨雪

「自然現象」で「自然現象」表す 團火 國雨

　・「具体物」で「自然現象」を表す手法

例えば園「晴れ〈教育・会話〉」は「太陽（具体物）」で「晴れ（自然現象）」を

表し、騨「雪〈鞘・会話〉」は「雪だるま（具体物）」で「雪（自然現象）」を表して

いる。これらの図記号は「具体物」の画材で「自然現象」の表示概念を表していると考え

られる。

　・「自然現象」で「自然現象」を表す手法

固「火〈教育・会話〉」は「炎（自撒）」で「火（自然現象）」を表し樋「雨

〈教育・会話〉」は「雨が降る現象（自然現象）」で「雨（自然現象）」表している。これ

らの図記号は「自然現象」の画材で「自然現象」の表示概念を表していると考えられる。
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（9）　「性質・状態」を表す図記号

　「性質・状態」の表示概念を表す場合、「具体物」で「性質」を表す手法、「人間活動」

表2－12　n性質・状態1を表す図記号

表現手法 例

「具体物」で「性質」を表す 図熱い 調水が飲用できる

「人間活動」で「状態」を表す 開寒い 黙轄な煙

「形状」で「状態」を表す 目大きい →←紙の厚さ（薄い）

で「状態」を表す手法、「形状」で「状態」を表す手法が挙げられる（表2－12）。

　・「具体物」で「性質・状態」を表す手法

　　例えば岳「水が飲用できる〈安全・衛生〉」は「水の入ったコツプと蛇・（具体

物）」で「水が飲用できる纈）」を表し、囲「熱い〈教育・会話〉」は「湯気の出る

容器と温度計（具体物と具体物）」で「熱い（性質）」を表している。これらの図記号は「具

体物」の画材で「性質」の表示概念を表していると考えられる。

　・「人間活動」で「性質・状態」を表す手法

　　歌「轄な煙〈安全・衛生〉」は「煙を吸V＞込んだ人の姿（燗活動）」で「有害な

醗質）」という腰を表し、開「寒い〈教育・会話〉」は「ふるえる姿（燗活動）」

で「寒い（状態）」を表している。これらの図記号は「人間活動」の画材で「状態」の表

示概念を表していると考えられる。

　・「形状」で「性質・状態」を表す手法

■「大きい〈教育・会話〉」は「大きし》丸と小さい丸（形状）」で「大きい（状態）」

を表し・÷「紙の厚さ（厚い）〈指示・操作〉」・柴一「紙の厚さ（薄い）〈指示・操作〉」

は「厚い紙と薄い紙（形状）」で「厚さ（性質）」を表している。これらの図記号は「形状」

の画材で「状態」の表示概念を表していると考えられる。
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（10）　「数量・程度」を表す図記号

　「数量・程度」の表示概念を表す場合、「抽象物」で「数量」概念を表す手法、「抽象物」

　　　　　　　　　　　　表2－13　「数量・程度」を表す図記号

表現手法 例

「抽象物」で「数量」概念を表す 田片面原稿 固両面原稿

「抽象物」の対比で「程度」を表す 翻超高精細画質 田標準画質

の対比で「程度」を表す手法が挙げられる（表2－13）。

　・「抽象物」で「数量」概念を表す手法

囹「片面原稿〈指示・操作〉」は「紙に言己した数字（抽象物）」で「片面（数量）」を

表し、「抽象物」の画材で「数量」の表示概念を表す図記号であると考えられる。

　・「抽象物」の対比で「程度」を表す

　　田「鮮画質〈指示・操作〉」・騒「超高＊青細画質〈指示・操作〉」は「割り込み

線（抽象物）の対比」で「画質の違い（程度）」を表し、①「澱〈指示・操作〉」｝ま「白

と黒（抽象物）の対比」で「濃度の違い（程度）」を表している。これらの図記号は「抽

象物」の画材の対比で「程度」の表示概念を表していると考えられる。

（11）　「場の様子」を表す図記号

　「場の様子」の表示概念を表す場合、「具体物」で「場の様子」を表す手法、「動き」で

「場の様子」を表す手法、「抽象物」で「場の様子」を表す手法が挙げられる（表2－14）。

表2－14　「場の様子」を表す図記号

表現手法 例

「具体物」で「場の様子」を表す 自表騰 凶裏原稿

「動き」で「場の様子」を表す
区力は上からかかる 鵬力は横からかかる

「抽象物」で「場の様子」を表す 囹上 ノ前後移動
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　・「具体物」で「場の様子」を表す手法

「場の様子」の表示鵬を表す場合、例え｝at　g「表原稿〈指示・操作〉」・凹「裏

原稿〈指示・操作〉」は「紙の外観（具体物）」で「表と裏（場の様子）」を表し、〔≧「外

線〈指示・操作〉」は「家の外（具体物）」で「外線（場の様子）」を表している。これら

の図記号は「具体物」の画材で「場の様子」の表示概念を表していると考えられる。

　・「動き」で「場の様子」を表す手法

　　衆「力は上からかかる〈安全・衛生〉」は「人の姿／重し／矢印（動き）」で「力は

上からかかる（場の様子）」を表し、「動き」の画材で「場の様子」の表示概念を表す図記

号であると考えられる。

　・「抽象物」で「場の様子」を表す手法

　　ノ「前後移動〈指示・操作〉」、囹「上〈教育・会話〉」は「矢印の向き（抽象物）」

で「上（場の様子）」を表し、「抽象物」の画材で「場の様子」の表示概念を表す図記号で

あると考えられる。

（12）「時間・季節」を表す図記号

　「時間・季節」の表示概念を表す場合、自然に関する具体物で時間・季節を表す手法が

よく見られる（表2－15）。

　　　　　　　　　　　　表2－15　塒間・季節」を表す図記号

表現手法 例

「自然物」で「季節」を表す 囲春 團秋
「自然現象」で「時間」を表す 囲朝一回飲む 囮今日

　・「自然物」で「時間・季節」を表す手法

囲「春瀦・会話〉」は「木に咲く花（自然物）」で「春（季節）」を表し、囮秋

〈教育・会話〉」は「木に落ちる葉（自然物）」で「秋（季節）」を表し、圃「ew一回飲

む〈安全・衛生〉」は旧の出（自然物）」で「朝（時間）」を表し・囮「今日〈教育・

会話〉」は「太陽（自然物）で「今日（時間）」を表している。これらの図記号は「自然物」
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の画材で「季節」の表示概念を表していると考えられる。

2．5まとめ

　本章では、図記号の使用目的を指示・操作、安全・衛生、教育・会話、案内・誘導など

4つの項目に区分した。それらの使用目的区分を基に1009種類のサンプルを収集した。

各サンプルに対し、図記号が表している表示概念と表示概念に応じた画材についての分析

から、図記号が表している表示概念の種類を整理し、図記号が表している表示概念と画材

の関係を見出した。

（1）図記号が表している表示概念の種類

　図記号が表している表示概念の種類は「主体」、「場所」、「身体の一部」、「道具・物」、「抽

象概念」、「行為・感情」、「出来事・変動」、「自然現象」、「性質・状態」、「数量・程度」、「場

の様子」、「時間・季節」など12種類の表示概念である。

（2）図記号が表している共通の表示概念と画材の関係

　上述した図記号における表示概念と画材の関係を概観することによって、以下の共通の

表示概念と画材の関係をまとめた。

　　　　　　　　　　　表2－16図記号における共通の表現手法

共通の表示概念と画材の関係 例

表示概念と画材の意味が一致する図記号 図警察目体育館

表示概念と画材の関係が部分と全体の関係になっ

@　　　　　　　ている図記号
鄙　國玩具

表示概念と画材の意味が異なり、両者の間を何ら

@　　かの関係で結びついている図記号
回床屋　φ女子施設

抽象的な画材で表示概念を表している図記号

一》会計　各高音調節，）

・表示概念と画材の意味が一致する図記号

　「主体」、「場所」、「具体物」などの表示概念を表すとき、具体物の画材でその具体概念
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を表す手法がよく用いられる．例えば図「警察」は「主体」の画材で「主体」の表示

概念を表し、囹「儲館」は「場所の建物」の画材で「場所」の表示概念を表し・園ま

さみ」は「具体物」の画材で「具体物」の表示概念を表している。

・表示概念と画材の関係が部分と全体の関係になっている図記号

　「身体の一部」や「具体物」などの表示概念を表すとき、この表現手法がよく用いられ

る．例えば■「目」は顔全体を表しなカSら・白黒対比で目の部分を強調し・國「玩

具」は数種類の玩具で玩具という集合概念を表している。これらの図記号では、表示概念

と画材の関係が部分と全体の関係になっていると考えられる。

・表示概念と画材の意味が異なり、両者の間に何らかの関係で結びついている図記号

　「主体」や「場所」、「出来事・変動」、「性質・状態」などの表示概念を表すとき、この

表現手法がよく用いられる．例えば、？「操作龍者呼出し」は「具体物」の画材で

　　　　　　　　　　　　　　　　　e「主体」の表示概念を表している。　撃　「女性用施設」は「主体」の画材で「場所」の表

示概念を表している．回「床屋」は「具体物」の画材で「場所」の表示概念を表してい

る．囹「託児所」は「人間活動」の画材で「場所」の表示概念を表している・また・壁「水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノが飲用できる」は「具体物」の画材で「性質」の表示概念を表している。皿　「消去」は

「具体物」の画材で「変動」の表示概念を表している。これらの図記号では、表示概念と

画材の意味が異なるが、表示概念と画材の問に何らかの関係で結びついていると考えられ

る。

・抽象的な画材で表示概念を表している図記号

囹「郵便局」は「抽象物」の画材で「場所」の表示概念を表している．＆「高音調

節」とり：「低舗節」は「抽象物」で「程度」の表示概念を表している．これらの図記

号は、抽象的な画材で表示概念を表していると考えられる。

　以上のように、表示概念と画材の関係を整理すれば、効果的な図記号デザインの条件が

導き出せると想定される。
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　　　　　　第3章

図記号における画材選択法の分類



3．1　本論の背景と目的

　第2章に行った、図記号の表示概念と画材の関係に関する調査結果から、異なる分野に

おいて、図記号の表示概念と画材との問に、共通な関係があり、それらの関係に基づく制

作方法が存在していることが示唆された。

　楠見［注1］と清水［注2］は図記号の生成と理解を支えるのが比喩であり、比喩に基

づく表示概念と画材との関係の詳細が分かれば、様々なレベルでの図記号の分類や、分類

による分かりやすさの違いを見出すことが期待されると述べた。図記号の表示概念と画材

との関係は記号論や比喩によってどう解釈・分類するのか、それらの関係は図記号の分か

りやすさにどう影響するのかについて検討する必要があると考えられる。

　既往研究では、分かりやすい図記号を作るために、各種の規格やガイドラインは図記号

の制作のための基準と分類を規定している。図記号の分類では、使用分野、機能、作り方

等様々な視点が挙げられる。例えば、使用分野による分類では、公共案内用、安全用、コ

ミュニケーション用、表示・操作用などに分類され［注3］、機能による分類では、識別、

緩和、教示、命令、警告、指示などに分類されている［注4］。具体的な制作に関して、画

材の形状、色彩、枠の形状と色彩などが規定されている。例えば、画材の形状について、

縦横の比率、対称性、方向性、線の太さ、大きさなどが規定されている［注5］。枠におい

て、円と内部の斜線は規制・禁止に、三角形は注意に、四角形は案内に用いるなど独自の

規則を持っている。これらの分類によって、図記号の使用環境や目的、視覚効果の配慮は

明確になっているが、図記号の表示概念に応じて、画材の選択やデザインの選定について

あまり言及されていない。分かりやすい図記号を制作するために、表示概念と画材との関

係を明らかにすることや、それらの関係を記号論と比喩によって解釈することが必要であ

る。

　本章では、記号論と比喩の視点から、表示概念と画材との関係に着目し、図記号の記号

化過程を分析することによって、図記号における画材選択法の分類を試みることを目的と

する。これらの分類を基にした調査実験により、多くの人に誤りなく分かりやすい図記号

デザインの条件を導き出せると考えるe
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3．2　記号論から見た図記号の画材選択法

3．2．1　表示概念と画材

　ソシュールによれば、記号とは、なにかを意味しているものをいう［注6］。ソシュール

は記号が記号内容（sigrlifie）と記号表現（signifiant）との連合から生じる全体であると

説明した（図3－1）。記号内容とは、その形が表現する概念である。記号表現とは、記号が

とる形である。例えば、　「Open」という言葉は（店の戸口で、それを見た入によって意味

が与えられたとき）、次のような構成の記号である：

　記号内容：店は営業中である

　記号表現：「Open」　という言葉

記　　号

↓ ↑

図3－1記号の記号内容と記号表現

　記号内容は記号が表す概念であり、記号を受け取った人また記号を発信する人にとって

の意味となる。記号表現は我々の五感、特に視覚と聴覚で感じられるものや心の中で思い

浮かべる具体的な表現であり、何らかの形態を持っている。記号内容と記号表現は紙の表

と裏のように切り離せない関係にあり、記号内容のない記号表現はなく．記号表現のない

記号内容は存在しないe

　図記号も言葉と同様に、記号内容と記号表現によって構成されている。図記号の記号内

容は、図記号によって伝えようとする意味又は内容であり、図記号分野で「表示概念」と

呼ばれている。図記号の記号表現は、図記号そのものであり、図記号に用いる要素及びそ

の醐方法で、「画材」と呼ばれている．例えば［謝（図3－2）　｝a・次のよう｝こ構成され

ている。

　表示概念：食事を提供する場所

　画材：フォークとナイフの形
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1？L

図3－2記号の記号内容と記号表現

　この図記号がデパートの案内掲示板に描かれているのを見れば、ここは食事を提供する

場所であると思う。これが、記号内容であり、画材として用いた「フォーク」や「ナイフ」

そのものを示しているわけではない。

3．2．2　図記号の分類

　パースによれば、記号は記号内容と記号表現の関係によって、類像／類像的、指標／指

標的、象徴／象徴的の三つの様態に分けられる［注7］。対象とある性質において何らかの

点で似ているのが類似記号、記号が対象と事実的に連結しその対象から影響を受けるのが

指標記号、対象と直接的な関係がなく慣例によって結び付けられるのが象徴記号である。

　類像／類像的（lcon／iconic）の記号表現は、記号内容に似ているか、意味されているも

のを模倣しており、　（認識できる表情、音、感覚、味、それのような匂い）そのものが持

つある性質を同じように保持していると認められる。例えば、肖像画、風刺画、縮尺モデ

ル、擬声、隠喩、（情景・物語などを描写する）標題音楽の‘現実感のある’音、ラジオドラマ

における効果音、吹き替え映画の台詞、物真似等はアイコンである。

　指標／指標的　（lndex／indexiaDの記号表現は、恣意的でなく、ある方法（物理的かま

たは因果関係で）で記号内容と直接的に結ばれている。例えば、雨に対する暗雲、火事に

対する煙等は、記号表現から、記号内容は示唆され推定可能である。また、自然記号（足

跡、エコー、非人造的な匂いと味）、医学的な徴候（痛み、発疹、脈拍）、測定機器（風

見鶏、温度計、時計、アルコール水準器）、信号（ドアのノック、電話のベルの音）、指示器

（人差し指、方向を指示する道標）、記録写真、映画、ビデオまたはテレビの場面、録音

された音声）、個人的‘商標（トレードマーク）（筆跡、標語）、そして指示語（あの、この、

ここ、あそこ）などはインデックスである。
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　象徴／象徴的（Symbol／symbolic）の記号表現は、記号内容に似ていず、原則的に恣意

的であり、純粋に慣習的でありその関係は学習されなければならない。例えば、一・般的な

単語や数（加えて特殊言語、アルファベット文字、句読点、言葉、句、文）、モールス信

号、交通信号、国旗等はシンボルである。

　記号における記号内容と記号表現の関係を考察するとき、文脈に留意することは必要不

可欠な視点である。Hawksによれば、記号の三つの様態は、必然的にそれらの一つが、他

のものに対して優位を保つという階層的形式で共存する。そして、その優位性は文脈によ

って決定される。記号が象徴的であるか、類像的であるか、指標的であるのかは、主に記

号が使用される方法に依存する。同じ記号表現が、ある文脈では類像的に使われ、異なる

文脈では象徴的に使われるかもしれない、例えば、ある女性の写真は、　‘女の人’という

広い分野を代表するかも知れないし、撮影された特定の女性を表現したものかもしれない。

記号は、ある特定の文脈での使用者の目的を考えないと、三つの様態の言葉で分類できな

い。その結果、記号はある人にとっては象徴的、別の人にとっては類像的、第三の入物に

とっては指標的に扱われるかも知れない［注8］。

　従って、図記号は使用される方法によって、象徴的であるか、類像的であるか、指標的

であるか、が決められる．例えば画が「ノY’XJそのものを示す鵬それは類像白勺記

号として作用している。一方「バス停」を示す場合、バスという具体的な乗り物で、　「バ

ス停」という場所の概念を表しているから、画材が記号内容と物理的に結ばれる指標的図

記号として作用している。

　しかし図記号は、多くの場合使用上の状況を予め想定して作られているので、文脈はあ

る程度特定されていると考えることができる。従って図記号は記号一般と同様に、記号内

容と記号表現の関わり方から、類像的図記号、指標的図記号、象徴的図記号の3種に分類

できるのであるe

　この分類を、作図時の画材の選択方法の違いに従って言換えると、伝えたい概念を模写

した画材によって表そうとする図記号（模写で表す図記号）、伝えたい概念を示唆するも

のに置き換えた画材によって表そうとする図記号（比喩で表す図記号）、伝えたい概念を

象徴的な画材によって表そうとする図記号（象徴化で表す図記号）の3種に分類できる（表
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3－1）。

（1）模写で表す図記号

模写で表す図記号は、アイコンである．例えば上述した圃では、「バス1という表

示概念はバスを模写した画材で表現され、図記号の表示概念と画材の意味は一致している。

－－團では・「風呂搬」とい猿示㈱ま浴槽につかる人で表現され、用具とその使用状

況で施設の機能が充分に再現され、模写の画材選択法を使っていると思われる。これらの

図記号は指し示すものがそのまま模写されていたり、具体的な使用状況がそのまま再現さ

れたりしていて、表示概念の性質が図上にそのまま保持されている。故に、これらの図記

号は表示概念と画材との関係が類像的であり、模写という画材選択法で表されていると考

えられるe

（2）比喩で表す図記号

比喩で表す図記号｝よインデックスである・例えば［恥「ナイフとフォーク」と

いう道具で「ナイフとフォークを使うところ」を意味させ、　「食事を提供する施設」とい

う表示概念を示唆している。このような図記号では、表示概念は模写されていないが、表

示概念に関係があるほかのものによって表現されている。このプロセスは指標であり、表

示概念を連想しやすいほかのものに置換していると考えられる。

　こうした図記号の画材選択法はさらに分析的に考察する必要があるので、その詳細は項

を改めて記述する。

（3）象徴化で表す図記号

象徴化で表す図記号はシンボルである。例えば⑦でぽ「案内と相談施設」でla．

場所という表示概念は疑問符の文字記号で表現され、表示概念と画材との関係は恣意的で、

慣例として結びっいている．◎で｝よ「騨場」という表示鵬はアルファベットの大

文字“P”で表現されている。これらの図記号では、表示概念と画材との関係は恣意的であ

り、学習しなければ理解できず、本来かかわりのない二つのものを記号的に関連づけたも

のであるから、象徴的な関係に基づいていると考えられる。
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またrO」や「△」における・「赤色の撒の円と内部の斜線」による「禁止」や・

「黄色地に黒の帯状の三角形」による「注意」を表す図記号などは、そうした図形をルー

ルとして恣意的に定めたものであるから、象徴的図記号である。

　従って本稿で禁止記号や注意記号の表示概念と画材との関係を考察するとき、その「禁

止」や「注意」を表す部分を除外した記号内容について言及することとしている。

3．2．3　比喩による表現の置換

　上述した比喩で表す図記号は、表示概念を直接的に表すのではなく、表示概念が連想で

きるような画材に置き換えて、例えのように表す。このような記号化過程は言語学の分野

では意味の拡張と見られている。「意味の拡張」とは語の元来の意味をそれに似た他のも

のに比喩的に用いることである。それは大きく分けて、隠喩（メタファー）、提喩（シネ

クドキ）、換喩（メトニミー）という三つの修辞法に分類されている［注9］。これらの言

語上の修辞法に基づいて、画材の置換で表す図記号の表示概念と画材との関係を以下に分

析する。

（1）隠喩（類似する事物への置換）で表す図記号

　隠喩とは、類似性に基づくもので、ある抽象的で分かりにくい対象を、別の具体的で分

かりやすい身近なものに置き換えて表す方法である（図3－3）。類似性の種類は、対象の属

性（性質）の類似性に着目するもの「特性類似」、対象の動き（作用）の類似性に着目す

るもの「機能類似」、見た目の形状の類似性に着目するもの「形態類似」に分かれている。

一般的に使われる表現において、例えば、　「男は狼だ」は、　「狼」の「荒々しい」性質が

問題になっているので、特性類似と特定できる。　「顔が広い」も空間の広さという特性と

意味される記号

　類似関係

発信される記号

図3－3隠喩の記号化過程
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の類似点に着目している。　「夢を捨てる」は「ゴミなど不要なものを捨てる」という行為

が持つ機能との類似性に着目している。　「メロンパン」は見た目の形状の類似性（丸くで

網目の凹凸がついている）から、「メロン」に見立てているので形態類似である（例1）。

　例1：「特性類似」

　　　　　　a．男は狼だ［→荒々しい性質］

　　　　　　b．顔が広い［→空間の広さ］

　　　　「機能類似」

　　　　　　c．夢を捨てる［→ゴミなど不要なものを捨てるという行為が持つ機能］

　　　　　　d．愛が冷める［→愛を温度のあるものとして見立てた上で、その温度が下が

　　　　　　　る動き］

　　　　　「形状類似」

　　　　　　e．メロンパン［→見た目の形状］

　　　　　　f，人形焼き［→見た目の形状］

　従って、隠喩で表す図記号は、ある表示概念を、それと類似するものごとの画材に置き

換えて表す図記号であると整理できる。その記号化過程について言及すれば、　「類似する

事物への置換」である。例えば　　C－「システム外と通話」は「空間の内外」という特

性の類似性に基づき、具体物である部屋の内外から抽象概念であるシステムの内外を表し

ている。◎¶「画像をプロテクトする」という図記号は、鍵という画材で中身を保護する

というという行為が持つ機能を暗示し、機能の類似性に基づいて表している．⑧「二列

に整列する」は見た目の形状の類似性に基づき、二列に並んだ人の形から抽象概念である

　「二列に整列する」を表している（例2）。

　例2：「特性類似」

　　　　　　a．C一システム外と通話［→空間の内外］

　　　　　　b．，『i飲料水［→飲用に適する特性］

　　　　　「機能類似」

　　　　　　C．0¶画像をプロテクトする［→中身を保護するという行為が持つ機能］

　　　　　　己面消去モード［一ゴミなど不要なものを捨てるという行為が持つ機能］
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「形状類似」

e．
?��ﾉ糊する［一二列に並んだ人の姿］

f．　e左側にお立ちください［一左に立っている人の姿］

（2）提喩（カテゴリー順序の置換）で表す図記号

　提喩とは、部分と全体、種と類などの関係に基づく比喩である［注9］。それらの関係は、

含む、含まれるというカテゴリーの上下関係である（図3－4）。

意味される記号

意味される記号

全部部分関係

部分全体関係

発信される記号

発信される記号

図3－4提喩の記号化過程

　部分と全体の関係は、提喩を特徴づける基本的な関係である。この関係による提喩のな

かにも、慣用化した表現と文脈によって創造的にかわれる表現が見られる。例えば、　「車」

で「乗り物」、　「刃」で「刀」、　「青い目」で「外人」などを表す表現は、部分と全体の

関係に基づく慣用化された提喩の一種とみなされる（例3）。

　例3：a．車［→乗り物］

　　　　b．刃［→刀］

　　　　c．青い目［→外人］

　　　　d．白髪［→老人］

　　　　e．碧眼［→西洋人］
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　類と種の関係も、提喩を特徴づける基本的な関係である。例えば、　「花見に行く」で「桜

見物に行く」、　「アルコール」で「お酒」を意味する。この場合には、より一般的で包括

的な表現（花、アルコール）が、それぞれその特殊例（桜、お酒）を表現している。　「小

町」で「美人」、　「パン」で「食べ物」を意味する場合、より一般的な種から類への置き

換えと言える（例4）。意味的には、集合の大小の関係から見て、類のほうは上位概念で

あり、種のほうはこの類に対し下位概念の関係にある。従って、意味的にはこれらの両者

は包含関係にある。すなわち、一方が他方に含まれる関係にある。この場合、どちらがど

ちらに含まれるかは、問題の種と類にあたる表現の意味を、外延の関係として捉えるか、

内包の関係として捉えるかによって逆になる。

　例4：a．花［→桜］

　　　　b．アルコール［→お酒］

　　　　c．小町［→美人］

　　　　d．パン［→食べ物］

　　　　e．ときわ木［→松］

　従って提喩で表す図記号は、ある表示概念を、それとカテゴリー順序を置き換えた画材

で表す図記号であると整理できる。またその記号化過程は「カテゴリー順序の置換」とい

うことができる．例えば融「送風機」は送風機の部分で送風機全体の意味を表してい

る。　「目」では、目と顔は一部と全体の関係であり、表示概念と画材の関係は部分と全体

の関係である（例5）。

例5：a．［送風機の部分一］送風機＄

　　　　b．［顔一］目■

　　　　c．［体一］背中囮

また・園「玩具」は雛類のおもちゃで玩具という搬概念を表し・表示概念と画材

の関係は種と類の関係である．⑭「ペット持ち込み禁止」という図記肘「禁止」

概念についての表現への言及は除外すると、犬という同じカテゴリーの下位にある画材で、

ペットという上位概念を表している（例6）。

例6：a．［数種類のおもちや一］玩具園
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b．［犬一］ペット⑭

C．［雛類の昆虫一］昆虫國

（3）換喩（近接する事物への置換）で表す図記号

換喩とは、二つのものごとの近接性に基づく比喩である（図3－5）。換喩の基本的な機能

意味される記号

　近接関係

発信される記号

図3－5換喩の記号化過程

は、あるものをそれに関係した別のものによって表していく点にある。それには空間的な

近接性、共存性や時間的な前後関係などいろいろなパターンがある。換喩の典型例では、

次のようなものが挙げられる［注9］。

「主体一手段」　「主題一場所」　「行動一行動全体」　「容器一中身」　「主一従」等

　日常言語の制約に基づく換喩表現の典型例では（例7）、例えば、aの「ペンはつるぎよ

りも強し」の「ペン」は「文筆活動」を意味し、　「つるぎ」は「武器を使って戦うこと」

を意味する。すなわち道具によって主体の行動を表している；cの「ハリウッド」は「映画」

を意味し、場所で主題を表す；dの「歌いにいく」は、「歌い」すなわち「歌うこと」で「歌

うことをする場所」を意味し、前例とは逆に、主題で場所を表している；eの「ハンドルを

握る」は「車を運転する」を意味し、ある行動でそれに付随して行われる行動全体を表し

ている；gの「鍋を煮える」は鍋のなかの食べ物が煮えることを意味し、容器で中身を表し

ている；iの「赤帽」はその主体となる駅の荷物の運び屋を意味し、主体の付属物で主体を

表している。

　例7：「主体一手段」

　　　　　　a．ペンはつるぎよりも強し［→文筆活動は武器よりも強し］
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　　　　　b．白バイ［→警察］

　　　　「主題一場所」

　　　　　c．ハリウッド［→映画］

　　　　　d．歌いにいく［→歌うことをする場所にいく］

　　　　「行動一行動全体」

　　　　　e．ハンドルを握る［→車を運転する］

　　　　　f．マイクを握る［→歌を歌う］

　　　　「容器一中身」

　　　　　g．鍋が煮える［→鍋の中身が煮える］

　　　　　　h．一升瓶を飲みはす［→一升瓶に入っているお酒を飲みほす］

　　　　「主一従」

　　　　　　i．赤帽［→駅の荷物の運び屋］

　　　　　j．黒帯［→柔道の有段者］

従って換喩で表す図記号は、ある表示概念を、それに近接しているものごとの画材に置

き換えて表す図記号であると整理できる。またその記号化過程は「近接する事物への置換」

である（例8）．例えば⑪aの「飲食禁止］　・z［s・｝a・「飲み物とハンバーガー」で「食

べる・飲む」を意味している。すなわち「ペン」が「文筆活動」を換喩していたように、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ある「具体物」の画材で、　「行為」概念の意味を伝えようとしている。｝・Slcの「プール

／海水浴場」では、　「泳ぐ姿」の画材で「水泳が行われる場所」を意味している。すなわ

ち「歌うこと」が「歌うことをする場所」を換喩していたように、「行為」の画材で、「場

所」の概念の意味を伝えようとしている・⑯eの「走るな／駆け込み禁止」では・「走

っている」画材で、「走ったり、（電車などに）駆け込んだりする行為」を意味している。

すなわち「ハンドルを握る」が「車を運転する行為全体」を換喩していたように、特定の

「行為」の画楓同様な「行為」全般の概念の意味を伝えようとしている．印dの「燃

料」では、　「ガソリンスタント」の画材で、　「ガソリンスタントのなかにある燃料」を意

味している。すなわち「鍋を煮える」が「鍋の中身が煮える」を換喩していたように、「容

器」の画材で、「中身」の鵬の意味を伝えようとしている．湖iの「理容・美容室」で
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は、　「くしとはさみ」の画材で、　「くしとはさみが付属している理容・美容室」を意味し

ている。すなわち「赤帽」が「駅の荷物の運び屋」を換喩していたように、　「付属物」の

画材で、　「主体」の概念の意味を伝えようとしている。

　例8：「主体一手段」

　　　　　　a．［飲み物とハンバーガー］鹸（禁止）⑪

　　　　　　b．［キャンプー］キャンプ行為（禁止）◎

「主題一場所」

C．［泳ぐ姿一］プール／海水醐阿

d．　［くずを入れる姿一］くず入れ卵

　　　　「行動一行動全体」

　　　　　e．　［走っている一］走るな／駆け込み（禁止）④

　　　　　　f，［荷物を運んでいる一］塑籔輻

　　　　「容器一中身」

　　　　　　9．　［ガソリンスタントー］燃料恥

　　　　　　h．［注油容器→］エンジンオイルW‘

　　　　f主一従j

　　　　　　i，　［くしとはさみ一］理容・美容室卿

　　　　　j，［ハンガーとカバンー］ク・一ク圃

　これまで見てきたように、近接する事物への置換で表す図記号には、伝えようとする概

念と置換する画材の近接関係に、バリエーションが存在するようである。この近接関係の

全体像を明らかにするために、さらに数多くの事例を分析してみる必要がある。

3．3　案内用図記号の画材選択法の分類

　記号論及び比喩の理論に従えば、図記号全般における画材選択法は、模写で表す図記号、

比喩で表す図記号、象徴化で表す図記号の3種に大別され、そのうち、比喩で表す図記号

には、隠喩（類似する事物への置換〉で表す図記号、提喩（カテゴリー順序の置換）で表

す図記号、換喩（近接する事物への置換）で表す図記号の別がある。
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図記号における表示概念と画材の適切な関係を探るために、以下では考察対象を案内用

図記号に絞って、分析を進めることとする

分類方法3．3．1．

ここでは公共案内用図記号［注10］について、115点対象に、その表示概念、表示概念

の意味属性、画材の意味素、画材の意味属性を分析し、表示概念と画材の関係が共通する

ものを同じ類として整理する。

名詞

抽象具体

抽象的関係

事

紬象物具体物

堀所主体

時間

場
数量形状状態性質関連類・系存在

自然現隷

事象

人聞活動

抽象物（行為〕抽象物（精神〕

無生物

生物自然地域施設組織

人

行為精神

人ヱ物自然物準人間

入間

図3－6意味体系

表示概念：〔3．1］に述べたように、図記号によって伝えようとする意味又は内容である。
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例えばYlの表示概念は「洋食・和欝を含む餌を提供する施設」である・

　表示概念の意味属性：意味属性とは、名詞句の性格を示すものである。本論では、意味

属性の体系を『日本語語彙大系』に従っている［注11］。日本語語彙の体系では、具体と

抽象という2つの意味属性から、主体や場所、具体物、抽象物、事、抽象的関係という6

つの下位属性を設けて、さらに6つの意味属性の下に、種々の下位属性を設けている（図3－

6）。総じてこの体系では、最大12段の構造を構成して、約40万語の名詞を包含している。

表示概念の意嘱性は、表示概念の名詞句嘱性をM・r．例えば圃という図記号の表

示概念は「食事を提供する施設」であり、具体的な建物等を示すことではなく、施設が持

っている機能を表している。従って、表示概念の意味属性は具体概念の「場所」であり、

下位属性は「施設」である。

　画材の意味素：画材の意味素とは、画材の構成要素が持っている最小単位の意味成分の

ことである．例えばil1φ画材の意味素は・「フォーク」と「ナイフ」である・

画材の意味属性：画材の意味融よ画材の意味素嘱性を示鯛えば［聾「餌

を提供する施設」のフォークとナイフの意味属性は「具体物」で、その下位意味属性は「人

工物」である・塗1の画材の意味素は「泳し》でいる人」であるが・具体的な人でなく泳ぐ

という行動を表しているので、この画材の意味属性は抽象概念の「事」であり、下位属性

は「行為」である。

3．3．2　分析結果

（1）模写で表した図記号

　表3－2のように、案内用図記号において、模写で表した図記号では、表示概念の意味属性

には「具体物」又は「場所」であり、それらの画材の意味属性は「具体物」又は「場所」

などであった．例えば囮「消火器」は「消火器」という「具体物」の画材で「消火器」

の意味を表している。　噌MI「神社」は「神社」という「場所」の画材で「神社」の意味を
　　　　　　　　　　三
表している。

（2）類似する事物への置換で表した図記号

　表3－3のように、案内用図記号において、類似する事物への置換で表した図記号では、
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表3－2模写で表した図記号

図記号 表示概念 表示概念の意味属性 画材の意味素 画材の意味属性

囮消火器

t亜泊転車
面ドバス
tt’e

l・曲i船
し　　　　1

　　　ケーブルカー財
匪『1エスカレーター

睡
　　｝

＿〕

亘

imi
「7－＝＝二

i＿

ltAL－『

頁
　　L9一

ll睡話通信設備

愚。

園
t貝

国

圃エレベーター

t血

　　　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　　　　　具体物（人工物）

階段がある場所　　　具体物（人工物）

風呂　　　　　　　　具体物（人工物）

神社等　　　　　　　　場所（施設）

　　　　　　　　　　具体物（人工物）

飛行機　　　　　　　具体物（人工物）

ヘリコプター　　　　具体物（人工物）

電車、地下鉄等　　　具体物（人工物）

ロープウェイ　　　　具体物（人工物）

　　　　　　　　　　具体物（人工物）

要管響利用できる具体物（人工物）

博物館、美術館　　　　場所（施設）

　　　　　消火器　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　自転車　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　バス　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　船　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　ケーブルカー　　　　1具体物（人工物）

　　　エスカレーター　　　　具体物（人工物）

エスカレーターに乗っている人　　主体（人間）

　　　　　　階段　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　人　　　　　　　　主体（人間）

　　　　　　風呂　　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　人　　　　　　　　主体（人間）

　　　対象となる建造物　　　　　場所（施設）

　　　　　受話器　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　飛行機　　　　　　具体物（人工物）

　　　　ヘリコプター　　　　　具体物（人工物）

　　　電車、地下鉄等　　　　具体物（人工物）

　　　　ロープウェイ　　　　　具体物（人工物）

　　　　エレベーター　　　　　具体物（人工物）

エレベーターに乗っている人　　主体（人間）

　　　　　スロープ　　　　　　具体物（人工物）

　　　　　　車椅子　　　　　　　主体（人間）

　　　対象となる建造物　　　　　場所（施設）
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表3－3類似する事物への置換で表した図記号

図記号 表示概念 表示概念の意味属性 画材の意味素 画材の意味属性

事（行為）

⑭ 左側にお立ちください 抽象的関係（場）
歩行装置上で左に寄っ

@　　　た人 抽象的関係（場）

事（行為）

⑩ 右側にお立ちください 抽象的関係（場） 歩行装置上で右に寄っ

@　　　た人 抽象的関係（場）

蛇口 具体物（人工物）
『 水質が飲用に適する 抽象的関係（性質）

水の入れたコップ 具体物（人工物）

事（行為）

⑳ 二列に整列する 抽象的関係（数量） 二列に並んだ人
抽象的関係（数量）

表3－4カテゴリー順序の置換で表した図記号

図記号 表示概念 表示概念の意味属性 画材の意味素 画材の意味属性

ボックス 具体物（人工物）

レ回． 荷物一時保管するために鍵付きの

鴻bカー
具体物 カバン 具体物（人工物）

鍵 具体物（人工物）

⑭ ペットの持ち込み（を禁止する） 具体物 犬 具体物（生物）

表示概念の意味属性には「抽象的関係（場）」や「抽象的関係（数量）」、　「抽象的関係

（性質）」があり、それらの画材の意味属性は「抽象的関係（場）」や「抽象的関係（数

量）」、「抽象的関係噸）」などであった・例えば㊥「二列に整列する」は二列

に並んだ人の形から抽籔念である「二i」iJに整列する」を表している．　srdii「水質が飲用

に適する」は水に入ったコップで「飲用に適する」という水の性質を表している。なお、

前述したように、類似性に基づく図記号は特性類似、機能類似、形態類似という3種類が

あるが、今回調査された図記号は特性類似と形態類似という2種類だけが見られた。特性

類似に基づく図記号は「水質が飲用に適する」であり、形態類似に基づく図記号は「左側

にお立ちください」、　「右側にお立ちください」、　「二列に整列する」である。

（3）カテゴリー順序の置換で表した図記号
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　表3－4のように、案内用図記号において、カテゴリー順序の置換で表した図記号では、表

示概念の意味属性には「具体物」であり、それらの画材の意味属性は「具体物」などであ

った．例えば⑭「ペット持ち込み禁止」｝よ「禁止」鵬についての表現への言及は

除外すると、犬という同じカテゴリーの下位にある画材で、ペットという上位概念を表し

ている。

（4）近接する事物への置換で表した図記号

　案内用図記号において、近接する事物への置換で表す図記号は、5つの分類が見られた。

それらは、行為の一般概念を特定の行為の画材に置換して表した図記号、特定の行為の概

念を具体物の画材に置換して表した図記号、場所の概念を行為の画材に置換して表した図

記号、場所の概念を主体の画材に置換して表した図記号、場所の概念を具体物の画材に置

換して表した図記号の5つである。

1）「行為」の一般概念を特定の「行為」画材に置換して表した図記号

　表3－5のように、案内用図記号において、行為の一般概念を特定の行為の画材に置換して

表した図記号では、表示概念の意味属性は「事（行為）」であり、それらの画材の意味属

性も「事（行為）」であった。これらの図記号は、ある行為の様子を画材に表すことによ

って、　（それを用いる文脈のうえでは）同様な行為全般の概念が連想できると想定されて

表3－5　「行為」の→投概念1を特定の「行為」画材に置換して表した図記号

図記号 表示概念 表示概念の意味属性 画材の意味素 画材の意味属性

㊦ 水泳（を禁止する） 事（行為） 泳いでいる人 事（行為）

静かにすること（を指示

ｷる）
事（行為） 人差し指を口に添えた人 事（行為）

⑧ 特定の場所に触ること
iを禁止する）

事（行為） 開いた手 事（行為）

③
ゴミを捨てる行為（を禁

~する）
事（行為） 紙くずを捨てる手 事（行為）

⑯ 走るな／駆け込み乗車
iを禁止する）

事（行為） 走っている人 事（行為）

① 立入り（を禁止する） 事（行為） 立っている人 事（行為）
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いると考えられる．例えば上述した⑯「走るな／駆け込み乗韓止」では「走る」

という行為の様子の画材で、「走る」ことであったり、「（電車などに）駆け込む」こと

であったり、同様な行為全般の概念を表している。

2）　「行為」の概念を「具体物」画材に置換して表した図記号

　表3－6のように、案内用図記号において、行為の概念を何らかの具体物の画材に置換して

表した図記号では、表示概念の意味属性は「事（行為）」であり、それらの画材の意味属

性は「具体物」であった。これらの図記号は、具体物のうちの何らかの人工物を画材に表

　　　　　　　表3。6　「行為」の概念を「具体物」画材に置換して表した図記号

図記号 表示概念 表示概念の意味属性 画材の意味素 画材の意味属性

① 携帯電話の使用（を禁止す 事（行為） 携帯電話 具体物（人工物）

⑧ 火気使用（を禁止する） 事（行為） 火のついたマッチ 具体物（人工物）

ハンバーガー 具体物（人工物）

⑧ 飲食（を禁止する） 事（行為）

飲み物 具体物（人工物）

⑪ 電子機器の使用（を禁止す 事（行為） パソコン 具体物（人工物）

◎ 写真撮影（を禁止する） 事（行為） カメラ 具体物（人工物）

盛 喫煙（が許可される） 事（行為） 煙が出ているタバコ 具体物（人工物）

◎ キャンプ行為（を禁止する） 事（行為） テント 具体物（人工物）

⑭ 自転車の乗り入れ及び駐輪iを禁止する）
事（行為） 自転車 具体物（人工物）

すことによって、　（それを用いる文脈のうえでは）特定の行為の概念が連想できると想定

されていると考えられる．例えば上述した⑧「飲食禁止」では「飲み物とハンバ

ーガー」という具体物の画材で、「食べる・飲む」という特定の行為の概念を表している。

3）　r場所」の概念を「行為」画材に置換して表した図記号

　表3－7のように、案内用図記号において、場所の概念を何らかの行為の画材に置換して表

した図記号では、表示概念の意味属性は「場所（施設）」であり、画材の意味属性は「事
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表3－7　「場所」の概念を「行為」画材に置換して表した図記号

図記号 表示概念 表示概念の意味属性 画材の意味素 画材の意妹属性

［1蝦　　」

水泳が行われる場所 場所（施設） 泳いでいる人 事（行為）

「多
スキー施設 場所（施設） スキーをする人 事（行為）

スキーをはいた人ζ、一一

スキーリフト 場所（施設）
T型リフト

事（行為）

1醸 テニス競技施設 場所（施設） ラケットを振る人 事（行為）

カバンを持つ人一一
ｲ＿　　　ノ

待ち合わせ場所 場所（施設）
握手する人

事（行為）

水飲み機
仲 水飲み機のある場所 場所（施設）

水を飲んでいる人
事（行為）

カウンター

舛 受付カウンターのある施設 場所（施設） 相談する人 事（行為）

係員

望遠鏡を持つ人　一

ｻ 展望地及び景観のよい場所 場所（施設）
望遠鏡

事（行為）

下り階段

△ 下り段差のある箇所に対する注意 場所（施設）
たたずむ人

事（行為）

足を滑らせた人

△ 滑りやすい床面又は路面に対する注ﾓ
場所（施設）

滑った軌跡
事（行為）

降下する飛行機
ノー　　　　　， 空港における出発動線及び出発施設 場所（施設）

滑走路
事（行為）

上昇する飛行機
鴇一 空港における到着動線及び到着施設 場所（施設）

滑走路
事（行為）

曝 サッカー競技施設 場所（施設） ボールをける人 事（行為）

i｛
野球競技施設 場所（施設） バットを振る人 事（行為）

リフトてL＿　一　　＿＿r

腰掛け式リフト 場所（施設）
腰掛けている人

事（行為）

出口

困 避難口、避難経路 場所（施設）
走り出る人

事（行為）

ペンチ轟＿　一 休憩したり待つために座ることので

ｫる施設
場所（施設）

座っている人たち
事（行為）

ベッドに寝ている人
回一一　

宿泊が可能な施設またはその案内所 場所（施設）
フロアスタンド

事（行為）

券売機略一一一一 自動券売機、有人窓口、精算機及び

ｸ算所
場所（施設）

切符を持つ人
事（行為）

床に置かれた物

△ 障害物に注意する 場所（施設） 足をぶつけた人 事（行為）

衝撃波

上り階段

▲ 上り段差のある箇所に対する注意 場所（施設）
上る人

事（行為）

床の端

▲
転落の可能性がある場所に対する注

ﾓ
場所（施設）

落ちそうな人
事（行為）

天井の突起物

▲ 頭上の突起物に対する注意 場所（施設） 頭をぶつけた人 事（行為）

衝撃波
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（行為）」であった。これらの図記号は、ある行為を画材に表すことによって、（それを

用いる文脈のうえでは）特定の場所の概念が連想できると想定されていると考えられる。

例えば上述した因では・「泳ぐ」とし・う行為の画楓「水泳が行われる騎」の概

念を表している．塵艦ベッドに寝てb恩やフ・アスタンド等複数の酬で表現さ

れているが、画材の意味属性は「寝る／宿泊する」という「事（行為）」である。この行

為の画材で「宿泊が可能な施設またはその案内所」という場所を表している。

4）　「場所」概念を「主体」画材に置換して表した図記号

　表3－8のように、案内用図記号において、場所の概念を誰か主体の画材に置換して表した

図記号では、表示概念の意味属性は「場所（施設）」であり、画材の意味属性は「主体（人

間または準人間）」であった。

　これらの図記号は、場所の使用者である主体を画材に表すことによって、（それを用い

る文脈のうえでは）特定の場所の概念が連想できると想定されていると考えられる。例え

表3－8　「場所」の概念1を「主体」画材に置換して表した図記号

図記剖
　一　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

ﾟ．豪示概念
　　囁

¥示鵬の聯属性
　　　　　　1　　ヤ」

謐ﾞρ意味素 　　　一謐ﾞの意味属性

匝 女性用施設 場所（施設） 女性 主体（人間）

囲 女性用更衣室 場所（施設〉 ハンガーを使う女性 主体（人間）

圃 税関等の荷物検査施設 場所（施設）
スーツケースを見る

@　　警察宮
主体（人間）

圃 出入国手続き等の書類審査施設 場所（施設） 書類を見る警察官 主体（人間）

賑L一 鹿 主体（準人間）

動植物の保護のための特別地域 場所（地域）

樹木 主体（準人間）

重 男性用施設 場所（施設） 男性 主体（人間）

囲 男性用更衣室 場所（施設） ハンガーを使う男性 主体（人間）

圃 警察署、派出所、交番等の警察ｯ詰め所
場所（施設） 警察官 主体（人間）

周 授乳、おむつ交換等乳幼児のたﾟに使用する施設
場所（施設） 赤ちゃん 主体（人間）
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ば團では・赤ちやんという主体（人間）の画材によって、

児のための施設」を表している。

「授乳、おむっ交換等乳幼

5）　「場所」概念を「具体物」画材に置換して表した図記号

　表3－9のように、案内用図記号において、場所の概念を何らかの具体物の画材に置換して

表す図記号では、表示概念の意味属性は「場所（施設）」であり、画材の意味属性は「具

体物（人工物）」であった。

　これらの図記号は、具体物（人工物）のうちの何らかの人工物を画材に表すことによっ

て・　（それを用いる文脈のうえでは）特定の場所の概念が連想できると想定されていると

考えられる・例えば［正r餌を提供する場所」でぽ餌をする入工物の酬で喰

事を提供する騎の鵬を表している・團では・3・2・2に述べたように「バス」を表す場

合、模写で作られているが、　「バス輸送施設及び停留所」を表す場合、表示概念の意味属

性は「場所（施設）であり、画材の意味属性は「具体物（人工物）」だから、場所の概念

を具体物（人工物）である人工物の画材に置き換えて表している。このようにして、バス

という道具で「バス輸送施設及び停留所」という場所を意味する。

（5）象徴化で表した図記号

　表3－10のように、象徴化で表した図記号では、表示概念の意味属性は「場所」や「行為」、

「出来事」、　「抽象的関係（状態）」であり、画材の意味属性は「具体物」や「行為」、

「抽象物」などである。

例えば②でぽ「有燦内と相談施設」で醐所という表示鵬は疑問符の文字

記号で表現さ2…表示概念と画材との関係1ま恣餉で韻例として結びついている．（◎

では、　「駐車場」という表示概念はアルファベットの大文字“P”で表現されている。これ

らの図記号では、表示概念と画材との関係は恣意的であり、学習しなければ理解できず、

本来かかわりのない二つのものを記号的に関連づけたものであるからi象徴的な関係に基

づいていると考えられる。
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表3－9　「場所」の概念を「具体物」画材に置換して表した図記号

図記号 衰示概念 表示概念の意味属性 画材の意味素 画材の意味属性

はさみ 具体物（人工物）

湖 理髪室、美容室等 場所（施設）
くし 具体物（人工物）

カップ 具体物（人工物）

卑 喫茶等の軽食を提供する施設
場所（施設）

受皿 具体物（人工物）

嘔ρ， バス輸送施設及び停留所 場所（施設） バス 具体物（人工物）

奏 航空輸送施設および空港 場所（施設） 航空機 具体物（人工物）

一一一一

水上交通施設及び港 場所（施設） 船 具体物（人工物）

ケーブルカー 具体物（人工物）

岬 ケーブルカー輸送施設 場所（施設）
軌道 具体物（人工物）

血 キャンプ施設 場所（施設） テント 具体物（人工物）

鋤 自動車用燃料が入手できる施設 場所（施設） 給油機 具体物（人工物）

ベンチ 具体物（人工物）

燃 公園 場所（施設）
樹木 具体物（植物）

カート 具体物（人工物）カート置き場及びカートが利用でき

髀齒
場所（施設）

スーツケース 具体物（人工物）

配達用車両 具体物（人工物）
轟
宅配サービス、荷物の配送、荷物受

t施設等
場所（施設）

スーツケース 具体物（人工物）

一魁

スポーツ活動のための場所及び施設 場所（施設） 3種類のスポーツ用具 具体物（人工物）

ナイフ 具体物（人工物）
劉一1一

食事を提供する施設 場所（施設）
フォーク 具体物（人工物）

シャワーヘッド 具体物（人工物）一一一

u
シャワー施設及びシャワーを構えた

秤ｮ
場所（施設）

水 具体物（自然物）

幽 自転車に関する施設 場所（施設） 自転車 具体物（人工物）

唖一｝ ヘリコプター輸送施設 場所（施設） ヘリコプター 具体物（人工物）

一◎（

軌道系交通施設及び鉄道駅 場所（施設） 電車 具体物（人工物）

ロープウェイ 具体物（人工物）
舌一．丘

ロープウェイ輸送施設 場所（施設）
ケーブル 具体物（人工物）

Y アルコール飲料を提供する施設 場所（施設） カクテルグラス 具体物（人工物）

図 郵便局 場所（施設） 封筒 具体物（人工物）

手下げ袋 具体物（人工物）一£ デパート、ショッピングエリア、土

Y品売り場等
場所（施設）

ギフトボックス 具体物（人工物）

2段の棚板 具体物（人工物）’鍾蝕

荷物一時的に保管するための施設 場所（施設）
4個の荷物 具体物（人工物）

ハンガー 具体物（人工物）ρ　一ﾜ　一　　　　5

上着、手荷物等を預かる施設 場所（施設）
カバン 具体物（人工物）

薬のダプレット 具体物（人工物）
Ω匿｝一一

薬局、ドラッグストア等 場所（施設）
薬剤の入った容器 具体物（人工物）
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表3－10　「象徴化」で表した図記号

図肥号 表示概念 表示概念の意味属性 画材の意味素 画材の意味属性

タクシー了Axo

ｩ
タクシー輸送施設及びタクシー乗

~所
場所（施設）

文字のTAXI
具体物（人工物）

￥ 会計施設 場所（施設） 金銭（円の通貨記号） 抽象物

lllの通貨記号のついた紙幣 具体物（人工物）

可 ATM及びキャッシング機器 場所（施設）
機器の紙幣出入口 具体物（人工物）

金銭（通貨記号） 抽象物（行為）

四 銀行及び両替施設 場所（施設）
コインと紙幣 具体物（人工物）

i 情報提供を主とした施設及び設備 場所（施設） 情報を表す文字1 抽象物

救急（十字形） 抽象物o 応急処置施設 場所（施設）
指に包帯をした手 具体物（生物）

だ円枠 抽象物
邑 温泉施設 場所（施設）

湯気 具体物（自然物）

飛行機
膝 乗り継ぎ動線および施設 場所（施設）

軌跡
具体物（人工物）

リフトに座りパーを持って下ろそうとする人
轡 リフトに乗ったらすぐに安全バー
�ﾂめる

事（行為）
矢印

事（行為）

リフトに座ってスキー道艮を若用した人

』 スキーの先端を上げなければなら
ﾈい位置

事（行為）
矢印

事（行為）

△ 一般的な注意 抽象的関係（状態） 注意（！符号） 事（行為）

△ 高圧電力による感電の注意 事咄来事） 感電（折線） 事（出来事）

文字のSOS 抽象物
圃 通話による緊急通報装置 場所（施設）

受話器 具体物（人工物）

文字のFAX 抽象物一一一一一

ファックス通信設備を表示 場所（施設）
受話器 具体物（人工物）

P 駐車場 場所（施設） 文字のP 抽象物

文字のNEWS 抽象物
臨 物販施設、コンビニエンスストア 場所（施設）

新聞と雑誌 具体物（人工物）

乗用車 具体物（人工物）

眉 車両貸し出し施設 場所（施設）
レンタカーを表す文字R 抽象物

疑問符 抽象物　一一一

遺失物を取扱う施設 場所（施設）
傘とカバン 具体物（人工物）

？ 有人案内及び相談施設 場所（施設） 疑問符 抽象物

建物 具体物（人工物）

o 病院全般 場所（施設）
救急（十字形） 抽象物

1凸 場所（施設） リサイクル（三つの曲がった矢印） 抽象物

三
場所ぶ雫山一一一

指定された広域避難場所 場所（施設）
走る人

事（行為）

リフトに座りパーを持って上げようとする人騨一－一一一

乗車位置付近で安全パーを上げる 事（行為）
矢印

事（行為）

リフトから降りている人 事（行為）
鱗一一

降りる位置 事（行為）
’二】

o 人、車両等の進入を禁止する 事（行為） 進入（横棒） 抽象物（行為）

発光 事（自然現象）

◎ 発光写真撮影を禁止する 事（行為）
カメラ 具体物（人工物）

緊急（SOS） 抽象物

囲 押ボタンによる緊急通報装置 場所（施設）
ボタンを押す手 事（行為）
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3．4　まとめ

　以上、記号論と比喩の視点から図記号における画材選択法を分析した。これらの結果は

以下のようにまとめられる（表3－11）。

（1）記号論の観点によって、記号の一種とする図記号では、表示概念と画材との関係は記

号内容と記号表現との関係である。記号は記号表現と記号内容の関係によって、類像／類

像的、指標／指標的、象徴／象徴的の三つの様態に分けられる。記号が象徴的であるか、

類像的であるか、指標的であるのかは主に記号が使用される方法に依存する。従って、図

記号の表意様式はそれを使用する文脈によって、類像的、指標的、象徴的の三つの様態に

変化する。そのような図記号の特徴から、図記号の画材選択法は「模写で表す図記号」、

「比喩で表す図記号」、　「象徴化で表す図記号」に分類されている。

　　「模写で表す図記号」はアイコンである。これらの図記号は表示概念が具体概念であり、

表示概念そのものの画材で模写されて作られる。表示概念と画材の意味属性が一致してい

る。

　　「比喩で表す図記号」はインデックスである。これらの図記号は、表示概念に関係があ

るほかのものによって表現されている。表示概念と画材の意味属性が異なり、両者の問を

表3－11図記号の画材選沢法の分類

記号論的分類 図記号の表示概念と画材の関係（制作時の画材の選択方法）から見た分類

類像的図記号 A表示概念をそのまま画材に模写して表す図記号（模写で表す図記号）

1．類似する事物への置換で表す図記号（隠喩図記号）

2．カテゴリー順序の置換で表す図記号（提喩図記号）

1）「行為」の一般概念を特定の「行為J画材に置換して

¥す図記号

指標的図記号

B．表示概念を

ｽらかの画材
ﾉ例えて表す
}記号（比喩

ﾅ表す図記
?j

2）特定の「行為」概念を「具体物」画材に置換して表す

}記号3．近接する事物への

u換で表す図記号
i換喩図記号） 3）「場所」概念を「行為」画材に置換して表す図記号

4）「：場所」概念を「主体」画材に置換して表す図記号

5）「場所」概念を「具体物」画材に置換して表す図記号

象徴的図記号 C．表示概念を恣意的な画材に象徴化して表す図記号（象徴化で表す図記号）
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何らかの関係で結びついている。

　「象徴化で表す図記号」はシンボルである。これらの図記号は、表示概念と画材との関

係がなく慣例によって結び付けられている。抽象的な画材で表示概念を表している。

（2）比喩の観点によって、　「置換で表す図記号」は、表示概念を直接に伝えなく、他の関

連する画材で例えのように表す。隠喩（メタファー）、提喩（シネクドキ）、換喩（メト

ニミー）という三つの修辞法に基づいて、画材の置換で表す図記号の表示概念と画材との

関係は「類似する事物への置換え」、　「カテゴリー順序の置換」、　「近接する事物への置

換え」に分類される。

　隠喩で表す図記号は、ある表示概念を、それと類似するものごとの画材に置き換えて表

す図記号であると整理できる。その記号化過程について言及すれば、　「類似する事物への

置換」である。これらの図記号は、表示概念の意味属性は抽象概念であり、画材の意味属

性は具象概念である。表示概念と画材は類似性に基づき、抽象的な表示概念を別の具体的

なものの画材で表す。

　提喩で表す図記号は、ある表示概念を、それとカテゴリー順序を置き換えた画材で表す

図記号であると整理できる。またその記号化過程は「カテゴリー順序の置換」ということ

ができる。

　換喩で表す図記号は、ある表示概念を、それに近接しているものごとの画材に置き換え

て表す図記号であると整理できる。またその記号化過程は「近接する事物への置換」であ

る。表示概念と画材は空間的な近接性、共存性や時間的な前後関係などいろいろな関係に

基づいている。

（3）近接する事物への置換で表す図記号では、表示概念と画材の関係は多様であり、事例

における表示概念の意味属性と画材の意味属性の分析から、行為の一般概念を特定の行為

の画材に置換して表す図記号、特定の行為の概念を具体物の画材に置換して表す図記号、

場所の概念を行為の画材に置換して表す図記号、場所の概念を主体の画材に置換して表す

図記号、場所の概念を具体物の画材に置換して表す図記号の5つに分類できた。
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（4）案内用図記号の表示概念を表すために用いた画材選択法が以下のように整理できる（図

3－7）。例えば　「具体物」の表示概念を表す場合、　「模写」や「カテゴリー順序」などの

画材選択法が利用されている。　「場所」の表示概念を表す場合、　「模写」や「場所の概念

を行為の画材に置換」、　「場所の概念を主体の画材に置換」、　「場所の概念を具体物の画

材に置換」、　「象徴化」などの画材選択法が利用されている。　「行為」の表示概念を表す

場合、　「行為の一般概念を特定の行為画材に置換」や、　「特定の行為概念を具体物画材に

置換」、　「象徴化」などの画材選択法が理容されている。

　次章において、これらの画材選択法が理解度に与える影響を検証する。
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画材選沢法

「行為」の一般概念を「行為j画材に置換して表す図記号

特定の「行為」概念を「具体物」画材に置換して表す図記号

「場所」概念を「行為」画材に置換して表す図記号

「場所」概念を「主体」画材に置換して表す図記号

図3－7　案内用図記号において表示概念を表すために用いた画材選択法
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　　　　　　　　第4章

図記号の画材選択法が理解度に与える影響



4．1　研究の背景と目的

　第3章の図記号の記号化過程に関する分析から、記号論と比喩の観点によって、図記

号の表示概念と画材との関係に基づく画材選択法を分類し、模写で表す図記号で表す図記

号、類似する事物への置換で表す図記号、カテゴリー順序の置換で表す図記号、行為の一

般概念を特定の行為の画材に置換して表す図記号、特定の行為の概念を具体物の画材に置

換して表す図記号、場所の概念を行為の画材に置換して表す図記号、場所の概念を主体の

画材に置換して表す図記号、場所の概念を具体物の画材に置換して表す図記号、象徴化で

表す図記号など9つの画材選択法を見出し、各画材選択法の分類における表示概念と画材

との関係を明らかにした。

　これらの分類を用いて、図記号の理解度調査を行えば、画材選択法が理解度に与える影

響について把握でき、その結果、分かりやすい図記号のデザイン条件の一つを導き出すこ

とができると期待される。

　楊・堀田は、2002年から2003年にかけて、日中の大学生と日本の高齢者を対象に公

共案内用図記号の理解度調査を実施した［注1］。案内用図記号は不特定の使用者を対象

に作られているため、先の調査結果から各種の使用者の理解度が分かり、より客観的に、

分かりやすい図記号のデザイン条件を見出すことができると考えられる。

　本章では、先の調査結果を利用して、画材選択法と理解度の関係を改めて整理し、画材

選択法の違いが図記号の理解度の違いに与える影響について分析することを目的とする。

4．2研究の流れ

　本章では、先の調査結果を利用して、画材選択法と理解度の関係を改めて整理し、画材

選択法の違いが図記号の理解度の違いに与える影響について分析した、具体的に以下の手

順で行った。

（1）理解度調査

　公共案内用図記号の表示概念と枠の意味について、日本人大学生、中国人大学生、日本
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人高齢者を対象に質問紙調査を実施した。

（2）調査結果と分析

　表示概念の正答率結果によって、各画材選択法で表す図記号の平均正答率や正答率の高

いものと低いものに関する分析を行った。

（3）考察

　各種の画材選択法で作られた図記号の平均正答率の結果から、画材選択法による表示概

念と画材との関係の強さ、各画材選択法で表す正答率が高い図記号と正答率が低い図記号

の特徴を明らかにした。

4．3　理解度調査概要

　2002年2月から2003年8月までの問に、日本人大学生53名に1回、中国人大学生

47名に2回、El本人高齢者88名に1回の質問紙調査を実施した。調査用サンプルはJIS

によって標準化された115の案内用図記号である［注2］。被調査者は各図記号の表示概

念を解答欄に自由記述式に記入し、「赤色の糟状の円と内部の斜線」や「黒の措状の三角

形」などの枠の意味について、案内、安全、注意、禁止、指示等の5つのうち一つを選択

した。

4．4　調査結果と分析

JISが設定した表示概念、枠の意味を正答として、日本人大学生、中国人大学生、日本

人高齢者、被調査者全体、それぞれの各図記号における表示概念の正答率、枠の正答率を

算出した（表1、表2）。なお、表現が異なっても、図記号の機能を理解していれば、正

答とした。また、ISO9186［注3］によって、図記号の正答率は66．7％以上である場合、

当該図記号は正答率の高い図記号として認められると判断した。
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表4－1枠の正答率

被離査者あ麓各率　　　　．　　　1　　「　　　　　　　　　　　　τ　」吐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

枠の意琉　　　ユ

沖、全体、 ’　　：日大
中大

5，、　β高一

案内 90．4 98．1 95．7 83．0

安全 91．5 98．1 97．9 84．1

注意 93．6 100．0 100．0 86．4

禁止 94．7 100．0 100．0 88．6

指示 89．4 96．2 95．7 81．8

　表4－1は各被験者グループと被調査者全体における枠の正答率を示す。表4－2は各被

験者グループと被調査者全体における各図記号の正答率を示す。これらの結果によって、

各グループの被調査者は枠の意味について共に高い正答率を得たが、表示概念において、

正答率が高い図記号と正答率が低い図記号との差が多く見られる．例えば團「理容／

美容」の全体正答率は98・9％であ翻［園「自然保護」の全体硲率は8・9％しかない・

この結果から、図記号の表示概念の正答率は枠によってほとんど影響されていないが、枠

の中の颪材によって大きく影響されていると考えられる。なお、本稿に論じる画材は枠の

中の画材である。

4．4．1各画材選択法で作られた図記号の平均正答率

　各画材選択法で表す図記号の平均正答率を表4－3に示す。被験者全体の結果において、

「特定の行為の概念を具体物の画材に置換して表す図記号」の平均正答率は最も高く、

80％である。その次、「模写で表す図記号」は76％、「行為の一般概念を特定の行為の画

材に置換して表す図記号」、「場所の概念を具体物の画材に置換して表す図記号」は67％

の平均正答率がある。「カテゴリー順序の置換で表す図記号」、「場所の概念を行為の画材

に置換して表す図記号1、「場所の概念を主体の画材に置換して表す図記号」、「象徴化で表

す図記号」、「類似する事物への置換で表す図記号」の平均正答率は55％、53％、53％、

49％、40％しかない。
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表2各図記号の正答率

携帯電話使用蒙止

　　　　96．3

⑪　　　　962　　　　95．7
　　　　96．6

　　0

罐鴇

ン9188

匝盈罰
し一

火気票止

⑧
　　　　88。2
　　　　100．0
　　　　89．4
　　　　80．7

非常量話

　　　　83。5

圃　　　　90。6　　　　95．7
　　　　72．7

階段

　　　　79．3

錘　　　　92．5　　　　72。3
　　　　75．0

剛竃
74．5
96．2
70．2
63．6

更衣室

rlil

消火懸

　　　　95．7

囮　　　　100．0　　　　100。0
　　　　90．9

喫茶・軽食
｝’．一一一』 A　91．0
　　　2　　　184．91』2　　　i89．4
L　　　l95．5

浴室

　　　　87．8

⑳llil
車椅子スローブ

隻ill

タクシー／タクシー

贋［il勢
電話

19《
94．7
100．0
95．7
go．9

自転準乗り入り禁止　　シャワー

⑭li；1隆欝
パス／パス乗り場

扇
粧車場

　－へ（、P）

ヘリコプター！ヘリポート摂影禁止
t”’ @　．「　78．7

　　　1100．0．’w51。。．。

　　　176．1

非常ロ

　　　　74．5

困　　　　100．0　　　　61．7
　　　　65．9

銀行／両讐
‘’．… @　72．9

四　　　　98．1　　　　85．1
　＿　　51．1

走る／かけ込み禁止　　下り段差注意

⑯婁i△難i
止禁

影8726

蝋量盤励⑭鴨豊

鳳砿鳳鰍儲犯砿肌砥

／糊A｝

店鋪／売店

161i慧

ペピーカー使用禁止
　　　　43．1

⑧　　　　64．2　　　　17．0
　　　　43．2

安全バーを閉める

壷馨ii

出入国手続き！免疫！魯頬

　　　　27．7

r噛　　　　52．8
　　　　31．9
　　　　10．2

会計

星彰il

レンタカー

雇牽

水飲み場

　　　　63．3

ド，鵬
　　　　63．6＿LN＿－J

展鍾地／景勝地

藤ii
到着

　　　152．1
iノ器：z
巴　　127．3

カート

可illil
．一一＿L－．＿．ゴ　48．9

進入禁止

　　　　42．6
　　　　52．8
　　　　10．6
　　　　53．4

チェックイン／受付

鱒1季1
　　　　36．4

クO一ク

函塁乙：玉

］動塁篶

87．2
96．2
89．4
80．7

81．4
96．2
61．7

83．0

　　　　78．2

◎　　　　96．2　　　　68．0
　　　　72．7

温泉

彫i髪

キャンプ禁止

　　　　72．3

◎　　　　92．5　　　　61．7
　　　　65．9

上り段間注意

　　　　66．5

△　　　　92．5　　　　53．2
　　　　58．0

0一プウェイ
63．3
75．5
85．1

44．3

天井注意

　　　　58．0

△　　　　88．7　　　　53。2
　　　　42．0

男子

匪］iiii

忘れ物取り扱う所

丁・§§：8

1劃§暑：2

自転車

　　　｝85・6
6乏）18雫：量

　　、」　78．4

飲料水

：マ器：9
1口　　　　85．1
　　　．73．9

遊泳禁止

　　　　94．1

㊦　　　　1∞．0　　　　1∞．0
　　　　87．5

スキー場
　　　　89．1

幽　　　’g2．5　　　　97．9
　　　　83．0

飛行機／空港

小麟；i

歴史の建築1

血llii

船給／フェリー／港　　工レベーター

両藪iil翻融
静かに

　　　　73．4
　　　　96．2
　　　　74．5
　　　　59．1

ファックス

銅縫

飽
L＿

64。4
96．2
63．8

46．6

税関／荷物検査

劉霧
スポーツ活動

圃iiii

徒歩客は降りる

薩礁1
乳幼児用設備

圏盤i
リサイクル品回収施設　ケー一ブル鉄道

スカッシュコート

癒iiil

ホテル／宿泊施設

綱ill
ミーティングポイント　博物鱈／夷術鱈

麟1血i曇
　　　9　3’5死n　8710

鯉盤

手荷物宅配

雇職

鉄遭／鉄道駅

薩i；i

キャンプ場

　　　　69．7

凡　　　　96．2　　　　29．8
　　　　75．0

ガソリンスタンドー

唖舅i；

郵便

図liil

公園

禰iiil

一般注意

　　　　48．4

△　　　　84．9　　　　74，5
　　　　12．5

手荷物一時預かり所

i函藪男：2

i顛窪§：8

転落に注意

　　　　39。4

△　　　　77．4　　　　46．8
　　　　12．5

案内所

◎韓il

海水浴場／プール

1　　　・93．6

膝駆゜
L＿」go．9

購暦：ll；1
　　　　85．2

テニスコート
「一一「　84．6

i獣癌゜
L二＿二」　78．4

滑面注意

　　　　79．3

△　　　　96．2　　　　85．1
　　　　65。9

捨てるな

　　　　75．5

⑧　　　　100．0　　　　74．5
　　　　61．3

籏掛け式リフト
tT，　i　l，・ilii・・

非常ボタン

　　　　68．6

囮　　　　88．7　　　　46．8
　　　　68．2

飲食禁止

　　　　64．4

⑧　　　　92．5　　　　74．5
　　　　42．0

新聞／雑誌

　　　　60．1

圃　　　　92．5　　　　53．2
　　　　44．3

救畿所

廼rii墓

触る禁止

　　　　47。9

⑧　　　　67．9　　　　51．1
　　　　34．1

キャッシュサーピス
＋　　　　44．1

1暉ril季1

コインロッカー

間馨1

スキーの先を上げる

　　　　28．2

團　　　　60．4　　　　85．0
　　　　19．3

右側にお立ちください　左側にお立ちください　二列並び

　　　　26．6

⑩　　　　50．9　　　　31．9
　　　　10．2

情報コーナー
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乗り継ぎ

膨
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50．9
36．2
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表4－3各画材選択法で表す図記号の平均正答率

図記号の画拷選択法の分類1 平均正答串　　　㌧
図記号の数

全体 日大 中大 日高

模写 17 76％ 86％ 75％ 71％

類似する事物への置換 4 40％ 61％ 39％ 27％

カテゴリー順序の置換 2 55％ 68％ 35％ 49％

「行為」の一般概念を特定の「行為」の画材に置換 7 67％ 84％ 55％ 64％

特定の「行為」概念を「具体物」の画材に置換 8 80％ 95％ 80％ 72％

「場所」の概念を「行為」の画材に置換 23 53％ 6996 51％ 嬢
「場所」の概念を「主体」の画材に置換 9 53％ 65％ 59％ 44％

「場所」の概念を「具体物」の画材に置換 26 67％ 81％ 64％ 61％

象徴化 27 49％ 71％ 43％ 39％

　平均正答率の結果から、「模写で表す図記号」や、「特定の行為概念を具体物画材に置換

して表す図記号」、「行為の一般概念を特定の行為の画材に置換して表す図記号」、「場所の

概念を具体物の画材に置換して表す図記号」は67％以上の平均正答率を得て、これらの

画材選択法で表す図記号は相対的理解されやすいと考えられる。一方、「場所の概念を行

為の画材に置換して表す図記号」、「カテゴリー順序の置換で表す図記号」、「場所の概念を

主体の画材に置換して表す図記号」、「象徴化で表す図記号」、「類似する事物への置換で表

す図記号」は平均正答率が53％以下であり、相対的理解され難いと考えられる。

　また、日本人大学生、中国人大学坐、日本人高齢者の結果を比べると、各画材選択法で

表す図記号において、日本人大学生の平均正答率は最も高く、日本人高齢者の平均正答率

は最も低い。日本人高齢者を日本人大学生と比べ、「類似する事物への置換で表す図記号」

（日本人高齢者は27％、日本人大学生は61％の平均正答率で、34％の差がある）、「象徴

化で表す図記号」（日本人高齢者は39％、日本人大学生は71％の平均正答率で、32％の

差がある）において、両グループの平均正答率の差は特に大きい。以上の結果から、高齢

者は若者より全般の図記号を理解し難いことが明らかになった。また、高齢者は類似する

事物への置換で表す図記号や、象徴化で表す図記号に対して特に理解し難いと考えられる。
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4．4．2画材選択法で表す図記号における正答率の高いものと低いもの

　各画材選択法で表す図記号において、正答率が高いものと正答率の低いものが見られる。

特に，平均正答率が低い図記号は一番問題になる図記号であるため、被験者の誤答内容に

よって図記号はどう理解されているのかを推定した。例えば、表4－13のように、「模写

で表す図言己号」で表した囹「渤館／美禰力堰史の建渤と鰍される胎

異なるものの「模写で表す図記号」として理解されると推定したe「場所の概念を具体物

の酬に置換して表す図言己号」で表した［画「ガソリンスタンド」が「ビアホール」と解

釈される場合、「場所の概念を具体物の画材に置換して表す図記号」ではなく、ものの「模

写で表す図記号」として理解されると推定した。このように、各画材選択法で表す図記号

において、正答率の高い図記号と低い図記号の特徴を対比し、分析した。なお、1、2人

の被験者だけ間違った回答は代表性が少

ないため、本章では分析しなかった。

　以下、各画材選択法で表す図記号について、正答率の高い図記号と低い図記号の分析結

果である。

（1）模写で表した図記号

　表4－4に示す「模写」で表した正答率が高い図記号では、日常生活の中によく使われ

ている生活施設や交通道具に関する表示概念は多い。このような表示概念は明確な画材と

の対応関係を持つため、推測されやすいと考えられる。

　「模写」で表した正答率が低い図記号では、異なるものの「模写で表す図記号」として

解釈されることが多い（iE　4－4）・例え｝試固「・一ブウェイ」や國「ケーブルカー」

はほかの交通道具として解釈されることが多く、これらの表示概念は日常生活にあまり使

われていないため、画材から大まかな意味が分かるが、詳細な機能が分からなく、身近な

概念として解釈しやすいと思われる。これらの表示概念について、外形の特徴を強調する

必要があると思われる・圃「渤館・美術館」が「パルテノン徽や「政府機関」等

と解釈される場合、異なる場所（施設）の「模写で表す図記号」として解釈することが多

いため、当該建造物の外形を模写で表す図記号した画材から、当該施設の機能性が分から
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ないと、解釈できないと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　表4－4

正答率が高い図記号

模写で表した図記号

図記号 囮 一一P⊥」
一劣一　曹1一圃 画：！｝

画 國
r－一一一一『1

正答率 95．7 94．7 93．1 87．8 87．2 85．6 85．6

表示概念
消火器、消

ﾎ設備
電話通信設

上りエスカ

戟[ターの
風呂施設、浴

ｺ
バス 自転車 航空輸送施設

表示概念の意味属性 具体物 具体物 具体物 具体物 具体物 具体物 具体物

図肥号
一、 　　『　

ﾏ　一一一一一 圃
留L－＿＿」 一i「曲｛㌧曹　」

翻 圓
正答率 82．4 80．9 79．3 78．7 77．7 77．1 72．9

表示概念
車椅子ス

香[プ
神社等

階段がある
齒

ヘリコプター

A送施設
水上交通施

ﾝ
エレベー

^ー
地下鉄

表示概念の意味属性 場所 場所 場所 具体物 具体物 具体物 具体物

以上の対比と分析によって、「模写」で表した図記号は画材と表示概念との類縁性はも

正答率が低い図記号

図肥号 蜀 一塑 「一P血，

正答率 63．3 39．4 18．1

表示概念 ロープウェイ ケーブルカー 博物館、美術館

表示概念の意味属性 具体物 具体物 場所

誤答内容
電車／リフト／

Pーブルカー
斜面列車／登山電

ﾔ／モノレール

神殿／国会議事堂

^大学／遺跡等

誤答内響の意味属性 具体物 具体物 場所

誤答の理解の仕方 模写 模写 模写

っとも強いので、日常生活によく使われている道具を表すときに、有効な作り方であると

考えられる。「模写」で表した図記号は誤答される場合、異なるものの模写で表す図記号

として解釈されることが多い。そのため、日常生活に親しまない道具等を表すとき、形が

類似する身近なものとの区別を望ましい。また、画材の解釈の多様性を配慮する必要があ

る。

（2）類似する事物への置換で表した図記号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「青
　表4－5に示す「類似する事物への置換」で表し、正答率が高い図記号は幽］「水質が
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表4－5　類似する事物への置換で表した図記号

正答率が高い図記号

肖ロ　

正答率が低い図記号

図記号 ⑩ ⑧
正答率 26．6 26．6 25

表示厩念 右側にお立ちください 左側にお立ちください 二列に整列する

衰示厩念の意味属性 抽象的関係（場） 抽象的関係（場） 抽象的関係（数量）

誤答内審

端によれ／

ﾐ側をあ
ｯる

右側通行／

E側歩け
エレベー

^ー

左側通行／

ｶ側歩け

端によれ／

ﾐ側をあ
ｯる

エレペー

^ー

集合場所／

c体入口／

ﾒ合室

並んでく

ｾさい／通

s可

誤答内春の意味属性
抽象的関

W（場）

事（行
ﾗ）

場所（施
@設）

事（行
ﾗ）

抽象的関
W（場）

場所（施
@設）

場所（施
@設）

事（行
ﾗ）

誤答の理解の仕方 類似 行為一行為 場所一行為 行為一行為 類似 場所一行為 場所一行為 行為一行為

飲用に適する」という図記号である。この図記号では、「水を入ったコップ」によって水

の性質を表し、表示概念と画材は性質の類似性を持っている。

「類似する事物への置換」で表し・正答率カミ低い図記号は⑳r＝i」uに整列する」・⑩「右

側にお立ちください」、0「左側｝こお立ちください」である．それらの図記号｝ま画材の配

置によって抽象的関係を表し、表示概念と画材は形態の類似性を持っている。誤答の場合、

別の「類似する事物への置換で表す図記号」、「場所の概念を行為の画材に置換して表す図

記号」、「行為の一般概念を特定の行為の画材に置換して表す図記号」と解釈されることが

ある。

別の「類似する事物への置換で表す図記号」と鰍される場合、例えば⑩「右側｝こ

お立ちください」が「端によれ」と解釈され、「端」という概念が理解されても、「右」と

いう「抽象的関係（場）」の概念が解釈されていない。このような解釈では、表示概念と

画材問の類似性は充分に理解されていなく、画材を見たときに生じた表現の問題である。

「場所の概念を行為の画材に置換して表す図記号」と解釈される場合・例えば⑧「二
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列に整列する」が「集合場所」や「待合室」、「団体入口」と解釈される。「整列する」と

いう「事（行為）」が理解されているが、「二列」という「抽象的関係（数量）」概念との

類似性が解釈されていない。このような解釈では、表示概念と画材間の類似性は充分に理

解されていなく、画材を見たときに生じた表現の問題である。

　「行為の一般概念を特定の行為の画材に置換して表す図記号」と解釈される場合、例え

ば⑩右側にお立ちください」を「右偵樋行」や「右を歩け」と鰍され「右」とい

う概念が理解されているが、人の行動が間違って理解されている。このような解釈では、

表示概念と画材問の類似性は理解されているが、身体動作は多様な解釈を持っている。

　上述した例では、「飲料水」のように、性質の類似性に基づく図記号は機能性が明確で

ある画材を利用するとき推測されやすい。「二列に整列する」等形態の類似性に基づく図

記号は、画材間の配置によって表示概念との類似性を表し、表現の強さは相対的弱く、理

解されにくい。そのため、類似概念の置換えで表す図記号は類似性を強調する必要がある

と考えられる。なお、今回調査された「類似する事物への置換」で表した図記号の数は少

ないため、検討する必要がある。

（3）カテゴリー順序の置換で表した図記号

　表4－6に示す「カテゴリー順序の置換」で表した図記号は、全て正答率が低いもので

ある。この画材選択法で表した図記号は部分で全体を表す画材選択法と、全体で部分を表

す画材選択法という二つの画材選択法がある。部分の概念で全体の概念を表すとき、画材

の「模写で表す図記号」として轍することカミある．例えば⑭「ペット持ち込みを禁止

表4。6　カテゴリー順序の置換で表す図記号

正答率が高い図記号

図記号 ⑬
伽●lI回1一＿＿＿r

；正笹準 59．6 39．4

表示鵬 ペット持ち込み禁止 コインロッカー

衰示槻念の窟昧属性 具体物（ペット） 具体物（全体）

榊『 犬だめ
キー／ボックス／鍵付きカ

@　　　バン
鍵や／貴重品預かり／金庫

　　　　，熹｢喜の竃嫌口性 具体物（犬） 具体物（部分） 具体物（部分）

誤箸現解の仕方 模写　　　　　　　　　模写 場所一具体物
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する」が「犬禁止」と解釈される。全体関係によって部分の概念を表すとき、画材全体の

意味として解釈しやすい。

　以上の結果から、「カテゴリー順序の置換」で表した図記号は「カテゴリー順序の置換」

より「模写」やほかの「概念の置き換え」として推測しやすいと考えられる。部分の概念

で全体の概念を表すとき、画材の選択を配慮する必要がある。

（4）比喩で表す図記号

1）行為の一般概念を特定の行為画材に置換して表した図記号

　　　　　表4－7　行為の一般概念を特定の行為画材に置換して表す図記号

正答率が高い図記号

図記号 ㊦ ⑧ ④
正答摩 94．1 75．5 73．4 68．1

衰示厩念 水泳（禁止）
ゴミを捨てる

@（禁止）
静かに

駆込み／走る

@（禁止）

表示概念の意味属性 行為 行為 行為 行為

正答率が低い図記号

図記号 ⑧ ① ⑱ ⑧
正答率 47．9 44．1 44．1 43．2 43．2

表示概念
触ること（禁

@　止）
立入り（禁止） 立入り（禁止）

ベビーカー使用
@　（禁止）

ベビーカー使用
@　（禁止）

衰示概念の意味属性 行為（一般） 行為（一般） 行為（一般）
行為（ベピー

Jーを使う）

行為（ベビーカー
@　を使う）

誤箸内審

押すな／ストッ

v／通行禁止／立

@　入禁止

歩行／進入／横断

ﾖ止／ここでま

@　つな
男子（禁止） 親子（禁止）

子供連れ／通行／

@横断禁止

誤害内審の意味属性 行為（特定） 行為（特定） 主体（男子） 主体（親と子） 行為（子供連れ）

誤害の理解の仕方 行為一行為 行為一行為 模写 模写 行為一行為

　表4－7に示す「行為の一般概念を特定の行為画材に置換して表す図記号」において、

正答率は高いものが多い。これらの図記号では、時間的な前後関係であり、画材で表した

行動は全体行動の一部であり、相対的に画材と表示概念の関係が強いと考えられる。

理解度が低いものでは、例えば⑧「触ることを禁止する」が「押すな」や「通行禁

止」と解釈され、身体部分、特に手で動作を表すとき、ジェスチャーとして解釈されやす
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いと考えられる．また、①「立入り禁止」力甥子禁止」と鰍される胎、立ってし・

る人という画材は「男子」という表示概念としてよく利用されため、この画材に禁止マー

クを重ねると「男子禁止」と解釈されやすい。これらの例のように、画材は身体動作であ

るとき、ジェスチャーとして解釈されやすく、慣用されている概念からの影響を考える必

要がある。

2）特定の行為概念を具体物画材に置換して表した図記号

　　　　　　　表4－8　特定の行為概念を具体物画材に置換して表す図記号

正答率が高い図記号

図記号 ⑪ ⑭ 圖 ⑧ ㊥ ◎
正答率 96．3 91．0 88．2 88．2 78．2 72．3

表示概念
携帯電話使用

@（禁止）

自転車乗入れ／

痘ﾖ（禁止）

喫煙が許可さ

@れる場所
火気使用（禁

@　止）

写真撮影（禁

@　止）

キャンプ行為

@（禁止）

表示概念の意味属性 行為 行為 行為 行為 行為 行為

正答率が低い図記号

図肥号 ⑧ ⑪
正答率 64．4 63．8

表示概念
飲食を禁止す

@　る
電子機器の使用を禁止する

表示概念の意味属性 行為 行為

誤答内容

ハンバーグ禁

~／マックじゃ

@　ない
テレビ禁止

intemet禁止／

pソコン持ち

@込み不可

誤答内容の意味属性 具体物 具体物 別の行為

誤答の理解の仕方 模写 模写 行為一具体物

　表4－8に示す「特定の行為の概念を具体物の画材に置換」で表した図記号は、正答率

が高いものが多い．例えば◎「写真撮影を禁止する」という図記号は「カメラ」で「撮

影」を表し、「撮影」という行為は「カメラ」という道具に付着し、両者は共存している。

このように、一つの道具において、その道具を使って行う行為は唯一で明確である場合が

多いため、道具と行動との隣接性は相対的には強く、作り手の画材選択法と受け手の理解
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方法は一致しやすいと考えられる。

これらの正答率が低い図記号では、例えば⑪「飲食を禁止する」は「ハンバーグ禁

止、マクドナルド禁止」等と解釈され、画材自体の模写で表す図記号として想定されてい

る。このような画材は特定されている概念を持ち、制作するとき、特定されている概念か

らの影響を考える必要がある．⑪「電子機器の使用を禁止する」は「インターネット禁

止」と解釈され、画材が持つ異なる機能と想定されている。また、これらの図記号は高齢

者にとって、特に解釈されにくい結果から、高齢者に親しくない画材が使われていると考

えられる。

3）場所概念を行為画材に置換して表した図記号

　表4－9が示す、「場所の概念を行為の画材に置換」における正答率が高い図記号では、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　画材と表示概念との対応関係は唯一であるものが多い。例えば、erc　1「水泳をしている姿」

という行動で「水泳施設」という場所を表すように、水泳という行動に対応する場所は「水

泳施設」しかない。

　表4－9が示す、正答率が低い図記号は、別の「場所の概念を行為の画材に置換して表

す図記号」と「行為の一般概念を特定の行為の画材に置換して表す図記号」と多く解釈さ

れる。

別の「場所の概念を行為の画材に置換して表す図記号」と解釈される場合縞「宿泊施

設及び案内所」が「寝室・病室」と鰍され、画「待ち合わせ場所」が「社交場、会議

室」等と解釈され、「握手」や「寝ている」などの行為は他の場合にも行われるため、別

の場所と解釈される可能性がある。これらの例のように、一般的な行動について大まかな

意味が分かるが、行動と場所との詳細な関係が分からない。行動と場所との関係を高まる

表現が必要となる・また・1厄「水飲み場」カ・“「洗面所、手洗い」と鰍され△∫転落

可能な場所に注意」が「滑面注意」等と解釈され、ほかの身体動作として解釈されている。

これらの図記号は大まかな身体動作で表す時や、動作開始の様子で表す時に、ほかの動作

として解釈されやすい。詳細な動作の表現や進行中の動作の表現が必要である。

　「行為の一般概念を特定の行為の画材に置換して表す図記号」と解釈される場合、例え
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「

劇鹸「宿泊施設及び案内所」が「寝中」と解釈されIA｝「休憩室／待合室」カ，、“「けん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿＿＿＿＿」

か中／一緒に坐って」等と解釈され、「場所」として解釈されていなく、「事（行為）」と

して解釈されている。これらの図記号では、画材によって表した行動は明確であるが、一

般的な行動であるため、特定の場所との関係が相対的弱いと考えられる。

　　　　　　　　　　表4－9

正答率が高い図記号

場所概念を行為画材に置換して表す図記号

図記号 園国圃園△園圃 困 国 △△
正答率 93．6 89．1 88．2 84．6 79．3 75．5 74．5 74．5 72．9 67．6 66．5

表示概念
水泳施

@設
スキー

{設

ゴミを

ﾌてる
ﾝ備

テニス

Rート
滑面注

@意
サッ

Jー場
野球場

避難口

狽ﾍ避
?o路

腰掛け

ｮリフ
@ト

下り段

ｷ注意
上り段

ｷ注意

表示概念の意味属性 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所

正答率が低い図記号

図記号 固 圖 △ △ 圃 團 △ 邑
正答率 63．3 59．0 58．0 53．7 52．7 52．1 39．4 38．8

表示概念
水飲み

@機
展望地

頭上の突

N物注意
障害物

壕ﾓ
休憩所／

ﾒ合室
到着施設

転落注

@意
出発施設

表示概念の意味属性 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所

誤答内容
洗面場／

關�｢

野烏観察
^講演／

`ェツク
触るな

段差注

ﾓ／荷物

壕ﾓ

けんか中

^一絡に

ｿって

アライ

oル
空港

滑面注意

^段差注

@意等

加速中／

o発注

@意

空港／滑

迄H

誤答内審の意味属性
別の場

@所
行為 行為

別の場

@所
行為 行為

別の場

@所
別の場

@所
状態
別の場

@所
場所一行

@為
行為一行

@為
行為一行

@為
場所一行

@為
行為一行

@為
行為一行

@為
場所一行

@為
場所一行

@為
類似

場所一行

@為

図記号 圃 凶 國 　　…ｲ1 圃
正答率 37．8 28．2 26．6 19．1 10．6

表示概念 受付カウンター スキーリフト設備 宿泊施設／案内所 待ち合わせ場所 切符売り場／精算所

表示概念の意味属性 場所 場所 場所 場所 場所

誤答内審 ナンパ

案内所／

aかり
鞄

スキー／

?繝X
Lー

リフト

�艪轤

ｷ
就寝中

寝室／休

e室

社交場／

?c室／

ｺ関

なかな

ｨり
カード

@可

公衆電話

^自動販

@売機

誤答内審の意味属性 行為
別の場

@所
別の場

@所
行為 行為

別の場

@所
別の場

@所
状態 状態

別の場

@所
　：
@誤答の理解の仕方、マ　　隻

行為一行

@為
場所一行

@為
場所一行

@為
行為一行

@為
行為一行

@為
場所一行

@為
場所一行

@為
類似 類似

場所一行

@為
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　以上の分析によって、「場所の概念を行為の画材に置換」で表した図記号では、「水泳」

のように、画材と表示概念との対応関係が唯一である場合、理解されやすいと考えられる。

誤答の結果によって、この種の図記号は多様な解釈を持つ身体動作や大まかな身体動作、

動作開始の様子で表すとき、一般的な行動で表すとき、行動と場所との対応関係を把握し

にくい。行動と場所との関係を高まる表現、詳細な動作の表現や進行中の動作の表現が必

要である。

4）場所概念を主体画材に置換して表した図記号

噺の鵬を主体の醐こ置換」にお｝ナる正答率が高い図記号は、［璽好用施設」

や画「姓腰衣室」のよう雄別特徴を表す図記号である磁1°）・

　「場所の概念を主体の画材に置換して表す図記号」における理解度が低い図記号は「模

写で表す図記号」、別の「場所の概念を主体の画材に置換して表す図記号」と解釈される

ことが最も多い。

　「模写で表す図記号」や別の「場所の概念を主体の画材に置換して表す図記号」と解釈

される胎例えば圃「警察署等」が「駅員」や騨室」・圏乳幼児ための施設」

が「赤ちゃん」や「託児所」と解釈される。「警察署」の例では、服装で表現される画材

は警察や駅員等様々な「主体」として見え、様々な主体の「模写で表す図記号」や「場所

の鵬を主体の画材に置換して表す図記号」と鰍される可能性が大きい．［墾「乳幼り巳た

めの施設」の例では、「乳幼児」という「主体」は様々な「場所」との対応関係があるた

め、噺雛を主魎材に置換して表す図記号」と鰍される可能性がある．團「動

植物相の保護のための特別地域」では、「鹿がいる」と解釈されるとき、鹿の画材だけが

注目され、「公園／動物園」と解釈されるとき、画材によって動植物に関する場所の意味

が理解されているが、保護地域が表現されていないため、生活におなじみの概念として解

釈されやすいと考えられる。

　　「場所の概念を行為の画材に置換して表す図記号」や「行為の一般概念を特定の行為の

酬に置換して表す図記号」と鰍される場合剖えばSJ「男性用施設」が「歩道」や

「進襟止」と鰍され、圃咄掴手続き等の書儲査搬」が「案内所」や「繊
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告知」と解釈される。前者の例では、人の画材は交通標識にもよく使われているため．交

通道路規則に強く影響されていると考えられる。異なる分野でよく使われている画材を使

うとき、慣用化されている概念からの影響を考える必要がある。後者の例では、主体の職

業に関して様々な解釈があるため、異なる行動として見える。

　　「場所の概念を主体の画材に置換」で表した図記号では、性別特徴が強調される表示概

念を表すとき、主体と場所との関係は強く、理解されやすいと考えられる。誤答の結果か

ら、職業を強調する「主体」で表すとき、服装による職業の区別は望まれる。人間の姿な

　　　　　　　　　　4－10場所概念を主体画材に置換して表す図記号

正答率が高い図記号

　　　　二一

A－ 園 圃 圃
　　　　　　　一F・　・i諮率 83．5 72．9 72．9

表宗概念’ 女性用施設 女性用更衣室 男子用更衣室

表示購の鰍属怪 場所 場所 場所

正答率が低い図記号

　b「@　TD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　図記号　」「　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　j 圃 圃 圃
ρ　　L‘　　　　　　　　　　’　一

@　　巫答車　　1 63．3 59．6 50．0

・．、表示購　　・ 税関等 警察署／交番等 男性用施設
　　　　　一’魂　「」　　　：　1

¥示概念の意味属性1　　　　　　　’ 場所 場所 場所
鶏舳ガ1　　7－－　　　　　　　L　　　　　　I’r　」　　　　　雪

車掌／駅

�^警察

駅／改札ノ

@受付

駅員の扶

浮?閨^

ﾌてるな
駅員

車掌室／

ﾄ内
人がいま

@す

進入禁止

^歩行者

@禁止

歩道／待合

ｺノ歩行者

p通路
個人入口

　’」　．ノー　一π　　　　一　　　　’下L　　匿　1　r」

??尢ｾφ寡噸憐 主体 別の場所 行為 主体 別の場所 状態 行為 別の場所 別の場所

諏勲灘の勘1 模写 場所一主体 行為一行為 模写 場所一主体 模写 行為一行為 場所一行為 場所一主体

　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　一

@　　　一@　　　　　　　　昌　1 圏 圃 團
”塁，並害劇L
@　　「　　　　　　〔　　　「　　　　　r

45．2 27．7 8．9

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

@　　　7一

A．
ﾚ聯＼ll・ 乳幼児用施設 書類審査施設

動植物保護のための

@　　地域

ごi蘇羅窮繍i饗 場所 場所 場所

　　一　　　　　　　　　　　一　一㌔　一一　L　　　」

@　　ヤー@　　　　¶
@　　　　　　コ
@　黒
E噸會丙費・　　　　　　　I　　　　b　　－　　　　　　　　　　　　　　　一

@h－’　－　　1

赤ちゃん
託児所／

c児園

駅員／警

@察
危険告知

交番／駅／

w員室

案内所／拾

ｾ物置昌｝／

X便／情報
Rーナー・

鹿がいる

^鹿注意

公園／動

ｨ園

瀬嘗酪φ顧鞄卿緊 主体 別の場所 主体 行為 別の場所 別の場所 状旗 別の場所
』一

ｬ害¢漣解の餅七 模写 場所一主体 模写 行為一行為 場所一主体 場所一行為 模写 場所一主体
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ど、異なる分野でよく使われている画材を使うとき、慣用化されている概念からの影響を

考える必要がある。また、一般的な主体の画材は多様な対応関係を持つため、主体と場所

との関係を高める表現必要である。

5）場所概念を具体物画材に置換して表した図記号

表4－11が示す、　「場所の概念を具体物の画材に置換」における正答率が高いものは、

「亜バス輸送施設及び停留所」、困「航空輸送撒および空港」などの交通用道具

や遮「雅、美麟」｛皿「洋食・不囎を含樽を提供する施設」回「喫茶

等の軽食を提供する施設」等明確で単一の機能を持つ画材で表すものが多い。それらの画

材によって、道具の機能を実現する場所は推測されやすいと考えられる。

　これらの正答率が低い図記号は、別の「模写で表す図記号」や「場所の概念を具体物の

画材に置換して表す図記号」と解釈されることが多く、「カテゴリー順序の置換で表す図

記号」や「象徴化で表す図記号」と解釈されることもある。

「模写で表す図言己号」と鰍される場合、例えば匝「ガソリンスタンド」が「ビア

ホール1と解釈され、画材がシンプルすぎるため、異なるものの模写で表す図記号として

見える。このような解釈では、画材を別のものとして見えるため、画材の特徴を強調する

必要がある。

「類似鵬への置換え」と解釈される例で｝ま、図「郵便局及びポスト」は「メール」と

答えられ、画材の表現は問題がないが、画材の慣用化されている意味として解釈した。

　別の「場所の概念を具体物の画材に置換して表す図記号」と解釈される場合、例えば、

「圃店舗／売店」が「荷物預かり所・ラツピング」と鰍さ疵圖咤配サービス等」

が「旅行案内、観光バス乗り場」等と解釈される。前者では、画材自身は「荷物」や「ギ

フト」等様々な「道具」として見え、後者では、画材はシンプルすぎるため、「運搬車」

が「バス」として見える。これらの例のように画材自身が様々な「道具」として見える場

合、「道具」から「場所」への鰍は間違う可能性が大きい・また・［司「ク・一ク」の例

では、「更衣室、カバン売り場」等と解釈され、「ハンガーとカバン」のようなほかの場所

にも使われている道具で表現した鵬、道具と棚との関係は棚確になる．回一カート
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　　　　　　　　　　表4－11場所概念を具体物画材に置換して表す図記号

正答率が高い図記号
　｝　　　㌦　」　　　　ポ　　　　　　　　　I

@　　F図記号　　．』1｝　　　　　　、　　　一一’一〒 圖 剛 國 國 画 國 困
続．麟華∴1 98．9 91．5 9ユ 90．4 872 85．6 85．6
1．一

C　　・一一・　　一重』　　　　　｝訥1、蘇購　　i…　　　　　　唖∋

理髪店、美

@容室
食事を提供

ｷる施設
軽食を提供

ｷる施設
シャワー施

@設
バス輸送施

@　設
自転車に関

ｷる施設
航空輸送施

ﾝ／空港

磯鐡緬蘇離1 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所

｝　一

F端曝一∴ 国 圓 圓 圃 圃 匹 国
　・1層　　」

k鉱蓼E答寧．』、一『1 78．7 77．7 72．9 72．9 72．9 69．7 68．6

モー
F　　　　　　　　　　1　署L　　　　　τ

E，1鯨瞬、　μ　　　　　　　　　　　　　　　　　一“　r

ヘリコプ

^ー輸送施
@　設

水上交通施

@設／港
鉄道駅

女性用更衣

@　室
男子用更衣

@　室
キャンプ施

@　設

アルコール

�ｿを提供
ｷる施設

1，表蹴念礁函雌； 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所

正答率が低い図記号
鍔1・騰∵・　　　　　馬　．‘　．

画 團 固 塵 圃 團 國
ゼ1諮解’一，一 64．4 64．4 633 62．8 57．4 56．4 46．8
　　　　　　一　　7　　　　　　　　　　　　　」　一E表示総。・　畳　．　　　　　　　　一

ガソリン

Xタンド

薬局／ド

宴cグス
gア等

ロープ

Eェイ輸
落{設

郵便局及びポスト スポーツ活動の場所 公園
カート置

@き場

趨識念の嚇礁 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所

ビ証∴；垂・∵’l

月O避蟹ll…
ビアホー

求^飲み

ｨ等

病院／保

衷梶^救

}場所等

電車ノリ

tト等
封筒 メール

スポーツ

@用品

スポーツ

p品レン
^ル所

ベンチが

@あり

荷物預か

閨^荷物

@到着

灘肉麺墾晦 具体物 別の場所 具体物 具体物 行為 具体物 別の場所 具体物 別の場所

菱蝉蘇i 模写 場所一具体
@物

模写 模写 類似 順序
場所一具体

@物
模写

場所一具体

@物

癒晦◎： 圃 晶曲一

堰v凸一 圃 囹 國
　　　　　　　　一P∵藍．．㌧距答薬一．、 47．3 44．1 33．5 27．1 39．4
セ　　・・弔・1≒亨一÷　　　　　　「ゴ　　‘

ｵ墨：朔蜜．．豊 店舗／売店 荷物を一時預かり所 託配受付 クローク
ケーブル

Jー施設

1麹懸撫頻磯 場所 場所 場所 場所 場所

ゼγ∵’凸等▼∵I

血ﾔ鱒艦慧 荷物

荷物預り

^荷物検

@査

カバン、

@荷物

カバン売

闖黶^荷

ｨ検査

大きい荷

@物

旅行案内所

^観光パス

@乗り場
衣類用品

休憩所／

X衣室

地下鉄／

o山電車
^バス等

溝聾囎礁難鷲1 具体勃 別の場所 具体物 別の場所 具体物 別の場所 具体物 別の場所 具体物
　ピ　隔　研・r‘㌔　」l

宴S驚甦ゆ欝1 模写
場所一具体

@物
模写

場所一具体

@物
模写

場所一具体

@物
順序

場所一具体

@物
模写
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置き場」が「荷物預かり、荷物到着」等と解釈される例では、「カート」という図記号の

画材は「カート」より「荷物」の部分が大きく、注目されやすいので、画材の一部によっ

て解釈されやすい。

　「カテゴリー順序の置換で表す図記号」と解釈される例では一飼以ポーツ活動の場

所」が「スポーツ用品」と解釈される。

　「場所の概念を具体物の画材に置換」で表した図記号では、場所に関連する道具は明確

で単一の機能を持つ場合、その道具で表す図記号は理解されやすいと考えられる。また、

多様な機能を持つ道具という画材や、画材がシンプルさ、画材間のバランス等に対して、

注意する必要がある。

（5）象徴化で表す図記号

　これらの図記号では、抽象的な符号や文字、矢印などの画材によって表したため、画材

と表示概念の規約性を学習する必要があり、理解度は使用経験により強く影響されている。

象徴化で表す図記号された部分の意味が分からないと、図記号全体の表示概念が解釈でき

ない。

「象徴化」で表した正答率の高いもので1ま、例えば…習「タクシー輸送搬及びタクシ

ー乗降所」や圃「通話による緊急通轍置」、（P）r輌が騨してもよい施設及び場

所」などの図記号において、日常生活の中に普及されている英語のイニシャルや、符号は

よく使われている。

　表4－12に示す「象徴化」で表した図記号はほかの「象徴化で表す図記号」概念として

鰍されることが多い．例えば階「レンタルか輸送施設」は「舳がる、赤信号」等

と解釈され、「R」という英語のイニシャルを「右、赤」として解釈される。このような

符号や文字の縮写は学習しやすいものを選ぶ必要がある．邸「スキーの先を上げる」は

「スキー板を上げる、リフトで上がる」等と解釈される場合、矢印とほかの画材との関係

が不明確であり・ほかの関係として解釈されやすい・また・圃「リサイクル品を回収する

設備及び施設」は「曲がる道」等と解釈される。抽象的な画材で表した図記号は交通規制

標識として解釈しやすく、交通規制標識はつよく印象づけられていることが分かった。
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表4－12　象徴化で表した図記号

正答率が高い図記号

図肥号 圏 圃 ◎ 一一Hl　　j 圏
r一讐暫P『曽一

ｯ一＿＿＿」 圏 囮
正答率 94．7 83．5 81．4 79．3 73．4 72．9 71．8 68．6

表示概念
タクシー乗

@り場
緊急電話

駐準しても

謔｢場所
病院全般 温泉施設

銀行及び両

@替施設
ファックス 緊急ボタン

表示概念の意味属性 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所 場所

正答率が低い図記号

図肥号 画 國 国 園 団
正答率 55．3 49．5 47．9 46．3 44．1 42．6

表示概念
救護所／

ﾛ健室

リフト降

@り場
安全バーを開ける

遺失物取

ｵう施設
キャッシュサービス 進入禁止

表示概念の意味属性 場所 行為 行為 場所 場所 行為

誤答内容
手をふれ

@るな

リフト／

ﾖ子
リフト 座れます

安全バー

�ﾂめる
案内所 支払い口

会計／有

ｿトイレ

　　爪
^とまれ

誤答内容の意味属性 行為 具体物 具体物 行為 別の行為 別の場所 別の場所 別の場所 別の行為

誤答の理解の仕方 行為一行為 模写 模写 行為一行為 象徴化 象徴化 模写 象徴化 象徴化

図肥号 圏
「雫一 @　一‘－－、 ◎＼、Ωノ

園
正答率 41．0 38．8 31．4 28．2

表示概念 リサイクル品回収 安全バーを閉める 案内所 スキーの先を上げる

表示概念の意味属性 場所 行為 場所 行為

誤答内審

迂回路／

Eまわり
^回転ド
A／方向

コロジ 安全バー 座れます

リクライ

jングな

@し

情報、救

@急
スキーの

謔驍竄ﾂ

坂になっ

ﾄいます

スキー板

�繧ｰる

@等

誤答内容の意味属性 性質 状態 具体物 行為 状態 抽象物 場所 状態 別の行為

誤答の理解の仕方 類似 象徴化 模写 行為一行為 象徴化 象徴化 模写 類似 象徴化

図肥号 △
（箪〉脳　　一つ” （f＼、．，！ 降一｝一 顧魅＿一＿一

庵
正答率 24．5 22．9 15．4 11．7 11．2 9．6

表示概念 感電（注意） 会計施設 情報を提供する施設
乗り継ぎ

@施設

広域非難

@場所
車両貸し出し施設

表示概念の意味属性 出来事 場所 場所 場所 場所 場所

誤答内唇

下り曲り道

^急カープ

壕ﾓ／前に

@行く

落雷注意

^フラツ

@シュ

銀行／両

@替
幼児

インター

lット
^rr電話

左旋回／

檮助¥／

q空路線

グランド／

?ｽまり／

鰍ﾉ注意

車

右側走行／

E曲がる／

ﾔ信号等

誤答内審の意味属性 性質 別の出来事 別の場所 主体 抽象物 状態／形状 形状／状態 具体物 言謳／形状

誤答の理解の仕方 類似 象徴化 象徴化 模写 象徴化 象徴化 象徴化 模写 象徴化
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4．5考察

　以上、異なる年齢・文化の使用者を対象に案内用図記号の理解度調査を行い、表示概念

と画材との関係という視点から調査結果を分析し、以下のようにまとめた。

（1）異なる使用者の正答率結果から、外国人と高齢者は一般使用者より図記号の意味が

分かりにくく、特に高齢者は身体動作や人間活動で表す図記号や、類似性に基づく図記号、

象徴化で表す図記号された図記号に対して特に理解し難いと考えられる。

（2）各画材選択法で表す図記号の平均正答率の結果から、画材選択法の違いが図記号の

理解度の違いに与える影響が明らかになった。「特定の行為の概念を具体物の画材に置換

（換喩）」、「模写（類像）」、f行為の一般概念を特定の行為の画材に置換（換喩）」、「場所

の概念を具体物の画材に置換（換喩〉」などの画材選択法は相対的に正答率が高い。「カテ

ゴリー順序の置換（提喩）」、「場所の概念を行為の画材に置換（換喩）」、「場所の概念を主

体の画材に置換（換喩）」、「象徴化（象徴）」、「類似する事物への置換（隠喩）」などの画

材選択法は相対的に正答率が低い。

　第3章では、記号論と比喩の視点から画材選択法を分類した。上述した結果によって、

「類像的図記号」や一部の「換喩図記号」の正答率は相対的に高く、1隠喩図記号」や、1提

喩図記号」、一部の「換喩図記号」、「象徴的図記号」の正答率は相対的に低いことが分か

った。

　記号論の観点から見れば、「類像的記号」は、記号内容と記号表現の関係は最も強い。

そのため、類像的関係に基づき、「模写で表す図記号」が分かりやすいと考えられる。

　　「指標的記号」は、記号内容と記号表現が何らかの関係で結ばれている。それらの関係

は比喩の観点から見れば、「隠喩」的関係、「提喩」的関係、「換喩」的関係が挙げられる。

今回の調査結果から、一部の「提喩」に基づき表す図記号が分かりやすく、「隠喩」や「提

喩」、一部の「提喩」に基づき表す図記号が分かりにくいことが分かった。

　　「象徴的記号」は、記号内容と記号表現が恣意的であり、その関係は学習されなければ

ならない。そのため、象徴的関係に基づき、「象徴化で表す図記号」が分かりにくいと考

えられる。

　（3）各画材選択法における正答率の高いものと低いものの分析から、各々の画材選択法
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を生かす一定の留意点がうかがえる。

今後、これらの分析結果を生かし、より効果的なデザイン方法を考察する必要がある。
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　　　　　　　　　第5章

案内用図記号の表示概念に適した画材の選択方法



5．1研究の背景と目的

　本研究は、図記号全体の表示概念と画材の関係を調査し、表示概念と画材の関係を概観

し、記号論と比喩の理論に基づいて表示概念と画材との関係を分析して、表示概念と画材

との関係に基づく画材選択法の分類を試みること、理解度調査を通して、画材選択法が理

解度に与える影響を明らかにし、画材選択法が理解度に与える影響の違いを踏まえて、優

れた図記号のデザイン指針を得ることを目的とした。第2、3、4章では、図記号の表示概

念と画材との関係に着目し、17分野の図記号に対する表示概念と画材の意味属性の調査を

行い、記号論と比喩の観点から図記号の表示概念と画材との関係を分析し、それぞれの関

係に基づく画材選択法の分類を提案し、図記号の理解度調査を通じ、それぞれの画材選択

法で作られた図記号の分かりやすさの違いや、分かりやすい図記号と分かりにくい図記号

の特徴を抽出した。

　本章では、優れた案内用図記号のデザイン指針を得ることを目的に、表示概念に適した画材選

択法と画材制作のチェックリストを探ることを試みた。

5．2案内用図記号に適した画材選択法

5．2．1高い正答率を示していた画材選択法

　第4章では、理解度調査を通して、画材選択法別の平均正答率が分かった。高い正答率を

得た画材選択法は下記の表示概念に対応している（図5－1）。

　「模写」の画材選択法は「具体物」と「場所」の表示概念を表しているe「行為の一般概

念を特定の行為画材に置換」と「特定の行為概念を具体物画材に置換」は「行為」の表示

概念を表している。「場所概念を具体物画材に置換」は「場所」の表示概念を表している。

すなわち、高い正答率が示された表示概念は「具体物」、「場所1と「行為」である。

　「具体物」、「場所」と「行為」の3つの表示概念に用いた画材選択法では、理解度が高

い選択法と理解度が低い選択法が見られた。「出来事」や「状態」、「性質」などの表示概念

に用いた画材選択法では、今回の調査によって、理解度が高い選択法が見られなかった。

これらの結果によって、本研究では「具体物1、「場所」、「行為」の3つの表示概念に適し

97



画材選択法 表示概念

「行為」の「般概念を「行為」画材に置換

特定の「行為」概念を「具体物」画材に置換

「場所」概念を「具体物」画材に置換

　　　　　　図5－1高い正答率を示していた画材選択法とそれらを用いた表示概念

た画材選択法を提案する。

5．2．2「具体物」の表示概念に適した画材選択法

　　　　　　　　　図5－2　「具体物」の表示概念に適した画材選択法

　図5－2に示すように、「具体物」の表示概念に適する画材選択法は「模写」と「カテゴリ

ー順序の置換」がある。具体物の表示概念は単体の具体物である場合、「模写」の画材選択

法が適する．例えば囮「消火器」を表す場合、消火器の「模写」が適する．具体物の

表示概念は集合概念である場合、「カテゴリー順序の置換」の画材選択法が適すると考えら

れる・例えば國「玩具」という集合概念を表す胎鞭類の玩具の「カテゴリー川頁

序の置換」が適する。
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5．2．3「場所」の表示概念に適した画材選択法

当該場所で特定の具体物や

設備は使われているか

当該場所の特定の使用者や

　関連活動があるか

慣用化されている文字や符

　　号等があるか

カテゴリー順序の

　　置換

場所の概念を行為の画材に

　　　　置換

Qr

場所の概念を主体の画材に

　　　　置換

図5－3　「場所」の表示概念に適した画材選択法

　図5－3に示す、「場所」の表示概念を表す画材選択法は「模写」と「場所概念を具体物画

材に置換玉「場所概念を行為画材に置換」、「場所概念を主体画材に置換」、「象徴化」、「カ

テゴリー順序の置換」がある。それぞれの理解度の違いや分かりやすいものの特徴によっ

て、当該場所で特定の具体物を使っている場合、「模写」や「場所概念を具体物画材に置換」

の画腿択法は最もすすめられる．例えば画「風呂施設」を表す鵬風呂の使用状

況がそのまま醐される膜写」が適する・画「理容・美容鰍を表す胎当該施設

に使われている具体物があり、「場所概念を具体物画材に置換」が適する。そして、特定の

使用者や関連活動がある場合、「場所概念を行為画材に置換」、「場所概念を主体画材に置換」

の画材選択法が適する．例えば［動水泳施設」を表す胎当該搬における特定の

活動があり・噺鵬を行緬材に置換」樋する．［至］「好用搬」を表す場合N当

該施設における特定の使用者がいり、「場所概念を主体画材に置換」が適する。慣用化され
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れている文字や符号等がある場合、「象徴化」の画材選択法が適する．例えばPし「騨

場」を表す場合、慣用化されている文字があり、「象徴化」が適する。「カテゴリー順序の

置換」の画材選択法の理解度はもっとも低かったため、最後の選択肢であると考えられる。

5．2．4「行為」の表示概念に適した画材選択法

　図5－4のように、「行為」の表示概念を表す画材選択法は「特定の行為概念を具体物画材

に置換」や、「行為の一般概念を特定の行為画材に置換」、「象徴化」が挙げられる。「行為」

の表示概念は特定の具体物で行われる場合、「特定の行為概念を具体物画材に置換」は最も

適する．例えば⑪鞘編の使用を禁止する」を表す場合、当該行為に対応する特定

の具体物があり、「特定の行為概念を具体物画材に置換」が適する。また、「行為」の表示

概念を特定の行為で表せる場合、「行為の一般概念を特定の行為画材に置換」が適する。例

えば0「静かに」を表す場合、当該行為に対応する特定の躰動作があり・「行為の一

般概念を特定の行為画材に置換」は適する。「行為」の過程を表す場合、矢印が利用でき、

f象徴化」の画材選択法が適する。

特定の具体物で行う行為で

　　　　あるか

特定の行為を具体物の画材

　　　　に置換

行為の一般概念を特定の行

　　為の画材に置換

図5－4　「行為」の表示概念に適した画材選択法
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5．3　画材制作のチェックリスト

　第4章では、各画材選択法で表した図記号の分かりやすいものと分かりにくいものの特

徴について分析した。それらの結果によって、以下の画材選択法時の留意点を指摘できる。

（1）模写

　・日常生活でよく使う具体物や場所を表すとき有効である。

　・日頃使いなれないものを表すときは、身近なものとの違いをはっきりと示す必要が

　　ある。

（2）類似する事物への置換

　・「飲料水」の例から見ると，ある性質を示す図記号には、性質を類推しやすい具体

　　物の画材を用いることが有効のように思われる。

　・「右側立ち」や「二列整列」のように、「位置関係」や「数量」などの抽象的な関係

　　は例示した図記号では表している内容が理解されにくい。

（3）カテゴリ・一順序の置換

　・「ペット」や「コインロッカー」の例からみると、カテゴリー一一一一順序を置き換えた画

　　材であることが理解できない。

（4）行為の一般概念を特定の行為画材に置換

　・「水泳禁止」など、この画材の選び方はよく理解される。

　・ほかの意味によく用いられている画材を選ぶと、誤答が増える。

（5）特定の行為概念を具体物画材に置換

　・例えば、「カメラ」で「撮影」を表すなど、この函材選択法は理解されやすい．

　・「ハンバーガー」のように具体物を模写した図記号と誤解する例もある、

（6）場所概念を行為画材に置換

　・「水泳施設」のように、行為の姿から、唯一・・一一の場所を連想できる場合は理解農ぶ蕩

　　い。

　・「待ち合わせ場所」のように、行為の姿から場藤以興の概念AS連想できた9、「承飲

　み機」のように、大まかな行為で表すと別の行為を想像でき、誤解が起きる。
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1．模写で衷しているか

　　　Yes
他の身近なものに似ているか

　　　Ye5
他の身近なものとの違い
をはっきりと示す

ND No

2．類似する事物への置
　　換で表しているか

Yes

　　Yes

類似する部分を強調する

画材の衷現を修正する

No

Ne

3．カテゴリー順序の置
　　換で表しているか

　　　Yes
画材の模写として見えるか

　　　Yes

他の画材で表す、又は
画材の種類を増やす

No No

4．行為の画材を使って
　　いるか

Yes

　　　Yes
画材の表現を修正する

ほかの意味によく用い別の行為が連想できる
られているか　　　　　か

　　　　　　　　　　　　　　　　No

ND

5．具体物の画材を使っ
　　ているか

Yes

画材はシンプルすぎる画材はさまざまな場所
か　　　　　　　　　で用いられるか

　　　Yes
画材の表現を修正する

　　　　　　　　　　　ND

No

6．主体の画材を使っ
　　ているか

　　　　Yes一一一一一一一
ぽかの職業や行為に見えるか

　　　Ye5

画材の表現を修正する

NO

No

7．象微化した画材を使
　　っているか

Yes

公知されていない文字矢印と指示対象の対応
記号を使っているか　　関係が明らかでないか

　　　　　　　　　　　　　　　　No　　　Yes
画材の表現を修正ずる

No

図記号の完成

図5－5　画材制作のチェックリスト
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（7）場所概念を主体画材に置換

　・「女性用施設」のように、主体の姿から、場所の機能が連想できる図記号もある。

　・「男性用施設」ほか多くの「主体」画材は、いろいろな職業や行為に見えるため誤

　　解が起こる。

（8）場所概念を具体物画材に置換

　・「美容室」のように、具体物が施設の特徴を示す例は多いので、この画材選択法の

　　理解度は概して高い。

　・「宅配受付」のように、さまざまな場所で用いられる具体物の画材や、「ガソリンス

　　タンド」のように表現の単純化をしすぎた画材は、理解されにくい。

（9）象徴化

　・「タクシー」や「SOS」のように、正解的に知られた言語を挿入した図記号の理解度は高

　　い。

　・「レンタカー」のように、公知されていない文字記号を用いたり、「スキーの先を上げる」

　　のように、日常的には、動きを伴わない行為に，矢印を用いることは理解されにくい。

　以上、各画材選択法時の留意点を画材制作のチェックリストとしてまとめ直すと、図5－5の

ように示すことができる。

　「模写」という画材選択法の留意点では、日頃使いなれないものを表すときに、身近な

ものとの違いをはっきりと示すということで、画材を作成するとき、この画材選択法で表

す図記号に対して、ほかの身近なものに似ているかどうかをチェックする必要がある。

　「類似する事物への置換」で表す図記号では、表示概念と画材との類似性が分かりにく

いので、類似する部分を強調しているかどうかをチェックする必要がある。

　「カテゴリー順序の置換」で表す図記号では、画材の模写として理解されやすいかどう

かをチェックする必要がある。

　「行為の一般概念を特定の行為画材に置換」と「場所概念を行為画材に置換」という二

つの画材選択法は、ともに行為という画材を使用するため、共通の留意点がある。行為と

いう画材で作成するとき、画材はほかの意味によく用いられているか、別の行為と解釈で

きるかをチェックする必要がある。
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　「特定の行為概念を具体物画材に置換」と「場所概念を具体物画材に置換」という二つ

の画材選択法は、ともに具体物という画材を使用するため、共通の留意点がある。具体物

という画材で作成するとき、画材はさまざまな場所で用いられているか、表現の単純化を

しすぎるかをチェックする必要がある。

　「場所の概念を主体の画材に置換jで表す図記号では、主体という画材はほかの職業や

行為に見えるかどうかをチェックする必要がある。

　「象徴化」で表す図記号では、公知されていない文字記号や、細かい動作と矢印との関

係が分かりにくいため、象徴化した画材は公知されているかどうか、矢印と指示対象との

対応関係が明らかであるかどうかをチェックする必要がある。

　また、図記号の制作手順とこれらの指針との関係では、図記号を制作する前に、図記号

表示概念に応じて、表示概念に適した画材選択方法を参考にし、適する画材が選択できる．

図記号を制作する時、各画材選択方法の留意点とチェックリストを参考にし、誤解が起き

やすい画材のデザインを避けることができると考えられる。

5．4　図記号デザイン指針の検証

5．4．1　実験目的

　以上の考察で得られた、案内用図記号に適した画材選択法と画材制作のチェックリストが、本

論文が提案する案内用図記号のデザイン指針である。本節では、第4章で取り上げた図記号の理解

度調査のうち正答率の低い図記号について、前節で考察した案内用図記号に適した画材選択法と画

材制作のチェックリストに従ってリ・デザインを行い、その有効性を検証する。

5．4．2　実験手順

　実験は以下の手順で行った。最初に理解度が低い図記号を選んで、表示概念に適した画

材選択方法と画材制作のチェックリストに従って、これらの図記号の改善案を作成した。

次に被験者に質問紙調査を実施し、被調査者は各図記号の表示概念を解答欄に自由記述式

に記入した。その後、解答の結果を集計し、改善案と原案の理解度を対照しながら、デザ
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イン指針の有効性を検討する。最後に、図記号デザイン指針を修正し．有効な画材選択法

と画材制作のチェックリストを確定する。

5．4．3　図記号原案の改良

　第4章の理解度調査によって、標準化されている図記号の中に、理解度が低いものが存

在していることが分かった。今回の検証実験では、それらの理解度が低い図記号の中から

6種類の図記号を選び、表示概念に適した画材選択方法と画材制作のチェックリストをも

とに、理解度を向上させるために改良を加えた。具体的な方法は以下のとおりである。

（1｝表示概念に適する画材選択法による改良

　表示概念に適する画材選択法による改良したものに「乳幼児のための施設」、f自然保護」、

　「ベビーカー使用禁止」などがある（図5－6）。

　　「乳幼児のための施設」は、当初「場所の概念を主体の画材に置換」で表したが、“保育

所”や“幼稚園”などと読む人が多く、平均正答率が45．2％しかなかった。この図記号は

「場所」の表示概念を表すため、「場所」の表示概念に適する画材選択法を参考にした。当

該場所で特定の具体物が使われている場合、「模写」や「場所の概念を具体物の画材に置換」

の画材選択法を優先にすすめるため、乳幼児が使う哺乳瓶という画材を描き加えた。

　「自然保護地域」は、「乳幼児のための施設」と同様に、鹿と樹木という主体的な生物（準

人間）によって「場所」の表示概念を表したが、“鹿がいる”、“野生動物園”などと読む人

が多く、平均正答率が8．9％しかなかった。「場所」の表示概念に適する画材選択法を参考

にし、まず、当該場所は特定の具体物や設備があるかをチェックすると、特定の具体物が

ないため、「模写」と「場所の概念を具体物の画材に置換1の画材選択法が選択できなかっ

た。次に、当該場所の特定の関連活動や使用者がある場合、「場所の概念を行為の画材に置

換」、「場所の概念を主体の画材に置換」の画材選択法をすすめるが、原案は“鹿”の意味

が強調されているため、「場所の概念を主体の画材に置換」の画材選択法を廃棄し、「場所

の概念を行為の画材に置換」を選んだ。そのため、改善案は両手を広げるという行為の画

材を入れ替え、“保護”の意味を強調し、何株の木で“自然”の意味を表す。また、これら

の画材によって「自然」と「保護」との能動と受動の関係を表現した。
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乳幼児のための施設

自然保護地域

ベビーカー使用禁止

　　　　　　　　　　　　　　　図5－6　原案と改善案

　「ベビーカー使用禁止」は、当初「行為の一般概念を特定の行為の画材に置換」で表し

たが、“子供連れ禁止”や“子供禁止”などと読む人が多く、43．1％の平均正答率がしかな

かった。この図記号は「行為」の表示概念を表すため、「行為」の表示概念に適する画材選

択法を参考にした。特定の具体物で行う行為である場合、「特定の行為を具体物の画材に置

換」という画材選択法が優先にすすめるため、ベビーカーという具体物の画材を入れ換え

た。

（2）画材制作のチェックリストによる改良

　画材制作のチェックリストによる改良したものに「展望地」、 「手荷物宅配」、「案内所」
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などがある（図5－7）。

　「展望地」は・「場所の概念を行為の画材に置換」で表し、“飲み物”や、・・不明”などの

答えが多く、平均正答率が59％しかなかった。この図記号は「場所」の表示概念を表して

いるが、当該場所で使われている特定の具体物や、当該場所の特定の使用者、慣用化され

ている文字などがないため、当初の「場所の概念を行為の画材に置換」の画材選択法を基

に、画材制作のチェックリストを参考にした。また、この図記号は「行為」の画材を使っ

ているため、「行為」の画材におけるチェックリストを参考にした。当該図記号では、行為

に付属する具体物の画材はシンプルすぎ、行為と具体物との関係が分からないため、別の

行為として連想しやすかった。それを改良するため、展望という行為に付属している望遠

鏡という具体物を大きく見えるように表現した。

麟

賄

図5。7　原案と改善案
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　「手荷物宅配」は、「場所の概念を具体物の画材に置換」で表し、“観光案内”や“旅行

バス”などの答えが多く、平均正答率が33．5％しかなかった。この図記号は「場所」の表

示概念を表し、当該場所における特定の具体物の画材を優先にすすめるため、当初の画材

選択法を基に、画材制作のチェックリストを参考にした。また、この図記号は、「具体物」

の画材を使っているため、「具体物」の画材におけるチェックリストを参考にした。当該図

記号の「車1という画材はシンプルすぎて、“観光案内”や“旅行バス”などと解釈しやす

いと考えられる。それを改良するため、「車」という画材を大きく見えるように表現し、「ス

ーツケース」という画材を小さくなるように調整した。また、「車でスーツケースを運ぶ」

という表現によって、「車」と「スーツケース」の能動と受動の関係を表現した。

　「案内所」は、「象徴化」で表し、“不明”などの答えが多く、平均正答率は15．4しかな

かった。この図記号を表すため、「疑問符」という抽象画材が国際的に使われているが、あ

まり慣用化されていないため、「案内する」という行為を描き加えた。

5．4．4　実験概要

　本実験は2008年6月に、日本人大学生30名、中国人若者20名、日本人高齢者10名

に質問紙調査を実施した。調査用サンプルはJISによって標準化された案内用図記号のう

ち、本研究で提案したデザイン指針に沿って、改良された6種類の図記号である。被験者

は各図記号の表示概念を解答欄に自由記述式に記入した。なお、中国人の被験者は20代前

半の大連に在住する大学新卒社員で、電子メールを通して、質問紙調査の回答を得た。

5．4．5　実験結果と分析

　JISが設定した表示概念を正答として、日本人大学生、中国人若者、日本人高齢者、被験

者全体、それぞれの各図記号サンプルにおける表示概念の正答率を算出した。なお、表現

が異なっても、図記号の機能を理解していれば、正答とした。

　表5－1では、図記号の原案と改善案において、各被験者グループと被験者全体における

平均正答率を示す。

108



表5－1原案と改善案の正答率

被験者の正答率

図記号 全体 日大 中大 日高

原案 改善案 原案 改善案 原案 改善案 原案 改善案

乳幼児のための施設 452 88．3 62．3 96．7 0．0 70．0 58．0 100．0

自然保護地域 8．9 95．0 7．5 90．0 14．9 100．0 0．0 100．O

ベビーカー使用禁止 43．1 90．0 64．2 100．0 17．0 70．0 43．2 100．0

展望地 59．0 66．7 79．2 58．3 61．7 80．0 46．6 65．0

手荷物宅配 33．5 65．8 71．7 76．7 25．O 60．0 14．8 45．0

案内所 31．4 85．0 39．6 100．0 48．9 85．0 17．0 40．0

　　「乳幼児のための施設」は被験者全体の平均正答率が45．2％から88．3％になって、43ポ

イント改善されたe日本人大学生、中国人若者、日本人高齢者の平均正答率は34、70、42

ポイントも改善された。この図記号は「場所」の表示概念に適する画材選択法によって新

たにデザインされ、「場所の概念を具体物の画材に置換」と「場所の概念を主体の画材に置

換」という二つの画材選択法で表現されている。改善案の結果から、哺乳瓶という具体物

の画材を描き加えたことによって、当該図記号の理解度はかなり改善された。「場所」の表

示概念を表すとき、当該場所における特定の具体物や設備がある場合、「場所の概念を具体

物の画材に置換」を優先にすすめる条件は有効であることが検証された。特に、中国人若

者の被験者は、原案に対して0％の正答率であったが、改善案に対して70％の正答率であ

り、特に理解度が改善された。当該図記号が中国であまり普及されていないため、赤ちゃ

んという様々な解釈を持っている画材で表すと、誤解しやすいが、哺乳瓶という画材を描

き加えたことによって、場所の機能を制限し、正答率が改善されたと考えられる。

　「自然保護地域」は被験者全体の平均正答率が8．9％から95．0％になって、86％ポイント

改善された。日本人大学生、中国人若者、日本入高齢者の平均正答率は83、85、100ポイ

ントも改善された。この図記号は「場所」の表示概念に適する画材選択法によって新たに

デザインされ、「場所の概念を行為の画材に置換jの画材選択法で表現されている。改善案

の結果から、広げた両手と樹木の画材を入れ替えたことによって、当該図記号の理解度は
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かなり改善されたe「場所」の表示概念を表すとき、当該場所における特定の使用者や関連

活動がある場合、「場所の概念を行為の画材に置換」と「場所の概念を主体の画材に置換」

をすすめるが、この改善案から、主体の画材は様々な意味として解釈される場合、「場所の

概念を行為の画材に置換」の画材選択法をすすめると考えられる。

　「ベビー一カー使用禁止」は被験者全体の平均正答率が43．1％から90．0％になって、47ポ

イント改善された。日本入大学生、中国人若者、日本人高齢者の平均正答率は36、53、57

ポイントも改善された。この図記号は「行為」の表示概念に適する画材選択法によって新

たにデザインされ、「特定の行為概念を具体物画材に置換」で表現された。改善案の正答率

の結果から、ベビーカーだけの具体物の画材で表現することによって、当該図記号の理解

度はかなり改善された。「行為」の表示概念を表すとき、当該行為に対応する特定の具体物

がある場合、「特定の行為概念を具体物画材に置換」を優先にすすめる条件は有効であるこ

とが検証された。

　「展望地」は被験者全体の平均正答率が59．0％から66．7％になって、7ポイント改善さ

れた。中国人若者、日本人高齢者の平均正答率はともに18ポイントも改善されたが、日本

入大学生の平均正答率は21ポイント落ちた。この図記号は展望という行為に付属している

望遠鏡という具体物を大きく見えるように表現した。改善案の正答率の結果から、望遠鏡

の画材を大きく表現することによって、当該図記号の理解度は全体的に改善された。「行為」

の画材を使っているとき、当該行為に付属する具体物がシンプルすぎる場合、修正する必

要があると考えられる。

　「手荷物宅配」は被験者全体の平均正答率が33．5％から65．8％になって、32ポイント改

善された。B本人大学生、中国人若者、日本人高齢者の平均正答率は5、45、30ポイント

も改善された。この図記号は車という具体物を大きくして、車とスーツケースの能動と受

動の関係を見えるように表現されたe改善案の正答率の結果から、上述した表現によって、

当該図記号の理解度はかなり改善された。「具体物」の画材を使っているとき、具体物がシ

ンプルすぎる場合、修正する必要があるというチェックポイントは有効であると考えられ

る。また、複数の具体物で表す場合、画材問の能動と主動の関係を明示することによって、

図記号の表示概念を解釈したいと考えられる。
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　「案内所」は被験者全体の平均正答率が31．4％から85．0％になって、54ポイント改善さ

れた。日本人大学生、中国人若者、日本人高齢者の平均正答率は60、36、23ポイントも

改善された。この図記号は「象徴化」の画材選択法を基に、さらに「行為」という画材を

描き加えた。改善案の正答率の結果から、案内するという行為の画材を描き加えたことに

よって、当該図記号の理解度はかなり改善された。「象徴化」の画材選択法を利用するとき、

抽象的な画材は公知されていない場合、具体的な画材を描き加えることによって解釈しや

くなると考えられる。

　また、原案と改善案の有意差の検定を行った（危険率5％〉。結果として、「乳幼児のた

めの施設」、「自然保護地域」、「ベビーカー一一一．使用禁止」、「案内所」において、有意差が見ら

れた。「展望地」、「手荷物宅配」において、有意差がなかった。

5．4．6　図記号デザイン指針の再検討

（1）画材選択法とチェックリストの修正

　図記号デザイン指針の検証実験に基づき、以下の検討を行った。

　各改善案の結果から、今回の検証実験では、表示概念に適する画材選択法と画材制作の

チェックリストによって作られた改善案は原案より理解度が高かった。また、有意差検定

の結果によって、f乳幼児のための施設」、「自然保護地域」、「ベビーカー使用禁止」、「案内

所」の図記号は特に改善されたと考えられる。

　また、「乳幼児のための施設」、「自然保護地域」、「ベビー一カー使用禁止」、「展望地」、「手

荷物宅配」、「案内所」の改善案における被験者の平均正答率は88．3％、95．0％、90．0％、

66．7％、65．8％、85．0％であった。前述したように（4．5）、図記号の正答率は66．7％以上で

ある場合、当該図記号は正答率の高い図記号として認められると判断する。そのため、「手

荷物宅配」以外の改善案は正答率の高い図記号であると考えられる。

　しかし、「展望地」と「手荷物宅配」の正答率はほかの改善案より正答率が低かった。「展

望地」は「望遠鏡がある」などと読む人がいる。被験者が述べている意味は意図している

ものではないが、実際に図記号を使用するとき、多分理解できるだろうと考えられる。「手

荷物宅配」は「トラック専用車」、「トラック貸し出し」や「不明」などと読む人がいる。
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1．摸写で表しているか

　　　　Y・・一一一一一一一
他の身近なものに似ているか

　　　Yes
他の身近なものとの違い

をはっきりと示す

No No

2．類似する事物への置
　　換で表しているか

　　　　　Yes
類似する部分を強細していないか

Ye8

画材の表現を修正する
NO

No

3．カテゴリー順序の置
　　換で表しているか

　　　　Yes
画材の模写として見えるか

　　　Yes

他の画材で表す、又は
画柑の種類を増やす

No No

4．行為の画材を使って
　　いるか

Yes

行為に付属する具体物ほかの意味によく用い別の行為が連想できる
がシンプルすぎるか　　られているか　　　　　か

　　　Yes

画材の表現を修正する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No

No

5．具体物の画材を使っ

画柑はシンプルすぎる画材はさまざまな場所
か　　　　　　　　　で用いられるか

　　　Ye5
i材の表現を修正する
受動と主動の関係を明
示するなど

No

6．主体の画材を使っ
　　ているか

　　　　Y・5「一一一一一一
ほかの職業や行為に見えるか

　　　Ye5
画材の表現を修正する

No

No

7．象微化した百材を使
　　っているか

Ye5

公知されていない文字矢印と指示対象の対応
記号を使っているか　　関係が明らかでないか

　　　Yea
i材の表現を修正する
具体的なi材を描き加
えるなど

No

No

図記号の完成

図5－8修正した画材制作のチエツクリスト
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トラックの画材はさまざまな場所に用いられるため、車の画材を工夫する必要があると考

えられる。

　「乳幼児のための施設」、「自然保護」、Fベビーカー使用禁止」などの改善案によって、暢

所」、「行為」の表示概念に適する画材選択法の有効性を検証し、これらの表示概念に適す

る画材選択法の優先順位を確認した。また、主体の画材は様々な意味として解釈される場

合、「場所の概念を行為の画材に置換」の画材選択法をすすめると考えられる。

　「展望地」、「手荷物宅配」などの改善案によって、「行為」と「具体物」の画材における

チェックリストの有効性を確認した。また、複数の「具体物」で表す場合、画材問の能動

と受動の関係を明示することによって、図記号の表示概念を解釈したいと考えられる。「行

為」の画材を使っているとき、当該行為に付属する具体物がシンプルすぎる場合、修正す

る必要があると考えられる。「象徴化」の画材選択法を利用するとき、抽象的な画材は公知

されていない場合、具体的な画材を描き加えることによって解釈しやいと考えられる。

　これらの修正結果の図5－8にまとめた。

（2）図記号デザインのその他の留意点

　文献によれば、単純性、明瞭性、連続性、統一性、システム性などが図記号をデザイン

するうえで考慮しなければならない基本的な原則である［注1］。今回、検証実験に用いた

図記号の原案と改善案を対照することによって、上述した原則のほか、次の留意点が明ら

かになった。

・文法的な構成方法を画材の配置に用いること

　「手荷物宅配」と「自然保護」の改善案では、画材間の文法的な能動と受動の関係を明

示することによって、理解度が改良された。これらの原案は“車”と“スーツケース”、“樹

木”と“鹿”のように、上下、左右の配置で表現され、画材と画材との関係が明示されて

いない。改善案は、“スーツケースを運んでいる車”、“樹木を両手の中に保護している”の

ように、画材の配置から能動と受動の関係が明示されている。文法的な構成方法を画材の

配置に用いることによって、図記号を解釈しやすくなると考えられる。

　特に、「手荷物宅配」や「自然保護」のように、表示概念自身は能動と受動の関係を含む
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場合、この方法は有効となると考えられる。

・重要な部分を大きく見せること

　「ベビーカー禁止」と「展望地」の改善案では、強調したい画材を大きく見えるように

修正することによって、理解度が改良された。これらの原案は“ベビーカー”より“ベビ

・一
Jーを使っている親子”が強調され、“望遠鏡”が小さすぎて・強調したいことが明示さ

れていない。重要な部分を大きく見せることによって、図記号を解釈しやすくなると考え

られる。

・図記号化しにくい表示概念が存在していること

　今回の実験に用いられた図記号は新たにデザインされて、理解度が改善されたが、その

以外、いくら修正しても表現にくい図記号が見られた。例えば、「博物館」や「乗り継ぎ」、

「ミーティングポイント」などの表示概念を表している図記号挙げられる。これらの図記

号の共通点はシンプルに表現できる特定の事物や場面がないことであるeしかし、図記号

の特徴はシンプルで、一目で分かることであるため、上述した特徴を持つ図記号を表現し

にくいと考えられる。また、第4章の理解度調査の結果によって、「出来事」や「性質」、「状

態」、「場（の様子）」、「数量」などの表示概念を表す図記号において、理解度が低かったた

め、これらの表示概念は図記号化しにくい概念であると考えられる。

5．5　まとめ

　本章では、第2、3、4章の調査結果を基に、案内用図記号における表示概念に適した画

材選択方法と画材制作のチェックリストを提案した。図記号を制作する前に、図記号表示

概念に応じて、表示概念に適した画材選択方法を参考にし、適する画材が選択できる。図

記号を制作する時、各画材選択方法の留意点とチェックリストを参考にし、誤解が起きや

すい画材のデザインを避けることができると考えられる。上述した画材選択方法とチェッ

クリストによって、理解度調査から見られた正答率が低い図記号を新たにデザインした。

これらの図記号の理解度実験を通して、図記号デザイン指針の有効性を検証した。最後に、

図記号デザイン指針を修正し、有効な画材選択法と画材制作のチェックリストを確定し、
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図記号の表現に関する共通の考え方を整理した。それらの結果を以下にまとめた。

　（1）案内用図記号では、f具体物」、「場所」、「行為」の3つの表示概念に適した画材選択

法を示すことができる。

　　「具体物」の表示概念に適する画材選択法は、具体物の表示概念は単体の具体物である

場合、「模写」の画材選択法が適し、具体物の表示概念は集合概念である場合、「カテゴリ

ー順序の置換」の画材選択法が適すると考えられる。

　「場所」の表示概念に適する画材選択法では、「模写」や「場所概念を具体物画材に置換」

の画材選択法は最もすすめられるe次に、特定の使用者や関連活動がある場合、「場所概念

を行為画材に置換」、「場所概念を主体画材に置換」の叩材選択法が適する。なお．主体の

画材は様々な意味として解釈される場合、「場所の概念を行為の画材に置換」の画材選択法

をすすめると考えられる。そして、慣用化されている文字や符号等がある場合、「象徴化」

の画材選択法が適する。「カテゴリー順序の置換」の画材選択法はもっとも理解されにくい

ため、最後の選択肢であると考えられる。

　「行為」の表示概念に適する画材選択法では、「行為」の表示概念は特定の具体物で行わ

れる場合、「特定の行為概念を具体物画材に置換」は最も適する。次に、「行為」の表示概

念を特定の行為で表せる場合、「行為の一般概念を特定の行為画材に置換」が適する。そし

て「行為」の過程を表す場合、矢印が利用でき、「象徴化」の画材選択法が適すると考えら

れる。

（2）画材制作には以下のチェックのプロセスが必要である。

　「模写」で表す場合、画材を作成するとき、この画材選択法で表す図記号に対して、ほ

かの身近なものに似ているかどうかをチェックする必要がある。

　「類似する事物への置換」で表す場合、表示概念と画材との類似性が分かりにくいので、

類似する部分を強調しているかどうかをチェックする必要がある。

　「カテゴリー順序の置換」で表す場合、画材の模写として理解されやすいかどうかをチ

ェックする必要があるe

　「行為」の画材を使用する場合、画材はほかの意味によく用いられているか、別の行為
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と解釈できるかをチェックする必要がある。また、当該行為に付属する具体物がシンプル

すぎる場合、修正する必要があると考えられる。

　「具体物」の画材を使用する場合、画材はさまざまな場所で用いられているか、表現の

単純化をしすぎるかをチェックする必要がある。また、複数の具体物で表す場合、画材聞

の能動と受動の関係を明示することによって、図記号の表示概念を解釈したいと考えられ

るe

　「主体」の画材を使用する場合、主体という画材はほかの職業や行為に見えるかどうか

をチェックする必要がある。

　「象徴化」した画材を使用する場合、象徴化した画材は公知されているかどうか、矢印

と指示対象との対応関係が明らかであるかどうかをチェックする必要があるe抽象的な画

材は公知されていない場合、具体的な画材を描き加えることによって解釈しやいと考えら

れる。

（3）図記号デザインのその他の留意点として以下のことが指摘できる。

　文法的な構成方法を画材の配置に用いることによって、図記号を解釈しやすくなると考

えられる。特に、表示概念自身は能動と受動の関係を含む場合、この方法は有効であると

考えられる。

　重要な部分を大きく見せることによって、図記号は解釈しやすくなると考えられる。

　図記号の表示概念に対して、シンプルに表現できる特定の事物や場面がない場合、表現

しにくいと考えられる。
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6．1　まとめ

　本研究では、分かりやすさの要件やその根底にある様々な要因を明らかにする目的で、

図記号の理解の鍵を握る表示概念と画材との関係に着目して検討を行い、表示概念の分類

と画材選択法の分類を試みた。また、理解度調査を通じ、案内用図記号の表示概念に適し

た画材選択方法、各画材選択方法を生かす留意点、画材選択のチェックリストを提案した。

以下、各章についてのまとめを概説する。

第1章　序論

　本章では、研究の背景、目的を述べ、既往研究における本研究の位置付けを示した。ま

た、本論文中に用いられていた用語の定義を行った。

第2章　図記号における表示概念の分類

　本章では、図記号の使用目的を指示・操作、安全・衛生、教育・会話、案内・誘導など

4つの項目に区分した。それらの使用目的区分を基に1009種類のサンプルを収集した。

各サンプルに対し、図記号が表している表示概念と表示概念に応じた画材についての分析

から・図記号が表している表示概念の種類を整理し、表示概念ごとに用いられている画材

の傾向を見出した。

　図記号が表している表示概念の種類は「主体」、　「場所」、　「身体の一部」、　「道具・

物」、　「抽象概念」、　「行為・感情」、　「出来事・変動」、　「自然現象」、　「性質・状態」、

「数量・程度」、　「場の様子」、　「時間・季節」など12種類の表示概念である。

　表示概念ごとに用いられている画材の傾向では、具体概念の画材でその具体概念を表す

手法や、表示概念と画材が部分と全体の関係である表現手法、表示概念と画材の問に何ら

かの関係で結びついている表現手法、抽象的な画材の慣用化された意味で表す手法などが

見られた。

　それらの結果によって、表示概念と画材の関係を整理すれば、効果的な図記号デザイン

の条件が導き出せると想定された。

第3章　図記号における画材選択法の分類
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　本章では、記号論と比喩の観点からこの表示概念と画材との関係を整理し、表示概念を

表す画材選択法の分類を提示した。

A．類像的図記号（アイコン）／模写で表す図記号

B．指標的図記号（インデックス）／比喩で表す図記号

　1．類似する事物への置換で表す図記号（隠喩図記号）

　2．カテゴリー順序の置換で表す図記号（提喩図記号）

　3．近接する事物への置換で表す図記号（換喩図記号）

　　　1）「行為」の一般概念を特定の「行為」画材に置換で表す図記号

　　　2）特定の「行為」概念を「具体物」画材に置換で表す図記号

　　　3）「場所」概念を「行為」画材に置換で表す図記号

　　　4）「場所」概念を「主体」画材に置換で表す図記号

　　　5）「場所」概念を「具体物」に置換で表す図記号

C．象徴的図記号（シンボル）／象徴化ユ

第4章　図記号の画材選択法が理解度に与える影響

　本章では、日中の大学生と日本の高齢者を対象に行った公共案内用図記号の理解度調査

の結果を利用し、画材選択法と理解度の関係を改めて整理し、画材選択法の違いが図記号

の理解度の違いに与える影響について分析した。また、各画材選択法における正答率の高

いものと低いものの特徴を明らかにしたeそれらの結果を以下にまとめた。

（1）異なる使用者の正答率結果から、外国人と高齢者は一般使用者より図記号の意味が

分かりにくく．特に高齢者は身体動作や人間活動で表す図記号や、類似性に基づく図記号、

象徴化で表す図記号された図記号に対して特に理解し難いと考えられる。

（2）各画材選択法で表す図記号の平均正答率の結果から、表示概念と画材との関係の強

さが明らかになった。　「特定の行為の概念を具体物の画材に置換して表す」、　「模写で表

す」、「行為の一般概念を特定の行為の画材に置換して表す」、　「場所の概念を具体物の

画材に置換して表す」などの画材選択法は相対的に正答率が高い。　「カテゴリー順序の置

換で表す」、「場所の概念を行為の画材に置換して表す」、　「場所の概念を主体の画材に
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置換して表す」、　「象徴化で表す」、　「類似する事物への置換で表す」などの画材選択法

は相対的に正答率が低い。

（3）各画材選択法における正答率の高いものと低いものの分析から、各々の画材選択法

を生かす一定の留意点がうかがえる。

第5章　案内用図記号の表示概念に適した画材の選択方法

　本章では、第2、3、4章の調査結果を基に、案内用図記号における表示概念に適した

画材選択方法、各画材選択方法を生かす留意点、画材制作のチェックリストを提案した。

図記号を制作する前に、図記号表示概念に応じて、表示概念に適した画材選択方法を参考

にし、適する画材が選択できるe図記号を制作する時、各画材選択方法の留意点とチェッ

クリストを参考にし、誤解が起きやすい画材のデザインを避けることができると考えられ

る。上述した画材選択方法とチェックリストによって、理解度調査から見られた正答率が

低い図記号を新たにデザインした。これらの図記号の理解度実験を通して、図記号デザイ

ン指針の有効性を検証した。最後に、図記号デザイン指針を修正し、有効な画材選択法と

画材制作のチェックリストを確定し、図記号の表現に関する共通の考え方を整理した。そ

れらの結果を以下にまとめた。

（1）案内用図記号では、　「具体物」、　「場所」、　「行為」の3つの表示概念に適した画

材選択法を示すことができる。

　「具体物」の表示概念に適する画材選択法は、具体物の表示概念は単体の具体物である

場合、　「模写」の画材選択法が適し、具体物の表示概念は集合概念である場合、　「カテゴ

リー順序の置換」の画材選択法が適すると考えられる。

　「場所」の表示概念に適する画材選択法では、　「模写」や「場所概念を具体物画材に置

換」の画材選択法は最もすすめられる。次に、特定の使用者や関連活動がある場合、　「場

所概念を行為画材に置換」、　「場所概念を主体画材に置換」の画材選択法が適する。なお、

主体の画材は様々な意味として解釈される場合、　「場所の概念を行為の画材に置換」の画

材選択法をすすめると考えられる。そして、慣用化されている文字や符号等がある場合、

「象徴化1の画材選択法が適するe　「カテゴリー順序の置換」の画材選択法はもっとも理
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解されにくいため、最後の選択肢であると考えられる。

　「行為」の表示概念に適する画材選択法では、　「行為1の表示概念は特定の具体物で行

われる場合、　「特定の行為概念を具体物画材に置換」は最も適する。次に、　「行為jの表

示概念を特定の行為で表せる場合、「行為の一般概念を特定の行為画材に置換」が適する。

そしてi行為」の過程を表す場合、矢印を利用し、「象徴化」の画材選択法が適すると考

えられる。

（2）画材制作には以下のチェックのプロセスが必要である。

　「模写」で表す場合、画材を作成するとき、この画材選択法で表す図記号に対して、ほ

かの身近なものに似ているかどうかをチェックする必要がある。

　「類似する事物への置換」で表す場合、表示概念と画材との類似1生が分かりにくいので、

類似する部分を強調しているかどうかをチェックする必要がある。

　「カテゴリー順序の置換」で表す場合、画材の模写として理解されやすいかどうかをチ

ェックする必要がある。

　「行為」の画材を使用する場合、画材はほかの意味によく用いられているか、別の行為

と解釈できるかをチェックする必要がある。また、当該行為に付属する具体物がシンプル

すぎる場合、修正する必要があると考えられる。

　「具体物」の画材を使用する場合、画材はさまざまな場所で用いられているか、表現の

単純化をしすぎるかをチェックする必要がある。また、複数の具体物で表す場合、画材間

の能動と受動の関係を明示することによって、図記号の表示概念を解釈したいと考えられ

る。

　「主体」の画材を使用する場合、主体という画材はほかの職業や行為に見えるかどうか

をチェックする必要がある。

　「象徴化」した画材を使用する場合、象徴化した画材は公知されているかどうか、矢印

と指示対象との対応関係が明らかであるかどうかをチェックする必要がある。抽象的な画

材は公知されていない場合、具体的な画材を描き加えることによって解釈しやいと考えら

れる。
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（3）図記号デザインのその他の留意点として以下のことが指摘できる。

　文法的な構成方法を画材の配置に用いることによって、図記号を解釈しやすくなると考

えられる。特に、表示概念自身は能動と受動の関係を含む場合、この方法は有効であると

考えられる。

　重要な部分を大きく見せることによって、図記号は解釈しやすくなると考えられる。

　図記号の表示概念に対して、シンプルに表現できる特定の事物や場面がない場合、表現

しにくいと考えられる。

6．2　本研究の成果

　本研究は記号論と比喩の観点から、図記号の画材の選択方法を分析した。現状では、記

号としての図記号の構造は、これまであまり研究されていなかった。

　そこで、本研究は記号論と比喩などの理論を参考して図記号の表示概念と画材との関係

を分析し、それに基づく画材選択法の分類を提案した。方法論として、図記号の制作方法

において、成果があると考えられる。

　本研究は図記号の分かりやすさの根底となる表示概念と画材との関係に着目した。現状

では、図記号の分かりやすさについての研究は主に図形の配置や、色彩、文字、空問位置

などについて検討されているが、どんな表示概念をどんな画材によって表せば分かりやす

いのか、その関係についてはあまり研究されていなかった。

　そこで、本研究では、図記号の画材選択方法と分かりやすさとの関係を検討し、表示概

念に適した画材選択方法や画材制作のチェックリストなどを作成した。今後、新しい図記

号を作成するとき、又は既存している図記号の分かりやすさを検討するとき、これらのデ

ザイン指針によって、より分かりやすい図記号が作成できると考えられる。図記号による

分かりやすい表現に対する希求が高まっている現代社会のなかに、これらの画材選択方法

と画材制作のチェックリストは、有効な図記号のデザイン指針を提示し、図記号デザイン

における重要な成果であると考えられる。
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6．3　今後の展望

　本研究は図記号全般の表示概念と画材の関係を概観したが、それらの適切な関係を探る

ために、考察対象を案内用図記号に絞って、分析を進めることとした。そのため、今回提

案した表示概念に適する画材選択法と画材制作のチェックリストは案内用図記号にめぐっ

て作成した。

　第2章にー言及したように、図記号は使用目的によって指示・操作、安全・衛生、教育・

会話、案内・規制など4つの項目に区分されている。図記号が各分野に普及されている現

代社会に、案内用図記号におけるデザインの指針はほかの分野でどう生かさせるのは今後

の課題であると思われる。

　従って、今後では、案内用図記号を用いて考察した画材選択法の分類をより幅広い分野

で検証すること、案内用図記号を用いて考察した画材選択の指針をより幅広い分野で検証

すること、案内用図記号を用いて考察した画材作成のチェックリストをより幅広い分野で

検証することが必要である。

　また、分かりやすい図記号のデザイン要素には、適切な画材を選択することの他に、適

切な表現を工夫する課題がある。今後、図記号の図形表現に関する詳細な検討が行われる

ことを期待する。

126



謝　辞

　本研究をまとめるにあたり、非常に多くの方のご指導、ご助力があったことを記したいと

思います。

　まず、本研究にっいて、熱心にご指導を賜り、研究全般に渡るご助言をいただいた、堀田

明博先生、赤瀬達三先生、青木弘行千葉大学工学部デザイン工学科教授に、深い感謝を申し

上げます。

　堀田先生には、デザイン及び研究に対する柔軟かつ使命感に深い感銘を受け、多くのこと

を学ぶことが出来ました。また、長い間、私に研究の場を与えてくださったこととあわせて、

心より感謝致します。

　赤瀬先生には、図記号の専門家としての実践的な視点から、具体的な研究の進め方につい

て、多くの指導をいただきました。ご退官後にあっても、以前と変わらず、ご指導を続けて

いただきました。先生の深い学識を尊敬しつつ、多くのことを学んで出来ました。深く感謝

致します。

　青木先生には、研究全般の考え方や、調査及び検証実験に関して貴重な助言をいただきま

した。加えて執筆にあたり、暖かい励ましをいただき、本当に感謝致します。

　学位論文審査にあたっては、矢口博久千葉大学工学部情報画像学科教授、日比野治雄千葉

大学工学部デザイン工学科教授、渡辺誠千葉大学工学部デザイン工学科教授により、それぞ

れの専門的な立場から、的確且つ有意義なご指摘、及びご意見をいただきました。深く感謝

致します。

　デザイン造形教育研究分野に所属した問、いろいろお世話になった田内隆利助手には、感

謝致します。また、研究室の先輩および後輩諸君には多くのご助力をいただきました。特に、

粂川美紀さんには、大学院の同期として長い時間を共にし、その間にいろいろお世話になり

ました。心より感謝を申し上げたいと思います。

　そして、被験者の皆様、調査へのご協力ありがとうございました。

　最後に、いつも研究を理解し、惜しみない協力をしてくれた夫戴震原及び家族に感謝致し

ます。

2008年　楊莉



付属資料
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付属資料1

分析用図記号サンプル（第2章）

　〈指示・操作のための図記号〉

操作管理者呼出し 患者

@　　●

患者名称

@　　●
@　　　　？　　　　　●

ナースコール

C）
メンテナンス呼出し 親展

@　　　8

紀録及び再生

アンテナー シート状記録紙補給

@　　畢

ズーム

@　　ゴ

スピーカ テーブレコーダ バッテリーチェック

mコ

充電中

@≒＞4：コ

ビデオテーブレコー

_歯
フィルム送り

Pヒゴ　　■蟹一「

フィルム漠度 プリンタ

@　　◎一

ブリントアウト

@　　＝

ベッド 基線位置調節

@　　介

@　　↓

イヤホン ロール状用紙送り装 ファクシミリ

@　　　　●

照明

@　、　　　’

@　願■■　　　　　　　　　一

@　’　　　、　　　　1

シートペルト 燃料 警報

@　　　　、

圧縮率

･　　■■■　　■■1■

ブラス マイナス 皆楽 心電図 不整脈 緊急警報

@　　　　鄭

浦れ手禁1ヒ

@　　　　ε　　　　6　　b　　　　6

30℃弱い手洗い しり洗浄

ﾖ　　　・●　　・●

@　　　…

接触禁止 コンセントから抜け

@　：

弱く手絞り 高連走行

C〉〉

入力 出力 減速回転

@　　一

拡大 給紙トレイ上昇下降

@　　一@　　一@　　一
@　　　，‘

転送

`　o　　●

次べ一ジ

@　≡▲

メニュー表示 ロックする

@一9一曾一

ロック解除

q十〉

一方向移動 遠隔操作 両像シフト 受話

■■■■■■■■

怐｡■■■■●

｡匿o■■■■巳

画像垂直シフト 両像水平シフト 画面選択 開く 　閉じる 巻き取りマガジン 供給マガジン

濃度 標準画質 超高精密画質 片匝源稿

@　　1

エンジンオイル液騒

嘯U一

紙合わせ 紙合わせ解除

遠隔操作 ♂〔接操作 裏廊原稿

@　．‘1

外線 中心、没定

@　　　口　　今1〈…－

@　　　i

方向指示 受話膏鑓

@　　魚



〈指示・操作のための図記号〉

両方向回転 両方肉移動 面檀 面績測定取消

@　　　　　塁
@　　　　　匿　　　　く一

繰返し 機数画像表示 日付

@　　銘

動爾像選択 電子両像黒白反転 電子画像上下反転

@　　6

電子画像左右上下反

]　　　　ヨ

電子画像左右反転

@　　　勇

電子画像モニター 電子画像の標準状態

@　　R

電子両像の回転 情報俵送系からの1奮正

ｶ
情報伝送系からの消

氏@　　×

憎報伝送系への肥録 設定点からのUタン

ﾚ動

小検出野

@　　②

大検m野

設定点からの高速走

sトレ〉
毒～定点までの高速走

s→〉〉
設定点からの通常竃

sH＞
設定点までの通常走

s→＞1
設定点からの『〔線移 設定点までのir｛線移

ｮ　　→1
足踏みスイッチ

イヤホン ガス漏れ

�ﾟ疹

カラン

[　　1目

電源プラグをコンセ

塔gから抜け

@　　：

シヤワー スタンパイー スピーカ音駄

@　　　　1》）

タイマー

@　　　●
@　　」

ヘッドホン

ｿ　　“ρ

ペル マイクロホン

@　Q

メール 一時停止 一般揃示

運転串 火災 回転物注意

@　　o

外線 感電注意

@　　　写

換気

@　．」i⇒

@　ぐ膨

携帯通信末端

@　　　口

@　　iii

呼縫呈音段

@　｛1‘2套｝｝

高温注意

@　　　鰯　　　一

再生 時計

@　　」

主電源切り 主電源入切り 取出し

受話音鼠

@　　魚

水ぬれ蜘L

@　　　6　6

@　σ
@　　σ

早送り

激

宅配着荷

@　　　燗

直流出入力 停止 電源入力

ｭ］：

内線 濡れて禁止

@　　　　　暑

@　　　66　0

夢臨呼出

@　　　　’

@　　　　、

分解禁止 防犯 留守番

@　　　　　●
@　　　　　曹

録音録面

スタート

@　　　藝

ストップ 壁録 クリア コヒー 等倍

@　　㎜

拡大

縮小 自動変倍 標準両質 精細両質 超高精細画質 中問調

@　　灘

標箪濃度



〈指示・操作のための図記号〉

濃度 薄く（滅度》 濃く（濃度） 受信

@　　●

送信 同報 部分送り

電話 ファクシミリ

@　　　　●

中継 ボーリング

@　　　●

ロール紙裁断

@■■■9　　　口■■■

スタンブ 通話入

@　　↑

通躇切 通話予約

@　　　⇔

リダイヤル 短紹ダイヤル

@　　ロ

@　■■■

オンフックダイヤル

ﾗ　　■■■

保留

闊

ドアホン

Ell》

転送

i　　●　　●

親展

@　　　　8

音質 ミュージック 呼出剖設

撃月｣29⊃1

播号非通知

Pρ13⊃　　　o

ロック

@　　璽

ロツク解除

@　　　塞

不在着信

Kll卜

電話椴 レーザー光注意 接触禁止 火中投下注意

@　　　尋

紙づまり

砥補給

@　　噸

ロール紙

@　　o

ロール紙補給

@　　，

ロール状用紙供紙装

u回
液トナー 液トナー袖給

@　　　，

粉体トナー

@　　　●

@　　●●
@　●●●

粉体トナー廃棄

c　　　　，

粉体トナー補紹

@　　，

メンテナンス呼出 表原稿

@　　＝@　　＝　　　一

裏原稿

@　　、ll

用紙 1コマ消去

@　∠

プロテクト

O¶

プロテクト付き画像 圧縮率

･　　■■■　　■■■口

一覧表示 音声妃録 音｝皇‘付き両像 カード無し警告

記録画質数

@■■■
F：：■　　　■■

再生モード

@　　レ

撮影紀録モード 消去モード 全消去

ﾚ〉

通信モード 画質

@　　　　■
@　　　　■■
@　　　　■

カラー

@　　●●●

@　●o

ヒータ

@　∬～

プリンタ 割り込み

uノー

緊急ストップ

@　　M

寧備完了 露出補正

¥
鐘電 コピー孜枚数 サイズ混在原稿

@　　＝
@　　，

ブック原稿 液体現象荊 繰返し 準備中

@　　　1

厚い（紙の以さ）

@　　〉

@　　〈

薄い（紙の摩さ）

@　　〉一

@　　く

自動用紙選択 写真原稿

@　　　●

用紙 カセット切り替え

黶@　　↑↓

シート用紙カセット

@　　ー
@　　一
@　　一



〈指示・操作のための図記号〉

自動濃度調整 シート状川紙補給 ページ連写 原稿紙づまり 片面コピー 画面コピー エリア指定

◎一一

→・■レ ゆ 1 2 ●＼

■一

一
●

エリア指定 センタリング 移動 合成 自動倍率選択 独立変倍 照白反転

rコ

k」1

8、　■

層
メ

⇔
余白 アウトサイドミラー アウトサイドミラー アウトサイドミラの アウトサイドミラの 下側の通輿 上側の通風

ヒータ横型 ヒータ縦型 剥鼓横型 調整縦型

u

，∬1　＝ヨL　I

¢i〕塾
，÷塾 　　　　●

L〆
■レ■

高調 高調用ファン 雪納暖勝 外気導入 上下側の通風 内気循環 内気循環トラック

　■レ●

L〆 c－盾
一シートのリクライニ シートの前後調幣 シート後部の上下調 シート前部上下調歴 パワーウインド エアパッグ シートベルト

ング調盛 整

5　　禽　亀ゆ

戟@　　　　　　l ぐ■■←

　　舎

倉畢

ダイヤの異常 半ドア パワードアーロック バッテリーの液斌 バッテリーの故陳 バッテリーの充電状

ﾔ
エンジン

1●

　　　　！

f°

@5
9

一　→ 薗璽 鰯　噸

エンジンオイル エンジンオイルの液 エンジンオイルの温 エンジン故陳 エンジン冷却液の温 エンジンオイルフィ エンジンヒータ

駄 度
r｝
度 ルタ

『Eブt
モブ・一 曲， 1●

《■　　一

『Eブ竃

｡33331
∬1

燃料 燃料の温度 燃料の消貝状況 シートヒータ ヘッドレストの上下 ライタ トラックの⊃1〔高調整

恥
噸

調幣

’目 　　↑一

@　↓〇一一一

荷台あおりのロック 荷台あおりのロック 荷台の傾斜 荷台の傾斜トレーラ カブラの上下調整 トラック後部の車高 トレーラの連結

解除 解除トレーラ 調整

一」』　o　o“ 一」』　o　o 　　　　金

�ｬ
尾」ぎ

集中注油 除『装置 チャイルドロックの チャイルドロックの パワーウインドロツ 盗難防止装置 二重ロック

施錠 解除 ク

一『
ロ曙で ● ●

非常警轍 トラックパス 取扱い説明書 乗用車 椅子の下降 椅子の後傾 椅子の後退

、噂一〃

，，，

@　　●
@　　1

いすの上昇 いすの前傾 いすの前進 オートセット オートリセット 患者支持台の下降 患者支持台の上昇

0＼ 孜乞　　　ゾ 尺τソ
●一@　↓

●　　↑



〈指示・操作のための図記号〉

フットレストの上昇

@　く一．　　　　ゾ

ヘッドレストの後傾

@　《＼へ

ヘッドレストの前傾

@　ゐ　　　●　　　　＼

フットレストの下降

@　曵一．　　　　　ソ

全聞

｡＠←

データの書込み

@　ゆ

高ずf調節

サウンド 低膏調節

@　　　　　●
@　　　　　●

音楽 逆時計方向回転 時計方向回転 減速回転

@　　一

増速回転

@　　∠

コツブ給水機

@　　u

空気冷却

@　　　諭　　　　’ノ

スピットン洗浄装置 スプレー冷却

@　　　茅　　　　　σ

一方向移動 一方向回転 高速走行

照度

@　　　1

@　一　　　　　　　　　　　　　　　口

@　’　　　　　、
@　　　●

吹き出し

Aり

連隔操作 季動 足踏みスイッチ 足踏み操作 手動スイッチ

段階調節

@　dロロ

低速走行 無段階調節 電子画像 データの競取

@　◎

データの疏取と書込 バイル

バイル下降

@　一　　一
@　一　　一
@　一　　一
@　■■■■隔　　　4■」■9

バイル上昇

y一一

リフト下降 リフト上昇 ロール終了

@　ノー、

安全カパー開

@　　一

@　1一

安全カバー閉

P：

加速 回転寸動逆時計回り

@　／｛＼
@　＼Lノ

回転寸動時計回り

@　／｛、
@　＼∠！

緩動 逆寸動回転巡動

@　！へ、　　巡　ノ尊

逆寸動ir｛線運動

@　一一ラー←

吸引

警報 減速 自動 寸動直線運動

@　一一一〉

逆寸動回転運動

@　〆一＼　　＼　4←

送風 通常速度

低速 片圧調歴左手

@　谷

片圧調整右手

@　　　　蒼

温度の下限 温度の上殴 温度の制限 割れ物注意

再使用不可 使用期限 取扱い説明書参考

@　　　　●
@　　　　1

水ぬれ注意

@　　、・～・4

製造年月日 直射日光 放射線

胴入

@　◎±

胴抜

@　◎不

非常胴抜

ｰ回↑

方向指示 光学系の絞り開け状

ﾔ
光学系の絞り閉め状

ﾔ
カメラの焦点調節

カメラの焦点ズーム

ｲ節

波形震幅

m耀

視野深度

e9》

視野P轟　．

@　　8　、
@　　’　　、
@　　8　　亀

巻き取りマガジン 警報一時切り

K、

BF形機器

@　　　●
@　　公



〈指示・操作のための図記号〉

CF形機認

@　　り

セクタスキャン

@　　　ワ　　　　》　　　）

電極 手絞りは弱く 石油系ドライクリー

jング

@　　ドライ

@　　セキユ系

30℃手洗い ・10℃洗濯

@　　　　0

@　　　40

40℃弱水流

@　　　　o
@　　　弱

@　　　40

中温

@　　　中

日陰平干し

@　　　平

60℃

@　　　　●

@　　60

高温

@　　　高

低温

@　　　低

かけ禁止

手洗い 水洗不可 交信不良 通信記録印紙

@　日

トーン

L　　■■■

バッテリーチェック フロントフードロッ

N解除

リヤフードロック解

怐@　　　　　　1

ｽ　　　　　　　1

エンジン始動 エンジン停止

i　　1　⊃　　　、　」P

ラジエータの液駄 ラジエータヒータ

@　　　1∬

ラジエータ吸入フィ

泣^

@　　ーр堰ﾋ　　　一

カラー

@　　　●

@　●●

充電中

@　一　噸

同報 制作年月日 使用期限 運転中 間接照明

@　、　　」ρ

@一　　　　　　　　　9■9

線密度

ゼロー設定

@　今0〈←

ゼロー点移動

@　く－0今

彩度

@　　●



〈案内・規制のための図記号〉

理容／美容 携帯電話使馬禁止 消火器 タクシー／タクシー 電話 遊泳禁止 海水浴場／プール

6

TAX　l i　gi1　1

●

『一一

エスカレーター レストラン 喫茶・軽食 自転車乗り入り禁止 シャワー スキー場

蜥，一軒一，・一辱

@　　79

，一 斜
●　　｝　　　　1

@　　　！　　　　1

呵lI一麗io　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LL＿＿＿＿＿＿」

rr－T
くず入れ 火気禁止 浴室 パス／バス乗り場 自転車 飛行機／空港 テニスコート

● 一「 ●

曽
　　　●

i　　iI　　　　　　　　　｝

女子 非常電話 寧椅子ス0一プ 駐肇場 飲料水 歴史の建築 滑面注意

1　●

P
●

運ノ

肖口i

燭

病院 階段 ヘリコプター！ヘリ 摂影禁止 船舶／フェリー／港 エレペーター 捨てるな

9　　－一　一　一一｝
ポ・L

　　　　　iH1…　　　　1
　　　● ↓↑

φ

サッカー観技場 野球場 非常ロ 瀞 静かに 鉄道／鉄道駅 腰掛け式リフト

●●

、

～～

●』

更衣室（女子） 更衣室 銀行／両替 キャンプ禁止 ファックス キャンプ場 非常ボタン

唱一「－■一

●AJ
・《
¥

　　o　　　．．1④ IFAX

h

●

’．＿＿幽一＿＿＿

バー 走る／かけ込み禁止 下り段差注意 上り段階注意 期 ガソリンスタンドー 飲食禁止

● ●

ooo，　　．　，

電子機械使用禁止 フラッシュ摂影禁止 水飲み場 0一ブウェイ 税関／荷物検査 郵便 新聞／雑誌

似亀 　　弓

図 榔

ペット持込み禁止 警察 展豊地／景勝地 天井注意 スポーツ活動 公園 救護所

1　　1■膨 ● ｝　　　　　　1

層僧

「 ㊨
iIl点 1　　　　　　　　1

P　　　　　　1
堰@　　　　l
戟@　　　　｛

P＿｝
障弩物注意 休憩所／待合室 到着 男子 徒歩客は降りる 一般注無 触る禁止

●●
● ●

ノ●

’
『　　竃

安全パーを開ける 店鏑／亮店 カート 忘れ物取り扱う所 乳幼児用設備 手荷物一時預かり所 キャッシュサービス

、
漉

1薗1● 　？
E（i』凸

●A愈，

＆i ｝　　》



〈案内・規制のための図記号〉

立入禁止 ベビーカー使用禁止 進入禁止 リサイクル品回収施

ﾝ　　4、

熕ｦ

ケーブル鉄道 転落に注意

@　　il

コインロッカー

@　　レ

出発 スカッシュコート

@　　　●　●　　　　1ｼ1
安全パーを閉める

@　「‘｝
@　i・1し

チェックイン／受付

@　愈

手荷物宅配

@　　側

@　n

案内所 スキーの先を上げる

@　　●

ﾂ舎

Tパーリフト

w
出入国手続き1免疫ノ書

ﾞ　　　，一

ク0一ク

`　　　＆

ホテル／宿泊施設 右側にお立ちくださ

｢
左側にお立ちくださ

｢
二列並び

ミーティングポイン

g　［　●

博物雌／美術館 乗り継ぎ 広域避難場所
感電注意

@　　　辱

@　　重

会計

_量ノ

一一一一

情報コーナー

嚢
きっぶうりば／精算 レンタカー

栫@　　〔　　－r＿＿＿帽一＿ノ

自然保護

@　　　諫

サーピスエリア

剋厲｣1

非常電話

@　　㍉

並行可

@　8　亀　，ら
@　　i　轟

@1

横断歩道

@　　・

駐車場

@　　●

歩行者専用

@　　，’＝＝＝～@　‘　醒　　　　　　　　　　臥

@　　　　　」臥
@　’　　　　誌

@　、　　　　ク
@　澗　　7　　　胃

追込み禁止

@　　令

自転寧と保護者専用

@　κ・圃rii蔭
@　ダF
@　　　　　ト

自転車専用

@　　，一一一一、　　　　　1噛

@　・’　　　　激
@’　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@l　　　　l
@、　　　　　　　　　　　「
@　℃　　　　　　　　　　，「

@　、@　Nミ　　　　7　　　冤響’

車とパイク通行止め

@　　ノ6’　　、
@　∠
@4　1　興　　週

自転寧通行止め

@所／：’

@鍾

A．

二人乗り通行禁止

@　∠　　一

@逝@｛　　、　、

下り急勾配あり 上り急勾配あり 合流交通あり 路面凹凸あり ロータリーあり 踏切あり

落石恐れがあり 右方曲折あり 道路工事中 滑りやすい

@　　舅



」

〈安全・衛生のための図記号〉

ゴグール着用

@「｝1一噌「

さわるな

@　　門コ嗣　　　　　　　畢

@　　　　　　3
@　し　　『．＝．1

挟まれ注意

@　：一層冒〒’”∵璽
P『暴　　農粛

安全確認

@　一…’…「
@　　　　　　！　　　　　　モ1㌃　　｝　　島一醍・’

安全帯着用

@野「　一一翫一刊

@ζ鍾一・・

安全第一 飲科水

u葺渓

v翅繍

飲用不適

@ドマ””膠r「’己調
@：　　　　　、茎　　脚　　　　　　　多

@L　　　　　　i
@　一．．　　㌧94

運転禁止

@　「瀦試
P°i　　u．P＿．．ω‘

火気禁止
u隅『　　・　　1　　　　　　・’9　　L，】．．＿、＿，．＿．ま

開ロ部注意

@阿；7一@　■圏　■：

@　　●　　　・
@　．一　　　．・」

開閉注意

@隆臨「
I　；　P　L．一一＿，．，．1

開放注憲

@騨一…丙　レ　　　｛　P　　　l　l　　　　l　監＿よ＿曳」

巻き込まれ注憲

l　

感電注意

「一　　　　肩

A　　　；
G　　　　1　　　　　2…ヒ西∴＿』．三』

危険

@F｝：二「
奄ti　　L皇二」

危険物注無

@「一　－－『一
@　　　　　　i

@　l6’i
E．、嵯

㎜　「｝’『1’一陣甲『

G虚L　　L．。：コ 螂一I計　虚誌．慧
難屡　　「一　　　→．読旨　　』． 櫨　　’”一脚一F門

@　　、M，．　　　　　　　P

@　iり」触副

高温注意

@阿一｝’辱鯉7璽響1騨

@ビ〃；

d『

合図確認 作業手順確認

@　購を翼
@　　　　　　；　　　　　　、｛　　、＿．．＿＿＿【L山

酸欠注意

?助Y

?Ii

指差称呼励行 耳栓着用

@町γ【『P．1　｝　　　　l　Lと＿ニ　　　ゴ

手洗い励行

焉Q誠

手袋使用禁止

@r『　　　l　　I　　　　l

c　l　　l　　　　．｛　　　」＿一

修理中

@「｝h’｝『一島
@　、　　　　l

@i　　　　l
@｝　　1　　L」＿一連一．」玉

昇降禁止

@ド｝　　’i『葦
@　　　　　　」
@　、　　1　　　　　　一1

消火毬

@　r『門罰
@　「、・　　　’1

@　；　　i
@　｝．，　1一

㎜　四｝…フ 清播蒲潔

．酬7－h　　ヴ舜

騒音がある職場

@　「．憎『『礪
艪PLヒ…盤

足下注意 駐車禁止
@「一叩一コ『三　｝’　　　　l　i　　　　l　　I　　　　　　ξ

@臼　一．一コ

通行禁止

@　卜・P・
@　［　　　　・γ毒

@　1
@　　　　　一
@　認．＿蜷

点検中

x認，　　9…，．i　Lう埠＿．＿碍．聲

点検励行

@騙峯覇I・蚕！　　．」、　　・一　　暖」　血＿＿

土足禁止

@［炉一一▼罪7－｝’｝『

¥　l
蛾ﾋ　腿．＿＿＿一巳＿＿」

頭上注意

保護帽子着用

@　r胴甲：野「
堰w溺鱒　　　　　　　二　　i：　　　rψ，置：　　玉

有書物注意

@r…一｝’叩「　i　　　　　　｛

@　1　饒　　1
@　1　　　　ミ

@L＿．．謹

立入禁止

@戸　　　　　　「　7㎜

@　　　　　．葺

パケットからの転落 パケットから離れる

@　．＜＼

ｨ⇔庭

0ック装置で固定す

驍S
安全0ックをかける

@　4

@　　　2

安全停止するまで待

ﾂ　　ずr各　　　～ズ　　　STOP

機械との題離をとる

aﾌ膚
高圧液体身体への侵 高圧液体肉体への侵

?@　　曲1’

@　　　鴨＼

高温表面

噤@　　1　，1伽塾

高所からの転落

@　　●

指手の切断

指手の切断

@　　　　D

揮しつぶさせる

@　　　　’

支持装置を取り付け

驕@　、

@　　　　一

車に引かれる 寧に引かれる

@　　　O

正しい手順 全身押しつぶさせる

足が巻き込まれる　　　　　　　一

@　　　　　●

電気ショック 電線との距離

@　7

@　、㌧
@　／　□

爆発 飛散物

@　多

有書煙 腕が巻き込まれる

腕が巻き込まれる うがい薬 霊り築

　●

ﾃ9
内服薬

@　炉

点盟薬

e♂

点耳薬

@　　　J
@　　　r
@　　♂

点鼻薬

@　　げ@　『

食前30分に飲む蝶　　　駆 舌下錠

@　eゆ

販柔膏

@　　・へ

食閥に飲む

ｱ　　　’

食後30分に飲む

ｱ・
@　　，●

水と→奮に飲む

n●

「



〈安全・衛生のための図記号〉

朝夜二回飲む
症状が出たこきだけ

朝一回飲む

@　磁・r．

@　’

朝昼夜三回飲む

@　　　零・
@　魯．　つ

@　’

・曲・二。題8‘≡つ

夜一回飲む

@　灘藁f　　　　　　■

@　’

昼一回飲む

@　・醤

@　4

点鼻する前後に手を

�､　　　ゐ

@　　　●　　　　　6

飲’

’
食事のすぐ前に飲む

壽闇i

パッケージからカプ

Zル

@　　δ

ボトルをよく搬って

�ﾞ

液剤

@　　　　■

@　〕

冷藏庫に保管

@　　　馴

多めの水で飲む

@　u＋口

ﾏ●

起床時飲む

@　塾起床詩

一緒にカフェインを

��ﾅ1　ナません 場所17偲

子供の手に届けない

@　　　　　ス
説明書をよく読んで

ｭだ

@　　：＝・・苧　　　＝

牛乳と一緒に飲めな

｢　　　　o

@　　　ら

カプセルを壊しては

｢けか1・

@　　　　轟

@　　o一

服にさしてはいけま

ｹん

@　　o
@　’　　　（

就寝前に飲めない

@　　’

→緒にチーズを食ぺ

ﾄはいけ　．ん

一緒にグレープ

Wュー　　　んでは

飲む薬ではありませ 紫外線はさけてくだ

ｳい

　　こ《9

`ー

他の薬と一緒に飲め

ﾈい

@　　　　十

いけ
　　製

@　ツWュース

一緒に納豆を食べて

ﾍいけ　　　，

@　　　　　Ψ

@　　納豆

吸湿させないでくだ

ｳい

@　　　o
@　　O　6

・読・ワ　、

@　Σ’

ふらふらすることが 眠くなることがある



〈教育・会話のための図記号〉

あなた おじいさん おばあさん 医者さん 看獲師 教師 警官

A● 6

譜 』 コ Lコ 1 　，

g
友達 私 消防士 魚 血 犬 昆虫

堕1窃　　し ●

坐

おしり 心臓 おなか ひざ 背中 鳥 猫

σ
ノ巳 ●

心

耳 手 首 足 髪の毛 鼻 目

◎ 黙

顔 【：】 指 歯 腕 まずい おいしい

《7’@∂ ；　：　こ

@　ご

ノ　、 A　A

j
幸せ っまらない 面白い 好き 分からない はい 　　曽｢いえ

A　A

j
》τ 冨

Ω ’

O　　　l　　　！

　　×

P

静かに 怒る 悲しい 怖い がっかり 寒い 熱い

∂も
● ，

、イ ♂P、

A
●

（
“

ほしい やめて 難しい 易い 歯が痛い お腫が痛い かゆい

誓 謬

’　、 飴

一

吐気がある 頭が痛い 同じ 上 下 そして 暗い

譲 ●

c
明るい 小さい 大きい 熱い 冷たい 汚い きれい

3

亀噂

Q

や　†

柔らかい 硬い 安価 高価 死ぬ 寝る 走る

圏
生まれる 幾れている 幼い 老いた 飲む 起きる 見る

●　　●



〈教育・会話のための図記号〉

賢い物をする 働く 聞く 歩く 与える 立つ 話す

℃1　「

座る 食ぺる もらう 聞ける 顔を洗う 靴を抜く 取る

@　　　　　一，

疏

、

手を洗う 脱ぐ 置く 諮る 艇呂に入る 閉める 履く

｛■

一引く 押す 休む 結む 行く 降りる 捨てる

陰

拾う 乗る 探す 来る 落ちる こんにちは さよなら

口 のの ，一

‘

1 i

歌う 会う 感謝する 謝る 書く 知っている 読む

σ

描く 勉強する 遊ぶ いつ 叱る どこ 運ぶ

、　　‘ ◎

●

結婚する 鍵をかける 助ける 切る 燃やす 台所 庭

¢
調

踊　　　　●

おにぎり ケーキ ご飯 だれ パン 何 食事洋食

●

浬ノ つ
つ

●

巾華 弁当 野菜 和食 お酒 お茶 しょうゆ

7－
x魂鮨

・1雛

ゆ

ソース ドア ピール 塩 家 ’ト乳 水

一紬
（ 噂●

， S

シャワー トイレ 階段 観葉植物 手洗い 食堂 洗面所

● 圏



〈教育・会話のための図記号〉

髭剃り 救急箱 灯り 厘呂 郵使受け いす エアコン

N 『‘

一●“ 〒

テーブル テレビ パソコン ビデオ ペット 洗濯機 電子レンジ

｝：鷺　●●

■ 欄ゴ泪

Q澗

　●●

曝
電話 毛布． 冷蔵庫 お金 コート シヤツ ジャンパー

膿 0

スカート ズボン めがね 靴 靴下 鍵 財布

ll ●●
● 野

手袋 傘 カバン カメラ タバコ はさみ 鉛筆

畠
o’ ■　、

u

玩莫 紙 消しゴム 切符 本 カップ コツブ

■　o ’，　　．． 7● P
’・膨

一

スプーン タオル 箸 フオーク m 歯ブラシ

○

石鹸 茶碗 テイツシュ トイレペーパ パイク 体温計 薬

劉 ◎

■） 　　1
|一． o　o 9尊

鏡 皿 時計 自転il工 バス 店 薬局

観 ○ OM鐵 朋■開 噸

救急車 車 ，1〔椅子 消防魂⊂ 信号機 新幹線 船

噸
劉■冨

．國 ：：◎
●●●

●　　，

地下鉄 電車 飛行機 福祉寧両 バス停 レストラン 駅

日
■●　　●

る

冨 篁

横断 喫茶店 事故 銀行 交差点 郵便局 ガソリン

， 6
旧 o
一＿■



〈教育・会話のための図記号〉

公衆電話 床屋 中学 癩院 役所 託児所 エレベータ

　●●●　　　●●●●　　●o

尊
●

圃
●●　　●o

スーパー 映画館 学校 公園 デパート 花

罰 ●
・二1

★
■巳　　　o● ＝一闘
億“　　　■■

＝
駐車場 動物園 遊園地 道路

llI 川 海

P響 【一
艶当徊

坂 火 木 太陽 雨 融 雪

7 曲
春 夏 秋 冬 地球 教室 図書館

　oE　o
戟@層．

・』㌧の

ゲートボール ニュース 膏楽 新聞 体育館 保健室 野球

　一怐
冨

◎●●●●●脚“

前 後ろ 昨日 今日 明日 朝 うら

，十

夕 日畷日

り1’開

o”器
　　　、、． o闘



付属資料2

正答率が低い図記号の誤答原因における分析（第4章）

r模写」で表した図記号

分析結果の評価
図記号 表示概念

画材の意

@味素
被験者の解釈に基づ

ｭ画材意味素の理解
被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

置
ロープ

Eェイ輸
落{設

ロープ

Eェイ

①ロープウェイと

Pーブル
①ローブェイのある場所 ①ロープウェイ 全体：63．3

咜蛛F75．5

①使用率は低いと、身

ﾟな概念として解釈し

竄ｷいケーブル ②リフト ②リフトがある場所 ②リフト 中大：85．1

③ケーブル ③ケーブルがある場所 ③ケーブル 日高：44．3

④モノレール ④モノレールがある場所 ④モノレール

屡
ケーブル

Jー
ケーブル

Jー
①斜面で走るケーブ

泣Jーと軌道

①ケーブル鉄道である ①ケーブル鉄道 全体：39．4

咜蛛F35．8

①使用率が低い概念で

ﾍ、画材から大まかな
ﾓ味が分かるが．詳細
ﾈ機能が分からない。

了一｝一一1
軌道 ②列車と軌道 ②列車と軌道を利用する

�ﾊ工具
②地下鉄 中大：2．1

厓aF61．4

③同上 ③同上 ③電車

④バス ④パスである ④パス

⑤斜面で走る列車 ⑤登山する列車 ⑤登11」電車

⑥商所で走る列車 ⑥高所で走る交通工具 ⑥モノレール

⑦同上 ⑦同上 ⑦リフト

圃
博物館、

?p館な
ﾇ

博物館／

?p館
①建造物の正面図 ①博物館／美術館のよう

ﾈ建造物

①博物館／美術

ﾙ
全体：18．1

咜蛛F9．4

①廼造物の外形を模写

ｵた画材から、当該施
ﾝの機能性が分からな
｢と、解釈できない

②同上 ②議会等のような建造物 ②政府機関 中大：10．6

③同上 ③同上 ③国会議事堂 日高：27．3

④同上 ④神殿のような建物 ④観光地

⑤同上 ⑤同上 ⑤歴史の建造物

⑥同上 ⑥同上 ⑥世界遺産

r類似する事物への置換」で表した図記号

分析結果の評価
図記号 表示概念

画材の意

@味素
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

⑧
二列に並

�ｾ人
①二列に並んだ人を

w示マークに入れる

①二列に並ぶことを指示

ｷる
①二列並び 全体：25．0

咜蛛F52．8

二列に整

�ｷるこ
ﾆを指示
ｷる

指示 ②並んでいるように

ｩえる

②並ぶことを指示する ②並んでくださ

｢
中大：4．3日

､：19．3

①並ぶことは理解され

ﾄいるが、二列という
迫ﾊの概念は理解され
ﾄいない

③人が集まっている

謔､に見える

③道路規制標識に従っ

ﾄ、通行と理解する

③通行可

④同上 ④集まる所 ④集合場所

⑤同上 ⑤人が待ち合う所 ⑤待合室

⑥同上 ⑥団体行動に関する所 ⑥団体入口

⑦同上 ⑦意味不明 ⑦不明

人 ①歩行装置上で左に

�ﾁた人を指示マー

①左に寄ることを指示す ①左側にお立ち

ｭださい

全体：26．6

咜蛛F50．9

立ち止ま

髀鼾№ﾍ
ｶに寄る
ｱとを指
ｦする

歩行装置 ②同上 ②同上 ②左側通行、左

�烽ｯ

中大：36．2

①位置の類似性がよく

ｪかるが、動作の機能
ﾍ多様な解釈が持って

｢る
指示 ③歩行装置上で端に

�ﾁた人を指示マー
Nに入れる

③端に寄ることを指示する ③端によれ 日高：6．8

④エレベーターを

謔ﾁている人

④エレベーターがある場 ④エレベーター

⑩
立ち止ま

髀鼾№ﾍ
Eに寄る
ｱとを指
ｦする

人 ①歩行装置上で右に

�ﾁた人を指示マー
Nに入れる

①右に寄ることを指示す ①右側にお立ち

ｭださい

全体：26．6

咜蛛F50．9

?蛛F31．9

①位置の類似性がよく

ｪかるが、身体動作は
ｽ様な解釈を持ってい

歩行装置 ②同上 ②同上 ②右側通行、右

�烽ｯ

日高：10．2

指示 ③歩行装置上で端に

�ﾁた人を指示マー
Nに入れる

③端に寄ることを指示する ③端によれ

④エレペーターを ④エレペーターがある場 ④エレベーター



「搬徴化」で衰した図記号

分析結果の評価
図記号 表示概念

画材の意

@味素
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意味

@　　　の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

⑲
発光写真撮

eを禁止す

カメラ ①発光したカメラの

ｳ面図に禁止マーク
�dねる

①フラッシュ撮影を禁止す ①フラツシュ撫

e禁止

全体：63．8

咜蛛F88．7

?蛛F36．2

①折線は多様な解釈

ｪある②全体の関
Wによって部分の意
｡を表すとき、画材
S体として解釈する
ｱとがある

フラツ

Vュ

②同上 ②撮影することを禁止する ②撮影禁止 日高：63．6

禁止 ③同上 ③想発するものを見える ③爆発しやすい

ｨ禁止
④同上 ④意味不明 ④不明

豊
救護所、保

虫ｺなどの
梛}処置施

ﾝ

手 ①指に包帯をした手

ﾉ白抜きの十字形

①けがを処置するところ ①救穫所 全体：55．3

咜蛛F71．7

①大まかな意味が分

ｩる
包帯 ②同上 ②同上 ②病院 中大：57．4

救急 ③同上 ③同上 ③外科 日高：46．6

④同上 ④けがをした ④けがをします

⑤同上 ⑤意味不明 ⑤不明

圃
新聞 ①新聞と本 ①新聞、雑謎を販売すると

ｱろ

①新聞／雑誌の

ﾌ売所

全体：60．1

咜蛛F92．5

飲食物販売

�ﾜむ物販
{設、コン
sニエンス

Xトア等

新聞 ②同上 ②新聞や書籍に係る施設 ②新聞機関 中大：53．2

①高齢者は英請の意

｡が分からない②
謐ﾞ自身の意味が分
ｩるが、画材と場所
ﾌ対応関係は多様で

本 ③同上 ③同上 ③出版社 日高：44．3

④同上 ④同上 ④閲覧室

⑤同上 ⑤意味不明 ⑤不明

△
一般注意

‘‘

I”

}ーク

①“！”マークと注

ﾓ
①注意 ①注意 全体：48．4

咜蛛F84．9

①高齢者は抽象的な

謐ﾞに対して解釈し

ﾉくい注意 ②不明 ②意味不明 ②不明 中大：74．5

日高：12．5

進入禁止 赤い円形 ①横棒 ①禁止 ①禁止 全体：42．6

横棒 ②禁止マーク ②不明 ②不明 日大：52．8

①高齢者は抽象的な

謐ﾞに対して解釈し

ﾉくい
中大：10．6

日高：53．4

？）
有人案内及

ﾑ相談施設
案内 ①疑問符“？” ①不明なことを案内する場 ①案内所 全体：31．4

咜蛛F39．6

①象徴化された画材

ﾍ普及していない
ﾆ、解釈しにくい②不明 ②意味不明 ②不明 中大：48．9

日高：17．0

　〆一‘、f〆 @　　　　　　＼、

d）
会計施設 通貨記号 ①日本円を表す通貨

L号
①金額を計算する施設 ①会計施設 全体：22．9

咜蛛F47．2

①大まかな意味が分

ｩるから、現場で理
�xはアップする②同上 ②金融に関する施設 ②銀行 中大：64．0

③同上 ③同上 ③両替 日高：17．0

④同上 ④同上 ④金融サービス

困
避鮭口又は

�?o路
走る人 ①白地に緑色の走る

lの姿と出口の枠

①安全に係る出口である ①避難口／非常 全体：74．5

咜蛛F100
①大まかな意味が分

ｩるが、避難の抽象
Iな厩念が分かりに

ｭい
出口 ②同上 ②出口である。緑色の意味

ｪ分からない

②出口 中大：61．7

厓aF65．9
安全誘導 ③同上 ③入口である。緑色の意味

ｪ分からない

③入口

④同上 ④同上 ④走って進入

⑤道央 ⑤入口である。緑色は禁止

ﾌ意味と理解する

⑤進入禁止

⑥同上 ⑥道路交通信号に従って青

M号であることと理解する

⑥信号歩いてよ

ｵ



レ

レ

r象徴化」で表した図記号

分析結果の評価
図記号 表示概念 画材の意味素

画材の意味素の

@　理解
被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

囲
リフト乗客

ﾌ降りる位
uを指示す

人 ①リフトから降

閧ﾄいる人と矢

①リフトから降りる ①徒歩客は降り 全体：49．5

咜蛛F84．9

?蛛F46．8

①使用経験がない人に

ﾎして、リフトのこと
ﾍ理解されているが、

ｮ作の意味は理解され

ﾄいない
リフト ②リフトと人 ②リフトの意味が分かる

ｪ、動作の意味が分から

ﾈい

②リフト 日商：29．5

降りる ③不明 ③意味不明 ③不明

團
乗客に対し

ﾄ、降車位
u付近で安
Sバーを上
ｰることを

w示する

乗客 ①リフトに座り

oーを持って上
ｰようとする人

ﾆ上向きの矢印

①安全バーを上げること

�w示する
①安全バーを開

ｯる
全体：47．9

咜蛛F88．7

?蛛F38．3

厓aF27．3

①使用経験がない人に

ﾎして、リフトのこと
ﾍ理解されているが、

ｮ作の意味は理解され

ﾄいないリフト ②同上 ②リフトのリクライニン

Oを調整する

②リクライニン

Oなし

バー ③リフトに座る

l、矢印の意味
ｪ分からない

③リフトを乗る ③リフト乗り場

上げる ④同上 ④同上 ④座れます

⑤不明 ⑤意味不明 ⑤不明

団
銀行及び

Lャッシン
O機器

紙幣 ①円の通貨記号

ﾌついた紙幣と
@器の紙幣で入

①金融に関する自動サー

rス
①キャッシュ

Tービス

全体：44．1

咜蛛F52．8

?蛛F74．5

①画材と場所との関係

ﾍ多様である

円 ②同上 ②料金の支払い口 ②有料トイレ 日商：21．6

機器の入口 ③同上 ③料金の支払い口 ③支払い口

④不明 ④意味不明 ④不明

團
スキーの先

�繧ｰる
リフトに座っ

ﾄスキー道具
�＠pした人

ﾌ姿

①リフトに座っ

ﾄスキー道具を
V用した人とス
Lー先端の上向

ｫ矢印

①スキーの先を上げる ①スキーの先を

繧ｰる
全体：28．2

咜蛛F60．4

?蛛F85．0

厓aF19．3

①部分の概念は全体の

T念として解釈するこ

ﾆがある②矢印と画
ﾞの関係は明示されて
｢ない（矢印とスキー
ﾂ）

リフト ②同上 ②スキーを上げる ②スキー板を上

ｰる
上向き矢印 ③同上 ③リフトを乗って上に行

ｭ
③リフトを上げ

④同上 ④同上 ④リフトで上が

閧ﾜす

⑤同上 ⑤同上 ⑤リフトスター
g

⑥同上 ⑥リフトを乗ろう ⑥リフト乗り場

⑦同上 ⑦スキーができる場所 ⑦スキー場

ぼ））
情報提供を

蛯ﾉとした
{設及び設

情報 ①アルファペツ

g小文宇“i”

①“i”は㎞brmation ①情報コーナー 全体：15．4
咜蛛F43．4

①英語のイニシャルは

°yされていないと、

l々な解釈として推測

ｷる
②同上 ②“i”は㎞temet ②インターネッ

g
中大：4．3

厓aF4．5

③同上 ③“i”はintemet電話 ③IT電話

④同上 ④“i”の意味は不明であ ④不明

⑤“！”に似て

｢る

⑤注意する ⑤注意

⑥幼児の形に似

ﾄいる

⑥幼児に関する施設 ⑥幼児

］



r亀徴化」で表した図記号

分析結果の評価

図記号 表示概念
画材の意味

@　素
画材の意味素の

@　理解
被験者の解釈に基づく意味

@　　　の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

馬〕
車両貸し出

ｵ施設

乗用車 ①乗用車と“R”

ﾌ標識
①“R”は貸し出し
irent）の標識

①レンタカー 全体：9．6

咜蛛F18．9

標誠 ②同上 ②標識のある場所 ②タクシー乗り場 中大：0

貸し出す ③同上 ③同上 ③車の乗り降り 日高：9．1

①英請のイニシャル

ﾍ普及されていない
ﾆ、様々な解釈とし

ﾄ推測する②車に
ﾖする画材と標識画
ﾞの組合せは交通規
ｧ標識を連想しやす

｢

④同上 ④同上 ④料金所

⑤同上 ⑤“R”は右（right）の指

ｦ
⑤右側走行

⑥同上 ⑥同上 ⑥右に曲がる

⑦同上 ⑦“R”は赤（red）信号 ⑦赤信号

⑧乗用車と“P”

ﾆ同様

⑧“R”は“P”と同様 8．駐車場

1昌1
リサイクル

iを回収す
髏ﾝ備及び

{設

リサイクル ①三角形を形成

ｷるお互いに追

｢かける3つの
ﾈがった矢印

①リサイクルのマークであ ①リサイクル 全体：41．0

咜蛛F84．9

?蛛F36．3

厓aF14．8

①抽象化された画材

�w習した経験がな
｢と、分からない
A交通規制標識はつ
謔ｭ印象づけられて

｢る
②同上 ②交通規制標識の影響で曲

ｪる道路を解釈する

②曲がる道

③同上 ③回転すること ③回転ドア

④同上 ④意味不明 ④不明

△
高圧電力に

謔驫ｴ電の

壕ﾓ

電力 ①下方に向いた

Wグザグの矢印
�壕ﾓマークに
?黷

①ジグザグの矢印は高圧電

ﾍである

①感電注意 全体：24．5

咜蛛F24．5

?蛛F61．7

厓aF4．5

注意 ②同上 ②ジグザグの矢印は落雷で ②落雷注意

①抽象化された画材

ﾅ抽象的な概念を表
ｷとき、両者間の規
�ｫは社会的な文脈
ﾉよって異なること

ｪある②注意マー
Nと一緒に使うとき
ﾉ、交通規制標識と
ｵて連想しやすい

③同上 ③ジグザグの矢印は急カー

vである

③急カーブ注意

①バーをおろす必要がある『　　一一

ﾂ：
手を上げた

l
①リフトに座り

ｪ上のバーを
揩ﾁておろそう
ﾆする人と下向

ｫの矢印

①安全バーを閉め 全体：38．8

咜蛛F71．7

?蛛F38．3

厓aF19．3

①場所は特定できる

ｪ、使用経験が少な
｢ユーザーに対し

ﾄ、動作の意味が分
ｩらない。

乗客に対し

ﾄ、リフト
ﾉ乗ったら
ｷぐに安全
oーを閉め
驍ｱとを指
ｦする

リフト ②同上 ②リフトに関すること ②リフト

バー ③同上 ③リフトに関すること ③リフトサポート

下ろす ④手を上げた人

ﾆ下向きの矢印

④ものが落ちて、頭を保畿

ｷる
④落下注意

⑤同上 ⑤同上 ⑤頭上注意

⑥同上 ⑥意味不明 ⑥不明

　？　1

A脅i
遣失物を取

ｵう施設

案内 ①疑問符“？”、傘及び

Jバン

①忘れ物について案内する

ﾆころ

1．忘れ物取扱う 全体：46．3

咜蛛F83．0

?蛛F25．5

①抽象化された画材

ﾌ意味は普及されて
｢ないため、画材の
ﾖ係を推測できない傘 ②同上 ②案内するところ ②案内所 日高：36．4

カバン ③同上 ③荷物の預かるところ ③一時預かり所

④同上 ④道具の一つである傘に関

ｷる施設

④傘売り場

⑤同上 ⑤道具の一つである傘に関

ｷる施設
⑤傘預かり所

飛行機 ①飛行機に乗る場所の強調 ①乗り継ぎ
i｛李｛
空港におけ

髀謔闌pぎ
ｮ線及び乗
闌pぎ施設

①飛行機と飛行

@をつなぐ点線

全体：11．7

咜蛛F32．1

移動状態 ②同上 ②飛行機に乗る場所の強調 ②飛行機の搭乗口 中大：6．4

①抽象化された画材
iその規約性は普及

ｳれていない）は抽
ﾛ的な意味素を表す
ﾆき、分かりにくい

③同上 ③飛行機が複数ある場所 ③空港 日高：2．3

④同上 ④同上 ④飛行場の案内

⑤同上 ⑤円形の点々は時計らしい ⑤時刻表

⑥同上 ⑥意味不明 ⑥不明



「場所の概念を行為の画材に置換」で表した図記号

図記号 表示概念
画材の意

@味素

分析結果の評価
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

圃
水飲み機

ﾌある場
水飲み機 ①水飲み機から水を

��ﾅいる人の側面

}

①水を飲む施設 ①水飲み場 全体：63．3

咜蛛F100
①画材自身はほかの動

?ﾆして解釈しやすい

水 ②手を洗うように見

ｦる
②手を洗う場所 ②手洗い所 中大：21．3

叝､：63．6

水を飲ん

ﾅいる人
③目を洗うように見

ｦる
③目を洗う場所 ③洗眼所

④不明 ④不明 ④不明

△
頭上の突

N物に対
ｷる注意

突起物 ①片手を上げた人と

ｪ上の突起物のある
V井を注意マークに
?黷

①頭は突起物にぶつかっ

ｽ人
①天井注意 全体：58．0

咜蛛F88．7

①身体動作、折線の解

ﾟは多様性が残ってい
突起物に

ﾔつかっ
ｽ人

②上からものは落ちた ②落下注意 中大：53．2

厓aF42．0

状態 ②片手を上げた人と

d力を表す折線を注
ﾓマークに入れる

③電力に触った ③感電注意

④同上 ④触るな

注意 ⑤意味不明 ⑤不明

陳害物に

壕ﾓする
障害物 ①陳害物があり、注意す ①陳害物に注意 全体：53．7

△ 地面

①陳筈物につまずて

｢る人を注意マーク

ﾉ入れる
日大：47．2

①高齢者は身体動作の

謐ﾞに対して解釈しに

ｭい状態 中大：74．5

陳害物に

ﾂまずて
｢る人

②段差につまずてい

髏lを注意マークに
?黷

②段差があり、注意する ②段差注意 日商：46．6

注意

2＿＿＿＿’ 空港にお

ｯる到若
ｮ線及び
梹瘤{設

飛行機 ①滑走路に葱陸する

ｺ向きの空港機と前

ﾖ

①飛行機の蔚陸に関する

齒

①到若 全体：52．1

咜蛛F88．7

?蛛F57．4

①飛行機に関する大ま

ｩな意味が分かるが、

ｮきの意味が分からな

｢前輪 ②宥陸する飛行機 ②飛行機に関する場所 ②空港 日商：27．3

滑走路 ③不明 ③意味不明 ③不明

△
転落しか

ｯた人
①転落しかけた人を

壕ﾓマークに入れる

①高所から転落する可能

ｫがある
①転落注意 全体：39．4

咜蛛F77．4

転落の可

¥性があ
髀齒鰍ﾉ
ﾎする注

ﾓ

転落場所 ②同上 ②段差によって転落する

ﾂ能性がある

②段差注意 中大：46．8

厓aF12．5

①動作を表す画材自身

ﾍ多様な釈が残ってい

驥A動作開始の様子
ﾅ表す時ほかの動作と
ｵて解釈されやすい
B高所という表現は不

¥分である

注意 ③転倒しかけた人を

壕ﾓマークに入れる

③転倒する可能性がある ③滑面注意

塵
空港にお

ｯる出発
ｮ線及び
o発施設

離陸した

�s機
①離陸した飛行機と

椛迄H
①飛行機が出発すること

ﾉ係る施設

①出発動線、出

ｭ施設
全体：38．8

咜蛛F60．4

①飛行機、空港に関連

ｵていることはよく理
�ｳれている滑走路 ②同上 ②同上 ②空港 中大：59．6

③同上 ③同上 ③滑走蹄 日高：14．8

④同上 ④同上 ④出発注意

図
スキーリ

tト設備

ロープ ①スキー道具を若用

ｵローブを握った人

①スキー場に登るための

{設
①スキーリフト 全体：28．2

咜蛛F37．7

①使用経験が少ない

?[ザに対し、動きの
vロセスが分からないスキー板 ②同上 ②同上 ②水上スキー 中大：10．6

スキー

п[
③ロープを握った人 ③高い所に登る施設 ③ジヤンブ台 日高：31．8

④スキー道具を着用

ｵた人

④スキーをする場所 ④スキー

⑤不明 ⑤意味不明 ⑤不明



橡徴化Jで表した図記号

分析結果の評価

図記号 表示概念
画材の意味

@　素

画材の意味素の

@　理解

被験者の解釈に基づく意味

@　　　の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

乗用車 ①レンタカー

膣
車両貸し出

ｵ施設

①乗用車と“R”

ﾌ標餓

①“R”は貸し出し
irent）の標識

全体：9．6

咜蛛F18．9

標識 ②同上 ②標識のある場所 ②タクシー乗り場 中大：o

貸し出す ③同上 ③同上 ③車の乗り降り 日商：9，1

①英認のイニシャル

ﾍ普及されていない
ﾆ、様々な解釈とし

ﾄ推測する②車に
ﾖする画材と標識画
ﾞの組合せは交通規
ｧ標識を連想しやす

｢

④同上 ④同上 ④料金所

⑤同上 ⑤“R”は右（㎎ht）の指

ｦ
⑤右側走行

⑥同上 ⑥同上 ⑥右に曲がる

⑦同上 ⑦“R”は赤（red）信号 ⑦赤信号

⑧乗用車と“P”

ﾆ同様

⑧“R”は‘’P”と同様 8．駐車場

囮
リサイクル

iを回収す
髏ﾝ備及び

{設

リサイクル ①三角形を形成

ｷるお互いに追

｢かける3つの
ﾈがった矢印

①リサイクルのマークであ ①リサイクル 全体：4LO
咜蛛F84、9

?蛛F36．3

厓aF14，8

①抽象化された画材

�w習した経験がな
｢と、分からない
A交通規制標識はっ
謔ｭ印象づけられて

｢る
②同上 ②交通規制標識の影響で曲

ｪる道路を鰐釈する

②曲がる道

③同上 ③回転すること ③回転ドア

④同上 ④意味不明 ④不明

幽
高圧電力に

謔驫ｴ電の

壕ﾓ

電力 ①下方に向いた

Wグザグの矢印

�壕ﾓマークに
?黷

①ジグザグの矢印は満圧電

ﾍである

①感電注意 全体：24．5

咜蛛F24．5

?蛛F61．7

厓aF4．5

注意 ②同上 ②ジグザグの矢印は落雷で ②落雷注意

①抽象化された画材

ﾅ抽象的な概念を表
ｷとき、両者間の規
�ｫは社会的な文脈
ﾉよって異なること

ｪある②注意マー
Nと一緒に使うとき
ﾉ、交通規制標識と
ｵて連想しやすい

③同上 ③ジグザグの矢印は急カー

uである

③急カーブ注意

團
乗客に対し

ﾄ、リフト
ﾉ乗ったら
ｷぐに安全
oーを閉め
驍ｱとを指
ｦする

手を上げた

l
①リフトに座り

ｪ上のバーを
揩ﾁておろそう
ﾆする人と下向

ｫの矢印

①バーをおろす必要がある ①安全バーを閉め 全体：38．8

咜蛛F71．7

?蛛F38．3

厓aF19．3

①場所は特定できる

ｪ、使用経験が少な
｢ユーザーに対し

ﾄ、動作の意味が分
ｩらない。

リフト ②同上 ②リフトに関すること ②リフト

バー・ ③同上 ③リフトに関すること ③リフトサポート

下ろす ④手を上げた人

ﾆ下向きの矢印

④ものが落ちて、頭を保護

ｷる
④落下注意

⑤同上 ⑤同上 ⑤頭上注意

⑥同上 ⑥意味不明 ⑥不明

囹
遺失物を取

ｵう施設

案内 ①疑問符“？”、傘及び

Jパン

①忘れ物について案内する

ﾆころ

1．忘れ物取扱う 全体：46．3

咜蛛F83．0

?蛛F25．5

①抽象化された画材

ﾌ意味は普及されて
｢ないため、画材の
ﾖ係を推測できない傘 ②同上 ②案内するところ ②案内所 日高：36．4

カバン ③同上 ③荷物の預かるところ ③一時預かり所

④同上 ④道具の一つである傘に関

ｷる施設

④傘売り場

⑤同上 ⑤道具の一つである傘に関

ｷる施設

⑤傘預かり所

塵
空港におけ

髀謔闌pぎ
ｮ線及び乗
闌pぎ施設

飛行機 ①飛行機と飛行

@をつなぐ点線
①飛行機に乗る場所の強調 ①乗り継ぎ 全体：1L7

咜蛛F32．1

移動状態 ②同上 ②飛行機に乗る場所の強調 ②飛行機の搭乗口 中大：6．4

①抽象化された画材
iその規約性は普及

ｳれていない）は抽
ﾛ的な意味素を表す
ﾆき、分かりにくい

③同上 ③飛行機が複数ある場所 ③空港 日高：2，3

④同上 ④同上 ④飛行場の案内

⑤同上 ⑤円形の点々は時計らしい ⑤時刻表

⑥同上 ⑥意味不明 ⑥不明



「場所の概念を行為の画材に置換」で表した図記号

図記号 表示概念
画材の意

@味素
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定

分折結果の評価
表示概念の想定

理解廣　　　　コメント

困
水飲み機

ﾌある場
水飲み機 ①水飲み機から水を

��ﾅいる人の側面

}

①水を飲む施設 ①水飲み場 全体：63．3

咜蛛F100
①画材自身はほかの動

?ﾆして解釈しやすい

水 ②手を洗うように見

ｦる
②手を洗う場所 ②手洗い所 中大：21．3

厓aF63．6
水を飲ん

ﾅいる人
③目を洗うように見

ｦる
③目を洗う場所 ③洗眼所

④不明 ④不明 ④不明

△
頭上の突

N物に対
ｷる注意

突起物 ①片手を上げた人と

ｪ上の突起物のある
V井を注意マークに
?黷

①頭は突起物にぶっかっ

ｽ人
①天井注意 全体：58．0

咜蛛F88．7

①身体動作、折線の解

ﾟは多様性が残ってい
突起物に

ﾔつかっ
ｽ人

②上からものは落ちた ②落下注意 中大：53．2

厓aG42．0

状態 ②片手を上げた人と

d力を表す折線を注
ﾓマークに入れる

③電力に触った ③懸電注意

④同上 ④触るな

注意 ⑤意味不明 ⑤不明

璋害物に

壕ﾓする
障害物 ①障害物があり、注意す ①障害物に注意 全体：53．7

△ 地面

①蹄害物につまずて

｢る人を注意マーク

ﾉ入れる
日大：47．2

①高齢者は身体動作の

謐ﾞに対して解釈しに

ｭい状態 中大174，5

障害物に

ﾂまずて
｢る人

②段差につまずてい

髏lを注意マークに
?黷

②段差があり、注意する ②段差注意 日高：46．6

注意

團
空港にお

ｯる到着
ｮ線及び
梺?{設

飛行機 ①滑走路に着陸する

ｺ向きの空港機と前

ﾖ

①飛行機の着陸に関する

齒

①到若 全体：52．工

咜蛛F88．7

?蛛F57、4

①飛行機に関する大ま

ｩな意味が分かるが、

ｮきの意味が分からな

｢前輪 ②若陸する飛行機 ②飛行機に関する場所 ②空港 　‘厓aF27．3

滑走路 ③不明 ③意味不明 ③不明

幽
転落しか

ｯた人
①転落しかけた人を

壕ﾓマークに入れる

①高所から転落する可能

ｫがある
①転落注意 全体：39．4

咜蛛G77．4

転落の可

¥性があ
髀齒鰍ﾉ
ﾎする注

ﾓ

転落場所 ②同上 ②段差によって転落する

ﾂ能性がある

②段差注意 中大：46．8

厓aF12．5

①動作を表す画材自身

ﾍ多様な釈が残ってい

驥A動作開始の蟻子
ﾅ表す時ほかの動作と

ｵて解釈されやすい
B高所という表現は不

¥分である

注意 ③転倒しかけた人を

壕ﾓマークに入れる

③転倒する可能性がある ③渦面注意

国
空港にお

ｯる出発
ｮ線及び
o発施設

離陸した

�s機
①離陸した飛行機と

椛迄H
①飛行機が出発すること

ﾉ係る施設
①出発動線、出

ｭ施設

全体：3呂．8

咜蛛F6α4
①飛行機、空港に関連

ｵていることはよく理
�ｳれている滑走路 ②同上 ②同上 ②空港 中大：59，6

③同上 ③同上 ③滑走路 日高：14、8

④同上 ④同上 ④出発注意

図
スキーリ

tト設備
ロープ ①スキー道具を着用

ｵロープを握った人
①スキー場に登るための

{設
①スキーリフト 全体：2＆2

咜蛛F37．7

①使用経験が少ない

?[ザに対し、動きの
vロセスが分からないスキー板 ②同上 ②同上 ②水上スキー 中大：1⑪．6

スキ・一

п[
③ロープを握った人 ③高い所に登る施設 ③ジヤンプ台 日高：31．8

④スキー道具を着用

ｵた人

④スキーをする場所 ④スキー

⑤不明 ⑤意味不明 ⑤不明



「カテゴリー順序の置換」で表した図記号

分析結果の評価
図記号 表示概念

画材の意

@味素
画材の意味素の理

@　　解
被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

鍵
：画㌧．＿＿一＿＿＿∫

①ボックスに入っ

ｽカバンと鍵

①鍵付きで、荷物の保管

ｷる場所

①コインロツ

Jー

全体：39．4

咜蛛F43．4
荷物を一時的

ﾉ保管するた
ﾟに自分で出
ｵ入れする鍵
tきのロッ

Jー

カバン ②同上 ②荷物をプロテクトする ②金lll‘ 中大：68．1

①場所の機能につい

ﾄ、大まかな意味が分
ｩるが、類似する機能
�揩ﾂ場所に対し判別

ｵにくい
ボックス ③同上 ③同上 ③貴重品預かり 日高：21．6

⑭
ペット持ち込

ﾝ禁止

犬 ①犬と禁止マーク ①犬などのペット持ち込

ﾝ禁止

①ペット持ち込

ﾝ禁止

全体：59．6

咜蛛F92．5

①種の慨念で類の概念

�¥すとき、画材の
u模写」として解釈す

驍ｱとがある
禁止 ②犬持ち込み禁止 ②犬持ち込み禁

~
中大：42．6

③意味不明 ③不明 日高：48．9

「行為の一般概念を特定の行為画材に置換」で表した図記号

分析結果の評価
図記号 表示概念

画材の意

@味素
画材の意味素の理

@　　解
被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

①
許可された人

ﾈ外の立入り

�ﾖ止する場
葛yび施設

人 ①人に禁止マーク

�dねる

①立入りを禁止する ①立入り禁止 全体：44．1

咜蛛F83．0

①人間の画材は道路規

ｧ標識として蓮想しや

ｷい禁止 ②男子に禁止マー

Nを重ねる

②男子を禁止する ②男子禁止 中大：10．6

厓aF38．6

③同上 ③道路規制標識に従っ

ﾄ、横断／歩道／進入禁

~と理解する

③横断／歩行／

i入禁止

特定の場所に

Gることを禁
~する

手 ①手のひらに禁止

}ークを重ねる

①手で触ることを禁止す ①触るな 全体：47．9

咜蛛F67．9

①身体部分、特に手で

ｮ作を表すとき、ジェ
Xチャーとして解釈さ

黷竄ｷい
⑧ 禁止 ②同上 ②手で拒否する ②進入禁止 中大：51．1

③同上 ③禁止マークを通行とめ

ﾆ理解する

③通行禁止 日高：34．1

④同上 ④同上 ④立入り禁止

⑧
ペピーカーの

g用を禁止す

母親 ①ベビーカーに

謔ﾁた子供を押す
齔eと禁止マーク

①ベビーカーに乗った子

氓ﾆ母親の図形を単なる
q供連れの意味と理解す

①子供連れ禁止 全体：43．1

咜蛛F64．2

?蛛F17．0

厓aF43．2

歩けない

q供
②同上 ②同上 ②幼児進入禁止

①全体関係によって部
ｪの慨念を表すとき、

謐ﾞ全体の意味として
�ﾟしやすい②中国
ﾅはそのような規制を
�ｯることが極めて少
ﾈいため想像できない
B人間の画材と禁止
}ークー緒に使うとき
ﾉ、交通規制標識とし

ﾄ連想しやすい

ペピー

Jー
③同上 ③禁止マークを道路規制

W識に従って進入禁止と

揄�ｷる

③横断禁止

禁止 ④同上 ④禁止マークを通行とめ

ﾆ理解する

④通行禁止

⑤不明 ⑤意味不明 ⑤不明



r場所の概念を具体物の画材に匿換」で表した図妃号

図記号 表示概念
画材の意

@味素

分析結果の評価
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント
ρ一曹，曹1一膠9覧 自動車用

R料が入
閧ﾅきる

{設

給油機 ①給油機 ①給油機がある場所 ①ガソリンスタ

塔hー

全体：64．4

咜蛛F88．7

②形の意味が分から

ﾈい
②意味不明 ②不明 中大：21．3

厓aF72．7

①使用経験がないユー

Uーに対して、単体の
ｹ具から場所の機能を

z定しにくい②シン
vルすぎる画材は多様
ﾈ解釈を想定しやすい

③ピアホールのよう

ﾉ見える
③ピールを提供する場所 ③ビアホール／

rル園
④同上 ④同上 ④飲み物

固
ロープ

Eェイ輸
落{設

ロープ

Eェイ

①ロープウェイの側

ﾊ図とケーブル
①ローブェイのある場所 ①ロープウェイ 全体：63．3

咜蛛F75．5

①使用率は低いと、ほ

ｩの意味として解釈さ

黷竄ｷいケーブル ②リフトとケーブル ②リフトがある場所 ②リフト 中大：85．1

③ケーブル ③ケーブルがある場所 ③ケーブル 日高：44．3

④モノレールとケー

uル
④モノレールを見える ④モノレール

郵便局及

ﾑポスト
角封筒 ①角封筒の裏面図 ①封筒を郵送する施設 ①郵便局 全体：62．8

図 ②同上 ②メールである ②メール 日大：47．2

①慣用化されている意

｡として解釈されやす

｢中大：83

日高：61．4

公園 樹木 ①樹木とペンチ ①休憩するところ ①公園 全体：56．4 ①大まかな意味が分か

勲 ペンチ ②同上 ②ベンチがある ②ペンチがあり 日大：79．2

③同上 ③意味不明 ③不明 中大：36．2

日高：53．4

組　　’ 手提げ手

ﾜ
①手提げ紙袋とギフ

gボックス
①買い物するところ ①デパート 全体：47．3

咜蛛F71．7

①画材と場所との関係

ﾍ多様である②画材
ｩ身は多様な解釈があ

一アパー

g、

Vョツピ
塔Oエリ

A、土産
i売り場
ﾈど

ギフト

{ックス

②同上 ②買い物をラッピングす

驍ﾆころ

②ラツビング 中大：51．1

厓aF31．8

③同上 ③買い物を配送する施設 ③配送

④同上 ④荷物を預かるところ ④荷物預かり

⑤不明 ⑤荷物を検査するところ ⑤荷物検査

一幽 荷物を一
椏Iに保
ﾇするた
ﾟの施設

4つのカ

pン
①複数のカバンが棚

ﾂに澱いている

①荷物を置いてくれる場 ①手荷物一時預

ｩり所

全体：44．1

咜蛛F77．4

①画材と場所との関係

ﾍ多様である②画材
ｩ身は多様な解釈があ棚板 ②同上 ②カバンを販売する場所 ②カバンの売り 中大：42．6

厓aF25．0

③複数のカバンが運

卵艪ﾉ置いている
③荷物の安全検査を受け

ﾄいる

③安全検査

④同上 ④荷物を運送している ④荷物運送

⑤不明 ⑤意味不明 ⑤不明

翌
ケーブル

Jー
ケーブル

Jー
①斜面で走るケーブ

泣Jーと軌道

①ケープル鉄道である ①ケーブル鉄道 全体：39．4

咜蛛F35．8

軌道 ②列車と軌道 ②列車と軌道を利用する

�ﾊ工具
②地下鉄 中大：2．1

厓aF61．4

①使用率が低い概念で

ﾍ、外形の模写は大ま

ｩな意味が分かる②
g用経験が少ないユー
Uは外形の模写から道
?ﾌ機能が分からな
｢。

③同上 ③同上 ③電車

④バス ④バスである ④バス

⑤斜面で走る列車 ⑤登山する列車 ⑤登山電車

⑥高所で走る列車 ⑥高所で走る交通工具 ⑥モノレール

⑦同上 ⑦同上 ⑦リフト

圃
車 ①運搬車と旅行カバ ①運搬車で荷物を運ぶ ①荷物宅配 全体：33．5

咜蛛F71．7

①道具の模写に対して

ﾔ違って解釈する可能

ｫがある②画材と画
ﾞの関係が分からない

託配サー

rス、荷
ｨの配
浴A荷物
�t施設

旅行カパ ②バスと旅行カバン ②荷物を持ってバスを乗 ②旅行案内所／

ﾏ光バス乗り場

中大：25．O

dI高：14．8

③同上 ③荷物を持ってバスを乗 ③バス停／駐車

④荷物 ④荷物に関する場所 ④荷物預かり所



「場所の概念を行為の画材に置換」で表した図記号

分析結果の評価

図記号 表示概念
画材の意

@味素
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

①受付の場所 ①受付

鱒
受付カウ

塔^ーの
?骼{設

カウン

^ー

①係員とカウンター

�ｲんで向き合う人

全体：37．8

咜蛛F28．3

①動作について大まか

ﾈ意味が分かるが、動
?ﾆ場所との詳細な関

Wが分からない
係員 ②同上 ②案内する場所 ②案内所 中大：51．1

人 ③同上 ③同上 ③カウンター 日高：36．4

　　一　　、

諱F
宿泊が可

¥な施設
yび案内

ベッド ①ベッドに寝ている

lとフロアスタンド

①寝室を提供する所 ①ホテル 全体：26．6

咜蛛F39．6

①動作について大まか

ﾈ意味が分かるが、動
?ﾆ場所との詳細な関

Wが分からない
②同上 ②寝室である ②寝室 中大：21．3

厓aF21．6
寝ている

l
布団 ③同上 ③患者用寝室である ③病室

フロアス

^ンド

④不明 ④意味不明 ④不明

一『夙
煙ｲ

待ち合わ

ｹ場所
握手する

�l
①カバンを持った人

ﾆ握手する人

①握手する行為を行う公

､場所

①待ち合わせ場 全体：19．1

咜蛛F35．8

①握手を行う場所は唯一ではない

カバン ②同上 ②同上 ②会議室 中大：4．3

③同上 ③同上 ③出迎え場所 日高：17．0

④同上 ④同上 ④集合場所、社

脳
展望地及

ﾑ鍛観の
謔｢場所

人 ①双眼鏡を持つ人と

閧ｷり

①景色を見えるところ ①展望地 全体：59．0

咜蛛F79．2

①身体動作と道具自身

ﾍ多様な解釈を持って

｢る双眼鏡 ②飲んでいる姿を見

ｦる

②飲み物 ②飲み物 中大：61．7

厓aF46．6

手すり ③講演している姿を

ｩえる

③講演する場所 ③講演

④双眼鏡を持つ人と

閧ｷり

④動物を観察できる場所 ④野烏観察

⑤不明 ⑤意味不明 ⑤不明

lA…L－＿一＿ノ 坐つてい

體�l

①背中合わせに椅子

ﾉ坐っている二人

①椅子を提供する場所 ①休憩所 全体：52．7

咜蛛F60．4

①当該行為は普遍性が

?驍ｽめ、特定な場所
�яｪしにくい

休憩した

闡ﾒつた
ﾟに座る
ｱとので
ｫる施設

椅子 ②同上 ②同上 ②ロビー 中大：51．1

③不明 ③二人が一締座ることと

揄�ｷる

③一緒に坐って

ｭださい

日高：48．9

④不明 ④意味不明 ④不明

回噛、
機器 ①手に切符を持つ人

ﾆ機器

①切符を求められる施設 ①切符売り場、

ｸ算所

全体：10．6

咜蛛F18．9
自動券売

@、有人
旧禔A精
Z機及び
ｸ算所

人 ②手にカードを持つ

lと機器

②カードを使う機器であ ②公衆電話 中大：0

厓aF11．4

切符 ③手にお金を持つ人

ﾆ機械

③お金を支払い、機器か

逕モ｢物を求められる施

③ガソリンスタ

塔h

①道具の模写は多様な

�ﾟが持っているた
ﾟ、画材自身の解釈は

ﾔ違うことがある②
?曹ﾅは、自動券売機
ﾌ使用は極めて少ない
ｽめ、連想できない
B使用経験がないユー
Uに対して、場所の機
¥（結果）を明示しな
｢と、意味が分からな

｢

④同上 ④同上 ④自動販売機



r場所の概念を主体の画材に置換」で表した図記号

図記号 表示概念
画材の意

@味素

分析結呆の評価
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

圃
税関など

ﾌ荷物検
ｸ施設

検察官 ①制服を若ている人

ﾌ上半身と1用いた

Xーツケース

①検察官は荷物を検査す

髀齒

①税関／荷物検

ｸ
全体：63．3

咜蛛F83．0

?蛛F83．0

①身体動作より主体の

梠浮ｩら推測する傾向

ｪある
スーツ

Pース

②同上 ②駅員がいるところ ②駅員 日商：42．0

③同上 ③警察は荷物を検査する

齒

③警察

警察 ①制服を若ている人 ①警察がいる場所 ①警察／交番 全体：59．6

周
警察署、

h出所、

�ﾔなど
ﾌ警察官
lめ所

②同上 ②駅員がいる場所 ②駅員／車掌室 日大：60．4

①ユーザの文脈によっ

ﾄ服装について様々な
�ﾟが残っている

③同上 ③係員がいる場所 ③案内 中大：78．7

④同上 ④係員がいる場所 ④警備員 日高：48．9

男性用施

ﾝ
男子 ①男性の正面図 ①男性に関する施設 ①男性用施設 全体：50．0

圃 ②同上 ②道路規制標識に従っ

ﾄ、歩道と理解する
②横断歩道 日大：47．2

?蛛F59．6

①人聞の画材は道路規

ｧ標識として連想しや

ｷい
③同上 ③同上 ③歩道 日商：46．6

④同上 ④立入りと理解する ④入口

⑤同上 ⑤待ち合うと理解する ⑤待合室
「　　｝冒

Pム、
おむつを

ｵた乳児

①おむっをした乳児 ①外出するとき、赤ちゃ

�齬pの施設
①乳幼児のため

ﾌ施設

全体：45．2

咜蛛F62．3

授乳、お

ﾞつ交換
ﾈど、乳
c児のた
ﾟに使用
ｷる施設

②同上 ②乳幼児を預かる施設 ②託児所・幼児 中大：0

厓aF58．0

①画材自身の意味が分

ｩるが、使用経験が少
ﾈいユーザーに対して
齒鰍ﾌ機能性を伝えて

｢ない③同上 ③赤ちゃんのこと ③赤ちや

④不明 ④意味不明 ④不明

圃
出入国手

ｱきなど
ﾌ書類審
ｸ施設

検査官 ①書類を持つ検査官 ①書類を審査するところ ①出／入国手統

ｫ、書類審査

全体：27．7

咜蛛F52．8

書類 ②書類を持つ駅員 ②駅員がいるところ ②駅員室 中大：31。9

①服装の解釈は多様性

ｪ持っている②使用
o験が少ないと、当該
ｮ作の意味が分からな

｢
③書類を持つ警察 ③警察がいるところ ③交番 日高：10．2

④書類を持つ係員 ④係員は案内図を持って

燒ｾする
④案内所

團
鹿 ①鹿と木 ①鹿と木がいる場所 ①鹿がいる、奈

ﾇ公園

全体：8．9日

咜蛛F7．5

①種の概念で類の概念

�¥すとき、画材の
u模写」として解釈す

驍ｱとがある

植物相、

ｮ物相の
ﾛ蔑のた
ﾟの特別
n域の場

木 ②動物と木 ②動物がいる場所 ②動物園 中大：14．9

③動物と植物 ③動物がいる自然な場所 ③自然公園 日高：0

④同上 ④同上 ④野生動物園

r特定の行為の概念を具体物のi材に置換」で表した図記号

分析結果の評価
図記号 表示概念

画材の意

@味素
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

⑧
飲食を禁

~する場
飲み物 ①飲み物と食べ物

iハンバーガー）に

ﾖ止マークを重ねる

①飲食することを禁止す ①飲食禁止 全体：64．4

咜蛛F92．5

?蛛F74．5

①高齢者は複雑な形が

ｪかりにくい②画材
ｩ身は推測されにない

ハンパー

Kー
②ハンバーガー ②ハンバーガーに関する

s動
②ハンバーグ禁 日高：42．0

禁止 ③同上 ③意味不明 ③不明

◎
電子機器

ﾌ使用を
ﾖ止する

ノート

uックパ

¥コン

①ノートブックパソ

Rンの正面図に禁止
}ークを重ねる

①パソコンの使用を禁止

ｷる
①パソコン禁止 全体：63．8

咜蛛F88．7

?蛛F83．0

①高齢者は通信情報製

iの意味が分からない

禁止 ②同上 ②インターネット使用禁

~
②インターネッ

g禁止

日高：38．6

③不明 ③意味不明 ③不明



「

「場所の厩念を具体物の酉材に置換」で表した図記号

分析結果の評価

図記号 表示概念
画材の意

@味素
画材の意味素の理解

被験者の解釈に基づく意

@　　味の想定
表示概念の想定

理解度 コメント

薬局、ド

宴bグス
gアなど

容器 ①薬剤の入った容器

ﾆ薬のダブレット

①薬を提供するところ ①薬局 全体：64．4

咜蛛F96．2團 ダブレッ

g
②同上 ②医療に関する施設 ②保健所 中大：63．8

厓aF46．6

①高齢者は薬から医療

@関を連想しやすい
A画材自身の意味は明
mであるが、ユーザー
ﾌ文脈によって、多様

ﾈ解釈が残っている医療的 ③同上 ③同上 ③救護所

④同上 ④薬に関することろ ④薬の保管所

⑤不明 ⑤意味不明 ⑤不明

圃
ラケット ①3種類の明確なス

|ーツ用具

①スポーツに関すること ①スポーツ運動 全体：57．4

咜蛛F73．6

①「概念順位の置換

ｦ」として解釈するこ
ﾆがある。

スポーツ

?ｮのた
ﾟに区分
ｳれたあ
體ﾁ定の
齒葛yび

{設

サツカー

|ール
②同上 ②スポーツ用品である ②スポーツ用品

р闖

中大：78．7

Pヨ商：36．4

ゴルフア

Cアン

③不明 ③意味不明 ③不明

回
スーツ

Pース

①スーツケースを乗

ｹたカート

①カートのある場所 ①カート 全体：46．8

咜蛛F56．6

①「概念順位の置換

ｦ」として解釈するこ
ﾆがある。

カート置

ｫ場及び
Jートが
?pでき
骼{設

カート ②同上 ②カートで荷物を運ぶ ②荷物到蔚 中大：31．9

③同上 ③カートで荷物を運ぶ ③荷物運搬 日高：48．9

④同上 ④荷物に関する場所 ④荷物預かり

蜀
上着、手

ﾗ物など
�aかる

{設

ハンガー ①ハンガーとカバン ①預かるために、上若と

Jパンを保管する所

①クローク 全体：27．1

Pヨ大：28．3

カバン ②同上 ②預かるために、荷物を

ﾛ管する所

②荷物預かり所 中大：36．2

厓aF21．6

①当該道具の機能性は

ｾ確ではない②画材
ﾆ画材の関係が分から
ﾈい（特に高齢者の場
〟j

③同上 ③上者とカバンを販売す

驍ﾆころ

③スーパーデ

pート

④同上 ④試着のために、上着と

Jバンを預ける所

④更衣室

L



理解度調査用質問紙（第4章）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共情報絵文字に関する調査

　この調査は日本エコモ財団で標準化された125種類の公共用絵文字がどのように理解されているかを明らかにするこ

とを目的としています。それでは，よろしくお願いすます。

　調査の前に，個人的な情報を記入してください。

年　齢：

性　別：　O男

職　業：

国　籍：

O女

歳

　サンプルのように，公共場所に以下の絵文字を見る時，どのように理解するか，あなたの判断を各絵文字の右の解答

欄に書いてください。それぞれの絵文字に対して，四つの機能の意味（案内機能、注意機能、禁止機能、指示機能）の

うち一つを選択して，カッコに記入してください。

例：唖
（A　）

）

厘］（
）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

￥〉（
）

）

）

）



A．案内機能 B．注意機能 C．禁止機能 D．指示機能
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A．案内機能　　　　　B．注意機能　　　　　C．禁止機能　　　　　D．指示機能

↑↓《・→

「ミ勿ピコ（）



A．案内機能 B．注意機能 C．禁止機能 D．指示機能
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A．案内機能　　　　　B．注意機能　　　　　C．禁止機能　　　　　D．指示機能



検証実験用質問紙（第5章）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　案内用図記号の理解度調査

　この調査は日本JISで標準化された案内用図記号の改善案がどのように理解されているかを明らかにするために行う

ものです。よろしくお願い致します。

調査の前に、以下の情報を記入してください。

性別：　ロ男　　　□女

年齢：　ロ10代　　ロ20代　　ロ30代　　ロ40代　　ロ50代　　ロ60代　　ロ70代

調査員：楊莉

所　属：千葉大学大学院

時間：2008年6月

自然科学研究科博士後期課程　人間・環境デザイン科学専攻

図記号
以下の図記号は、公共施設や交通施設などで使用されます。
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展望地

母分散の比の検定と推定

データ数　　平均値 不偏分散　　標準偏差 標準誤差

原案

改善案

188　　　0．59042553　　0．2431164　0．4930683　0．035960705

60　　　0．66666667　　0、2259887　0．4753827　0．061371641

F検定
分散比　　分子自由度　分母自由度
1．07579　　　　　187　　　　　　　　59

F値　　P値（上側確率）　F（O．95）

原案，改善案 1．0757901　0．379704809　　1．4447927

母分散の比の区間推定

信頼度

下限値

上限値

　　95％

O．69292572

1．59563693

自然保護地域

母分散の比の検定と推定

データ数　　平均値 不偏分散　　標準偏差 標準誤差

原案

改善案

188　　　0．09042553　0．08268859　0．2875562　0．020972194

60　　　　　　0．95　　　　0．04830508　0．2197842　0．028374015

F検定
分散比　　分子自由度　分母自由度 F値　　P値（上側確率）　F（0．95）

原案，改善案　　1．711799 187 59 1．？117988　0、Oe8641314　　1．4447927

母分散の比の区間推定

信頼度

下限値

上限値

　95％
1ユ0258451
2．53898002

手荷物宅配

母分散の比の検定と推定

データ数　　平均値 不偏分散　　標準偏差 標準誤差

原案

改善案

188　　　0．33510638　0，22400159　0．4732881　　0．03451808

60　　　　0．66666667　　0．2259887　0．4753827　0．061371641

F検定
分散比　　分子自由度　分母自由度 F値　　P値（上側確率）　F（0．95）

原案，改善案　　　0．991207 187 59 O．991207　　　0．5312596　　1、4447927

母分散の比の区間推定

信頼度

下限値

上限値

　95％
0，63844508
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